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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ






「……レス……ティア……？」

　夜明けの光の差し込む、ウィンターガルフ城のテラスで──

　カミトは、目を見開いたまま、呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

　その視線は、クレアの背後にたたずむ少女の姿に釘づけになっている。

　夜の闇をそのまま溶かし込んだような、艶つややかな黒髪。陽光を反射して不思議な色合いを放はなつ、黄昏たそがれ色の瞳ひとみ。エルフィム種族の衣服に包まれた肢し体たいは、繊せん細さいなガラス細工のように美しく、その肌は抜けるように白い。

　夜色のドレスを身に纏まとってはおらぬものの、その姿はまさしく、彼女のものだ。

〈闇精霊〉レスティア──真名は、レスティア・アッシュドール。

　あの〈精霊王〉の祭殿で、カミトが殺したはずの契約精霊。

「……本当に、レスティア……なのか……？」

　カミトは喘あえぐように声を漏らすと──

　ふらふらとした足取りで、彼女のほうへ近付いていく。

　その姿をまのあたりにしてなお、カミトは信じられなかった。

　そう、彼女はたしかに消滅したはずなのだ。カミトの目の前で。

　この手で直接彼女に触れるまでは、信じることはできない。

　指先が、華きや奢しやな彼女の肩に触れる。

　と、レスティアの姿をしたその少女は、怯おびえたようにあとずさった。

「あ、あの……」

「……レスティア？」

　予想外の反応に、その場で足を止めるカミト。

　彼女の黄昏たそがれ色の瞳ひとみは、まるで──

「──カミト」

　と、背後で静かな声がした。

　振り向くと、クレアが複雑な表情でカミトを見つめていた。

「クレア、彼女は一体……」

「あのね、カミト──」

　クレアは一瞬、言いにくそうに口くち籠ごもると──

　やがて意を決したように口を開く。

「この娘こ、あたしたちのことをまったく覚えていないみたいなの」

　──と。






第一章　ウィンターガルフの朝






　ウィンターガルフ城の最上階にある個室は、もともとローレンフロスト伯はく爵しやくの執しつ務む室として使われていた部屋だという。

　現在、城の部屋の多くは負傷した兵士のために開放している。そのため、精霊による盗聴の恐れがなく、落ち着いて話のできる部屋は、ここしかなかったのだ。

　テーブルと椅い子す、それに必要最低限の調度品の置かれたその個室で──

　カミトは、居心地悪そうに座る彼女の顔をまじまじと見つめ、口を開いた。

「そうか、お前も記憶喪そう失しつに……」

「……ええ」

　視線をわずかに逸そらし、こくり、と頷うなずく少女。

　ここにいるのはカミトと少女の二人だけだ。リンスレット達たちは、二人のほうが話しやすいだろうからと、気を回して席を外してくれたのだった。

（……レスティア、だよな）

　カミトは胸中で、もう何度目にもなる確認をした。

　無論、その姿を見間違えるはずもない。

　幼い頃ころから、ずっとカミトの傍らにいてくれた契約精霊だ。

　それでも、まだ確信することができずにいるのは、今の彼女の性格が、カミトの知っているレスティアと、あまりに異なっているためだった。

（……俺おれの知ってるレスティアは、こんな目はしなかった）

　黄昏たそがれ色の瞳ひとみに、微かすかな怯おびえの色が滲にじむ。

　まるで赤の他人を見るようなその視線に、カミトの胸は鈍く疼うずいた。

　彼女が〈氷華の森〉で目覚めたのは、いまから数日前のことだという。

　彼女を狙う聖国の騎士団から逃れ、森の中を彷徨さまよっているところを、エルフィム種族の子供達たちに発見され、その集落に匿かくまわれていたらしい。

　それ以前の記憶はまったくなく、ただ〈レスティア〉という名前以外には、カミトのことはおろか、自分が精霊であったことさえも覚えていないようだった。

（俺が目覚めたときと、似たような状況だが──）

　カミトは、少し前に学院で目覚めたときのことを思い出した。

　あの時はカミトも、レスティアを失った心理的ショックで記憶喪そう失しつの状態にあったのだ。そして、その症状は、レスティアに関係する全すべての記憶を失う、というものだった。

　無論、いくら似た症例だからといって、人間であるカミトと精霊であるレスティアとを、同じように考えるわけにはいかないだろうが──

（……むしろ、イセリアのほうの方が近いかもしれないな）

　イセリア・シーウォード。カミトをこの地へ誘ってくれた〈水の精霊王〉の化身もまた、自身の名前以外の全ての記憶を失い、廃都の地下に封印されていた。

　彼女の場合は、何者かが意図的に封印を施していたようだが、あるいはレスティアに関しても、何者かの意志が介在していた可能性はあるだろうか──？

「えっと、どうしてこの森に転移したのかも、わからないか？」

　訊たずねると、彼女は静かに首を振った。

「ええ。森で目覚める前のことは、本当になにもわからないの」

「……そうか。なにか、記憶を取り戻す手掛かりがあればいいんだけどな」

　嘆たん息そくするカミト。と、彼女はなにか思い出したように、顔を上げて──

「そういえば、森の民の姫巫み女こは〈氷華の女王〉が私を呼んだって──」

「……ユーディアが？」

〈氷華の女王〉──それは、氷華の森に棲すむエルフィム種族が、人間の姫巫女である、ユーディア・ローレンフロストにつけた呼び名だった。

　三年前の儀式の失敗によって〈異界の闇〉に蝕むしばまれた彼女は、人間界に顕けん現げんするための触しよく媒ばいとして利用され、守護精霊ジルニトラをこの地に召しよう喚かんした。そして、異界の闇と融合したジルニトラは、たった一夜で氷華の森を滅ぼし尽くしたのだ。

〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉の力によって、闇からは解放されたユーディアだったが──

　彼女は依然、城の一室で眠ったままだ。

（ユーディアが、レスティアをこの地に呼んだ。それが、本当なのだとしたら──）

　レスティアが消失したあのとき、〈精霊王〉の祭殿に溢れていた〈異界の闇〉が、彼女になんらかの干渉をした、ということか──

　カミトは顔を上げ、ふたたびレスティアに向きなおった。

「ほかに、なにか覚えていることはないか？　なんでもいいんだ、頭の中にひっかかってる単語……たとえば〈教導院〉とか、あとは〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉とか──」

　だが、レスティアは静かに首を横に振り、

「……ごめんなさい。本当になにも覚えていないの」

　と、申し訳なさそうに呟つぶやく。

「まだ、よく呑のみ込めていなくて……自分が精霊で、あなたと契約していたなんて──」

　その声は微かすかに震えていた。

「……悪かった。……そうだよな、まだいろいろ混乱してるよな」

　カミトはあわてて謝ると、彼女の頭にそっと手をのせた。

「俺おれのことを思い出してくれなくてもいい。今はなによりも、お前が生きていてくれて、もう一度出で逢あえた、それだけで十分なんだ──」

「……」

　彼女の黄昏たそがれ色の瞳ひとみが、カミトを不思議そうに見つめかえす。

（……昔はよく、寝つけない夜に、頭を撫なでてもらっていたな）

　ふと、カミトはそんなことを思い出して苦笑した。

　逆にこうして彼女の頭を撫でるのは初めてで、なんだか新鮮だった。

「あ、あの、くすぐったいわ……」

　困ったように呟くレスティア。

「ああ、悪い、つい……」

　そのとき、コンコン、と軽く部屋のドアを叩たたく音がした。

「お兄様、朝食の準備ができたそうよ」

　聞こえてきたのは、リンスレットの妹のミレーユの声だ。

「ああ、もうそんな時間か──」

　椅い子すから立ち上がり、ドアを開くカミト。

　ドアの前にいたのは、ミレーユと、彼女付きのメイドのミラだった。

「おはようございます、お兄様」

　スカートの裾すそをつまみ、ミレーユは可か憐れんにお辞儀した。

「ああ、おはよう。昨晩は怖くなかったか？」

「大丈夫よ。お姉さまとミラがいてくれたもの」

　気き丈じように頷うなずくミレーユ。

　昨晩、このウィンターガルフ城は〈ジルニトラ〉の操る氷竜の群れに襲われ、あわや陥かん落らく寸前だったのだ。誇り高い貴族の娘とはいえ、まだ九歳の彼女には、とても恐ろしい体験のはずだった。

「そうか。強い娘こだな、ミレーユは」

　ミレーユの背丈に腰をかがめ、頭にぽんと手を置くカミト。

「もう、子供扱いは嫌よ、お兄様」

　ミレーユはむっと頬ほおを膨らませた。

「カミト、これを──」

　と、ミラが前に出て、一着の服を差し出してきた。

「これは？」

　手渡されたのは、ミラの着ているものと同じデザインのメイド服だ。

　ミラは、カミトのうしろにいるレスティアに向かって淡々と告げた。

「城の中でエルフィム種族の服はとても目立つ、これに着替えたほうがいい」

「……わかったわ」

　頷うなずき、メイド服を受け取るレスティア。

「さあ、お兄様は外に出て」

「──え？」

「もうっ、女の子の着替えを覗のぞくつもりなの？」

「あ、ああ……」

　ミレーユに指摘され、カミトはあわてて部屋を出た。

　──数分後。部屋の外に出てきたレスティアは、可か憐れんなメイド服に着替えていた。

[image: ]

　腰まで伸ばした夜色の髪に、ホワイトブリムがよく似合っている。

　闇のドレスを纏まとっていた頃ころは、どこか妖あやしい魅力を放はなっていたレスティアだが、いまの姿はまるで普通の女の子のようだ。

「よく似合っているわよ、精霊さん」

「そ、そう？」

　レスティアは、ちょっと照れたように顔を赤くした。

「ほら、お兄様も、なにか感想はないの？」

「あ、ああ……すごく、可愛かわいいぞ」

　頬ほおをかきながら、あさっての方向へ視線を逸そらすカミト。

　レスティアのこんな姿を見るのは初めてで、なんだか妙に緊張してしまう。

「あ、ありがとう……」

　レスティアは顔を真まっ赤かにして、恥ずかしそうに目を伏せた。





　　　　◇






「……ううっ、やっぱり寒いな」

　ローレンフロストの肌寒い空気に、カミトは軽く身震いした。

　メイド服に着替えたレスティアを連れて、城の広場へと続く胸きよう壁へきを歩く。

　エストは部屋でお留守番だ。一度、剣状態を解こうかとも思ったのだが、昨晩の戦いで相当疲労しているらしく、カミトが触れても何も反応しなかった。

（……まあ、しかたないか）

　城のホールは怪け我がをした兵士達たちで埋まっているため、食事は屋外でとることになった。

　普通、貴族の娘が平民と一緒に食事をすることはないのだが、リンスレットはホールの開放を命じ、城の者達と一緒に屋外で食事をとることを選んだのだ。

　ローレンフロスト伯はく爵しやく家が多くの領民から慕したわれている由ゆ縁えんだろう。

「……それにしても、あれだけの攻撃に、よく持ち堪こたえたな」

　カミトは崩れかけた胸壁の縁から、下の広場を見下ろした。

　この城を氷竜の群れが襲ったのは、ほんの数時間前のことだ。

　瓦が礫れきの山や巨大な氷竜の骸むくろを、大型の精霊が片付け、テントのそばでは、食事を求める兵士が長い列を作っている。

　血のにじむ包帯を巻いた兵士達の姿を見て、レスティアが痛ましそうな表情になった。

「治療の人手が足りていないの？」

「ええ。白狼騎士団ヴオルフ・リツターの治療師は、お父様達と一緒に〈諸国会議〉に随ずい行こうしているし、精霊使いを擁ようしている諸しよ侯こうの城は、ここからずっと離れた場所にあるの。到着するまでには、まだ時間がかかってしまうわ」

　と、首を横に振るミレーユ。

「……私にも、治ち癒ゆの魔術が使えればいいのだけれど」

　苦しそうな表情で、きゅっと唇を噛かむレスティア。

　と、そんな彼女の姿に──

「カミト、彼女は、本当にあの闇精霊なの？」

　ミラが複雑な表情で、カミトに訊たずねる。

「……？」

　カミトは一瞬、眉まゆを顰ひそめ、すぐに思い出した。

（そうか、ミラのチームは〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉で──）

　ミラの所属していた〈破烈の師団〉は、過去にネペンテス・ロアと組んだレスティアによって、壊滅させられているのだ。

　その恐怖を味わった彼女からしてみれば、いまのレスティアと過去のレスティアが同じ存在だとは、にわかには信じられないのだろう。

「……正直、俺おれにもわからない」

　カミトは首を横に振った。

「容姿は、間違いなくレスティアなんだけどな──」

　たしかに、いまの彼女を見ていると、過去のレスティアを構成していた記憶と人格は、完全に失われてしまっているように思える。

　先日のカミトのように、ただ記憶を封印されているだけなのか、それとも──

「……どうしたの？」

　足を止めたカミトに、レスティアが首を傾かしげて振り向く。

　──そのしぐさだけは、たしかに、かつて共にあった契約精霊のものだった。





　　　　◇






　カミト達たちは胸きよう壁へきの外階段から、下の広場に下りた。

　敷ふ設せつされた複数のテントの中から、怪け我が人にんのうめき声が聞こえてくる。

　──と、その中に、隔離された集団の姿があった。

「あそこにいるのは？」

「〈氷華の森〉にいた、エルフィム種族の子供たち。〈白狼騎士団ヴオルフ・リツター〉が保護した」

「……っ！」

　ミラの言葉を聞いたレスティアは、すぐにテントのほうへ駆けだした。

「……レスティア？」

　あわててレスティアのあとを追うカミト。

　と、隔離されたテントの中に、見覚えのある少女の顔があることに気づく。

（あの娘こは、たしか……）

　簡易ベッドに横たわるその少女は、森の中で倒れていたエルフィム種族の姫巫み女こだ。

　レスティアはベッドに駆け寄ると、少女の名前を叫んだ。

「……ラナ！」

「……レス……ティア……？」

　少女が真しん紅くの眼めを大きく開く。

「……よかった。無事だったのね」

　レスティアは安あん堵どの息をつき、少女の手をとった。

　ラナと呼ばれた少女は、パチパチと目を瞬かせて──

「レスティア、怒っていないの？」

「どうして？」

「だって、私達たちはあなたを……」

　目を伏せて、気まずそうに口ごもる少女。

　レスティアは首を振り、静かに彼女の手を握った。

「あなたたちに匿かくまわれていなければ、今頃ごろ、私は人間の騎士に捕まっていたわ。それに、あのときは、みんな〈氷華の女王〉に心を操られていたのだし」

「レスティア……」

「知り合いか？」

　カミトが訊たずねると、レスティアはこくりと頷うなずき、

「ええ。エルフィム種族の集落で、私の世話をしてくれた娘こよ」

「ああ、この娘が……」

「あなたは……」

　と、ラナは視線をカミトに移した。

「そういえば、森で会ったときは名乗ってなかったな。カゼハヤ・カミトだ」

「……そう。あなたが〈ジルニトラ〉を眠らせてくれたのね」

　ラナはカミトの手を握ると、小声でありがとうと囁ささやいた。

「でも、みんな、無事だったみたいでよかったわ」

　レスティアは、テントの中の子供達を見回して言った。

〈氷華の女王〉の呪氷に囚とらわれ、衰弱していた森の民だったが、運よく、命を失う前に救出が間にあったようだ。

　だが、その言葉にラナは表情を曇らせた。

「いいえ、命を長らえることができても、〈氷華の森〉はもう滅びてしまった。私達の帰る場所はどこにもないわ」

「森を出て暮らすことはできないのか？　人間の街に住むエルフィム種族だって──」

「私達は森と共に生きてきた民よ。そんな、誇りを捨てるようなことはできないわ」

　力なくうなだれ、首を振るラナ。

　無理もない。彼女達にとって、あの森は世界のすべてだったのだろう。

　と、そこに──

「──森はまだ、死んでいないわよ」

　ミレーユの凛りんとした声が割り込んだ。

「……あなたは、ローレンフロスト伯はく爵しやく家の？」

　領主の娘の登場に、ラナが目を丸くする。

「〈氷華の森〉の再生を、ローレンフロスト家は全面的に支援するわ。みんなで協力すれば、きっと森をもとに戻すことができるわよ」

　明るく言って、ぐっと拳こぶしを握るミレーユ。

　ラナはぽかんとした表情で、この幼い領主の娘を見つめた。

〈氷華の森〉に棲すむエルフィム種族は、長年の間、この地の人間達たちと対立してきた。

　なのに、この年とし端はもいかない少女は──

　なんの屈くつ託たくもなく、彼女達に手を差し出してきたのだ。

「これからは、仲よくしましょう、ね？」

「……」

　差し出された、ミレーユの小さな手をじっと見つめ──

　それから、ラナはテントの中の子供達を振り返る。

　ラナを見つめる子供達は、みんな揃そろってこくりと頷うなずいた。

　差し出された小さな手を、ラナはそっと握りかえした。

　そして、臣しん下かの礼をとるように、頭こうべを垂れる。

「私達〈森の民〉は、ローレンフロスト家の臣下として、その支配下に入りましょう」

「臣下ではないわ。ローレンフロストが望むのは、あくまで、対等な同盟関係よ」

　にこっと微笑ほほえむミレーユ。

　その様子を見ていたカミトは、ミラに小声で呟つぶやいた。

「なんだかんだで、ミレーユは立派な君主になりそうだな」

「……当然。ミレーユ様にはその資質がある」

　いつも無表情なミラの顔は、わずかにほころんでいるような気がした。





　　　　◇






「遅いわよ、カミト！」

「うむ、こっちはお腹なかがぺこぺこだぞ」

　炊き出しのテントに並ぶと、クレアとエリス、エプロン姿のお嬢様二人が、頬ほおを膨らませてぷんぷん怒っていた。

　頭に被かぶった三角巾が、猫の耳のようで可愛かわいらしい。

「……悪い。二人とも、炊き出しを手伝ってたのか」

「そうよ、人手が足りてないみたいだったから──」

「城の食材を適当にかき集めて、温かいスープを作ってみたのだ」

　テントの奥には湯気のたつ大鍋が置かれ、うまそうな匂いを漂わせている。

　鍋の下では火猫精霊が寝そべり、激しい炎を放出していた。

「お、スカーレットも手伝ってるのか、偉いな」

　カミトがよしよしと頭を撫なでてやると、スカーレットは嬉うれしそうににゃーと鳴いた。

「唐辛子をきかせた、野菜たっぷりのスープだ。身体からだが温まるぞ。枝豆に、パンと茹ゆでたジャガイモもある。本当は、食材がもっとあればよかったのだがな」

「……キリア山脈の大雪のせいで、食材の流通が滞っていたの」

　ミラが申し訳なさそうに言った。

「いや、十分だろ。スープ、めちゃくちゃうまそうだしな──」

　ふと、カミトはあることに気づき、エリスに訊たずねた。

「そういえばエリス、傷はもう大丈夫なのか？」

　学院を出発する前に聞いた話では、ルーリエ・リザルディアに負わされた傷は深く、退院までにはまだ時間がかかるということだった。無理を押してローレンフロストまで旅してきたのだとすれば、エリスの身体が心配だ。

「……～っ、そ、それは……」

　すると、エリスの顔がなぜか真まっ赤かになった。

「か、回復したのだ。私自身、驚くほどの速度でな」

「……そんなことがあるのか？」

「う、うむ、そうなのだ……」

　エリスは恥ずかしそうに視線を逸そらし、

「たぶん、君のおかげだと、思うのだが……」

「……俺おれの？」

「……～っ、だ、だから、その……君の、口づけが、だな……」

　エリスが顔を真っ赤にして呟つぶやいた、そのときだ。

「おーい、スープはまだかあ？」「後ろがつかえてるんだ、早くしてくれよ」

　背後で兵士達たちの粗野な声が聞こえてきた。ここの兵士達も、まさかファーレンガルト家と元エルステイン家の令嬢が、炊き出しを手伝っているとは夢にも思うまい。

「お二人とも、ここは私に任せて。先に朝食をどうぞ」

　と、ミラが交代を申し出てくれた。

「……む、すまない。頼む」

「助かるわ。スカーレット、休憩するわよ」

「ニャー！」

　スカーレットが炎の中からするりと這はい出ると、鍋の炎が弱火になった。





　　　　◇






「こっちに場所をとってあるわ──」

　クレアに案内され、城の反対側の広場に歩いていくと、そこには、丸木を切って作った、簡単な椅い子すとテーブルが並んでいた。

「このテーブルは、私と〈シムルグ〉が、森の倒木で作ったのだ」

「さすが、器用だな」

　そういえば、カミトが学院に編入したとき、エリスに馬小屋みたいな家を作ってもらったこともあった。

　……すぐにクレアとリンスレットの喧けん嘩かに巻き込まれ、壊れてしまったが。

（……あれも数ヶ月前のことか、懐かしいな）

　パンとスープの皿をテーブルに置き、丸椅子に腰掛ける。

　レスティアはカミトの隣にちょこんと座った。

「そういえば、リンスレットはまだなの？」

「お姉様は、城を見回っているわ。もうすぐ来ると思うけど」

「……なら仕方ないわね、先に食べていましょう」

　クレアが鍋の蓋ふたをとると、湯気と芳ほう醇じゆんなスパイスの香りがひろがった。

「おお、うまそうだ……！」

　匂いを嗅かいだ瞬間、空っぽの胃がぐるりと蠕ぜん動どうする。昨晩は〈ジルニトラ〉との戦いでずっと神威カムイを放出し続けて戦ったため、ものすごく腹が減っているのだ。

　エリスのよそってくれたスープを、カミトはスプーンでかきこむように飲んだ。

「……っ、辛からい……けど、めちゃくちゃうまいな！」

　はふはふとスープをすすりながら、カミトはぐっと親指をたてた。

「そ、そうかっ……よかった……」

「……～っ、ちょっと、カミト、あ、あたしのパンも食べなさいよねっ！」

「……ん？　ひょっとしてこれ、クレアが作ったのか？」

　バスケットに山盛りになったパンを目にして、驚くカミト。

　焼きたてのライ麦パンには、ちょうどいい焦げ目がつき、香ばしい匂いをさせている。

　……見たところ、消し炭の塊かたまりはひとつもないようだ。

「えっと、パンの缶詰……じゃないよな？」

「カミト、怒るわよ？」

「……わ、悪い！　……けど、どうして消し炭を回避できたんだ？」

　すると、クレアはふふんと薄い胸をそらして、

「あたし、火の制御ができるようになったのよ」

「マ、マジか!?　でも、どうして──」

「……よくわからないけど、たぶん、姉様に〈闇の精霊姫〉にされてからだと思う」

　クレアはぽつりと言った。

「それまでは、私の中に吹き荒れる炎を、無理矢理ねじ伏せてるって感じだったけど、いまは違うわ。炎がそばに寄り添ってくれるような気がするの」

「そうか、これまで、クレアが消し炭しか作れなかったのは、炎のコントロールがうまくできてなかったせいなんだな」

「ええ。だから、いまのあたしはもう、どんな料理だって作れる気がするわ。エリスやリンスレットにだって、負けないんだから」

　自信に満ちた笑顔で、ピースサインをするクレア。

　と──

「ふっ、料理の世界はそんなに甘くありませんわよ」

「あ、お姉様！」

　正面広場のほうから、フェンリルを連れたリンスレットが現れた。

「む、来たわね、リンスレット……」

「ようやく、ひと段落つきましたわ」

　リンスレットはテーブルまで歩いてくると、バスケットのパンをひとつ手にとった。

「このパン、本当にクレアが焼きましたの？」

「そうよっ！」

「うむ、私も手伝っていないぞ」

「へえ……」

　リンスレットは指先で上品にパンをちぎると、ぱくっと口にした。

「……」

「……ど、どう？」

　リンスレットはパンをこくっと呑のみ込んで、

「……ま、まあまあ……まあまあですわね！」

「な、なによ！　素直に美お味いしかったって言いなさいよ！」

「甘いですわ、パン作りの道は奥深いんですのよ。……ま、まあ、あなたがどうしてもと頼むなら、このわたくしが、パン作りの奥義を教えてさしあげてもいいですけど？」

「……っ、だ、誰だれがあんたなんかに。……ま、まあ、あたしがあんたに教えさせてあげるなら、考えてあげてもいいわよ？」

「ふん、そんなのだめですわ！」

「……同じ意味だろ」

　なんだか懐かしいやり取りに、冷静につっこむカミト。

　と、そんな二人を見て──

　くすっ、とレスティアが微笑ほほえむ。

　全員の視線がレスティアに集まった。

「……っ、ご、ごめんなさい！」

　顔を赤らめ、小声で呟つぶやくレスティア。

　クレアとリンスレットは互いに顔を見合わせ、ふっと肩をすくめた。

「ほら、闇精霊、あんたも遠慮しないで食べなさいよ」

　クレアがパンをレスティアの前に差し出した。

「……ええ、ありがとう、いただくわ」

　小さく頭を下げて、遠慮がちにパンを口にするレスティア。

「……っ、すごくおいしい」

「そ、そう？　こっちに胡桃くるみ入りのパンもあるわよ」

「胡桃？　おいしそう……」

　そんなレスティアを眺めながら、クレアが小声で囁ささやく。

「なんか、調子狂うわね。この娘こがあの闇精霊なんて」

「……まあ、な」

　小さく頷うなずきながら──

　カミトはさっきのミラの言葉を思い出した。

　──彼女は、本当にあの闇精霊なの？

（……本当に、人間の女の子みたいだよな。けど──）

　精霊が人間に転生する──そんなことが、本当にありえるのだろうか。

「……そういえば、城の様子はどうなのだ？」

「負傷者は予想以上に多いようですわ。復興には時間がかかりそうですわね」

　訊たずねるエリスに、首を振って答えるリンスレット。

「帝都にいるお父様には、すでに手紙を出しましたわ。けれど、今は〈諸国会議〉の最中ですし、戻ってくるにしても数日はかかるでしょうね」

「うむ、ファーレンガルト家としても、支援を祖父に頼んでおこう」

「助かりますわ、騎士団長」

「お姉さま、エルフィム種族の森の復興にも支援が必要だわ」

「ええ、わかっていますわ。でも、その前に、まずは森を汚染する〈ジルニトラ〉の骸むくろを葬らないとですわね……」

　無数の氷竜と融合したジルニトラは、〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉に送還されることなく、いまだ森の中にその巨大な骸をさらしている。

　あのまま放置すれば、まだ生きている木々も生気を吸われ、やがて森全体が死に絶えてしまうだろう。

「問題が山積みなのはわかるが、少しは休んだ方がいいぞ」

　ローレンフロスト家の当主代理として、気き丈じように振る舞ってはいるが、やはり疲労は限界なのだろう。彼女の顔には相当な疲れの色がうかがえる。

「ええ、問題がある程度片付いたら、ちゃんと休みを……あ──」

　リンスレットはふとなにかに気づいたように、カミトの顔をみつめた。

「……ん、どうした？」

「い、いえ、その……」

　彼女はなぜか顔を赤らめ、もじもじと膝を摺すりあわせる。

「わ、わたくしの疲れをとるには、その、とてもいい方法がありますわ……」

「いい方法？　神威カムイの巡りをよくするマッサージとかか？」

「そ、それよりも、たぶんずっと効果のある方法ですわ……」

「……？」

「なによリンスレット、早く言いなさいよ──」

「で、ですから、その……カミトさんと、キ、キキ、キス、を──」

「──姫様！」

　と、リンスレットの言葉は、走ってきたメイド長のナタリアによってさえぎられた。

「ナタリア？　一体どうしましたの？」

「至急お戻りください！　ユーディア様が、お目覚めになられました！」





　　　　◇






　帝都〈オストダキア〉──ネフィスカール宮殿。

「……はあ、これだから王宮は嫌よ」

　明け方、疲れた身体からだをベッドに投げ出したフィアナは、深いため息をついた。

　先日、アルファス教国で起きた、ある事件への対応を話し合うため、周辺諸国の代表を招いて行われた〈諸国会議〉の初日である。

　事件とは、教国において勃発したクーデターのことだ。首謀者であるシェーラ・カーンはたった半日で〈魔蠍宮スコルピア〉を占拠し、教主の首を刎はねたのである。

　現在、教国内ではシェーラ派と旧教主派との間で激しい内乱が起き、その内乱の火はいまにも、周辺諸国に飛び火しそうな状態にあるという。

　通商において、教国と深い関かかわりのあるオルデシアとしても、この状況を放置しておくことはできず、こうして〈諸国会議〉開催の運びとなったのだった。

　途中、幾度かの休憩を挟んで、議論は深夜にまでおよんだ。

　会議が長引いた最大の原因は、これまで、教国に対して厳しい姿勢をとってきた神聖ルギア王国が、クーデターの張本人であるシェーラ・カーンを支持すると表明したことだ。

　大国の予想外の動きに、諸国の代表は混乱し、会議は大いに紛糾した。

　ドラクニアは武力介入を主張し、教国の最大の交易相手であるバルスタン王国は、第二王女のサラディア・カーンを擁よう立りつすべきだと主張した。老ろう獪かいなクイナ帝国は傍観を決め込み、大陸の混乱を望んでいるふしがある。

　そんな中、オルデシア皇帝は、いまだ態度を決めかねているようだった。帝国議会の中でも、介入派と不介入派との間で、意見が真まっ二ぷたつに割れているのだ。

　皇帝に継ぐ権力者である宰さい相しようのコンラッド卿、そして帝国議会の最大派閥であるフィネガス公こう爵しやく家などは、教国への武力介入を主張しているようだ。

（けれど、アルネウス派の貴族は、聖国に同調しているのよね──）

　──そう、フィアナにとって気がかりなのは、実の兄、アルネウスの動向だった。

　今回の〈諸国会議〉を実質的に主導していたのは、皇帝ではなく、アルネウスだ。皇帝はまもなく退位し、彼に帝位を譲ゆずるのではと囁ささやかれている。

　しかし、その件に関しても、帝国議会の意見は割れていた。

　アルネウスの資質に関する問題である。

　妹であるフィアナの目から見ても、粗暴で冷酷な彼は、皇帝の器ではない。暗愚な彼を皇帝に戴いただけば、オルデシアはたちまち、周辺の大国の食い物にされるだろう。

　──一方で、貴族の中には、扱いやすい暗愚な王を望む者もいる。

（もっとも、私には関係のないことだけれど……）

　フィアナは静かに首を振った。諸しよ侯こうの中には、精霊契約の力を取り戻したフィアナを女帝に推す動きもあるようだが、そんな思惑に乗るつもりはさらさらない。

「なんにせよ、会議は長引くことになりそうね」

　また大きく、ため息をつく。

　……彼女の苛いら立だちの原因は、結局それなのだった。

（……早く、カミト君たちのいる学院に戻りたい）

　窮きゆう屈くつなドレスを脱ぎ捨て、寝間着に着替えようとした、そのときだ。

　部屋の扉を叩たたく、小さな音が聞こえた。

「……っ!?」

　ハッと手を止め、扉の方を睨にらむ。女官を部屋に入れるのは断っている。こんな時間に、第二王女の部屋をおとずれる者がいるとは思えなかった。

（……それに、廊下には衛兵がいるはずよ）

　フィアナは警戒して、ドレスの裾すそに隠してあった精霊鉱石を取りだした。

　扉から離れた場所に立ち、小声で問い尋ねる。

「……誰だれ？」

「──私です、姫殿下」

　応えたのは、意外な人物の声だった。

「……まさか、コンラッド卿？」

　フィアナは思わず、息を呑のんだ。

　オルデシア帝国宰さい相しよう、コンラッド・バーティマス公こう爵しやく。帝国議会において、皇帝に継ぐ権力を与えられている人物だ。

「姫殿下、内密にお話がございます、よろしいですかな？」

「……わ、わかったわ」

　戸惑う気持ちはあったが、帝国宰相を廊下に立たせておくわけにはいかない。

　フィアナは鍵を開け、そっと扉を押し開く。

「このような時間に申し訳ありません、姫殿下──」

　白髪交じりの髪をした老人が、丁寧に頭を下げた。

　従者はいない。彼一人のようだ。

「コンラッド卿、とにかく中へ──」

「ああ、そうさせてもらおう」

　コンラッド卿は杖つえをつきながら、よろよろと部屋の中へ入ってきた。

　フィアナがまだ〈神儀院〉に上がる前の幼い頃ころ、コンラッド卿には、よく面倒を見てもらっていた。彼はフィアナが精霊契約の力を失ったあとも、彼女への態度を変えなかった数少ない貴族の一人だった。

　なので、彼に対しては、比較的好感を抱いてはいるのだが──

（……帝国宰さい相しようが、私に内密の話？）

　……なんだか、嫌な予感がした。

「廊下にいた衛兵は？」

「ここの衛兵は、みな私の息のかかった配下ですよ。素性の知れぬ者を、姫殿下に近付けるわけにはいきませんからな」

　コンラッド卿は部屋の壁に素早く視線をめぐらせた。

「この部屋に、精霊の気配はありませんな？」

「……ええ。一応、結界を張ってあるわ」

「結構、では、単刀直入に申し上げましょう」

　コンラッド卿は短く頷うなずくと、フィアナの目をまっすぐに見据えた。

「姫殿下、私はあなたに、次の女帝になっていただきたいのです」

「……っ！」

　その言葉を、予想していなかったわけではなかった。むしろ、このタイミングで帝国宰相が彼女のもとを訪れる理由など、他にそうそうあるものではない。

　しかし、それでも、内心の動揺を抑えることはできなかった。

「コンラッド卿、私は──」

「姫殿下、これをご覧になってください」

　反射的に出た否定の言葉を遮るように、コンラッド卿は、懐から出した巻物を開き、フィアナの眼前に突きつけた。

「……これは──」

　巻物には、大勢の人間の名前が、血文字で記されていた。

　ほぼすべてに見覚えがある。オルデシアの有力貴族たちの名前だった。

「左様、姫殿下を女帝として戴いただくことを支持した、諸しよ侯こうの血判状です」

「……っ、そんな……！」

　記された名前は、宰相を含めて二十四人。帝国議会のおよそ四分の一だ。それほど多くの貴族が、フィアナが女帝の座に就くことを望んでいる、ということである。

「たしかに、アルネウスは暗愚な兄よ。でも、私が女帝になるなんて──」

「アルネウス様を皇帝に戴いただけば、早晩、帝国は滅びの道をたどるでしょう。アルネウス派の貴族は彼を傀かい儡らいとすることしか考えておりませぬ、それになによりも──」

　と、コンラッド卿は声を落とし、フィアナに耳打ちした。

「アルネウス様の背後には、聖国がおりますゆえ」

「……聖国が？」

　フィアナはハッとして訊きき返した。

　オルデシア皇帝の背後に、神聖ルギア王国の影が存在するとなれば、それはたしかに、宰さい相しようであるコンラッド卿が危き惧ぐするのも当然だ。

（……アルネウスは、今回の〈諸国会議〉で不自然なほど聖国に同調している）

　……ありえることだ、とは思う。あの国は、ランバール戦争が終結してからも、オルデシアを虎視眈々と狙ってきた。

「そのことを、皇帝陛下はご存じなの？」

「残念ながら、陛下はアルネウス様を深く信頼しておられます。あるいは、皇帝陛下ご自身にも、聖国の息がかかっている可能性が──」

「そんな……」

「此こ度たびの件、陛下が教国に対して強硬な態度をとれないでいるのも、教国を支持する聖国の意向を気にしているせいではないかと、私は思っておりますよ」

　コンラッド卿の灰色の眼めが、フィアナを見据えた。

「第一王女のリネア様は、すでに〈神儀院〉へ上がられた御身、皇帝の座に相応ふさわしい直系の後継者は、王家の精霊に選ばれたフィアナ様しかおりませぬ」

「……都合のいい後継者、の間違いでしょう？」

「なんとでも仰おつしやってください。祖国のためには、姫様に恨まれもしましょう」

「女帝は周辺諸国の反発を招くわ。〈神儀院〉も、精霊に仕える姫巫み女こが、政治に関かかわることを禁じている」

「歴史上、女帝の例がなかったわけではありません。ドラクニアなどは精霊が玉座に就いていることですし、あるいは姫殿下が国内の貴族から婿むこをとれば──」

「……いやよ、絶対にいや……！」

　フィアナは反射的に叫んだ。

（……私には、好きな人がいるんだから！）

「……姫殿下？」

「い、いえ、その……」

　フィアナは顔を赤くすると、こほん、と咳せき払いしてごまかした。

　コンラッド卿は肩をすくめ、諭すように言った。

「……たしかに、姫殿下が戸惑うのも、もっともなこと。考える時間が必要でしょう」

「私は皇帝になんてならないわ」

「いまはまだ、それで構いません。ですが──」

　と、コンラッド卿は言葉を切ると、懐からなにかを取りだした。

　血のように紅あかく、禍まが々まがしい光を放はなつ〈精霊鉱石〉だ。

　フィアナはそれに見覚えがあった。

「──まさか、〈精霊王の血ブラツド・ストーン〉!?」

〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉の聖域でのみ採掘される、稀き少しような国宝級の精霊鉱石。

　フィアナが王宮を出るときに持ち出したのと同じものだ。あの〈精霊王の血〉に封じられていた精霊は、ジオ・インザーギとの戦闘で失われてしまったが。

　禍々しく輝くその精霊鉱石を、宰さい相しようはそっとフィアナの手に握らせた。

「これは、あなたの身をお守りするものです。肌身離さずお持ちください」

「私の身を守る？」

「アルネウス派の貴族は、姫殿下の命を狙っております。グレイワース卿の議会への影響力が失われたいま、あなたはご自身の身を守らなくてはなりません」

「……皮肉なものね。〈喪失の精霊姫ロスト・クイーン〉と呼ばれていた頃ころは、誰だれも私の命を狙おうとはしなかった。命を狙うだけの価値さえも、私にはなかったから──」

　フィアナは唇を噛かみ、自嘲するように言った。

「敵にせよ味方にせよ、いまの姫殿下を軽んじる者は、この宮中にはおりますまい」

　静かに首を振り、宰相は部屋の扉に手をかけた。

「──では後ほど、帝国議会で」

　扉の閉まる、乾いた音が響く。

　フィアナは、手渡された〈精霊王の血〉を、強く握った。






第二章　目覚めた少女






「どうぞ、こちらへ──」

　メイド長のナタリアに案内され、カミト達たちはユーディアの部屋の前にきた。

　大人数で押しかけると、目覚めたばかりの彼女が怖がってしまうので、部屋に入るのは、リンスレットとミレーユ、それにカミトの三人だ。

　カミトは最初、リンスレット達だけのほうがいいのでは、と遠慮したのだが、カミトを連れてきて欲しいというのは、ユーディアの意志のようだ。

（……まあ、俺おれも彼女に訊ききたいことがあるしな）

「──ユーディア、入りますわよ」

　リンスレットが緊張した様子で声をかけ、静かに扉を開く。

　やわらかな朝あさ陽ひの射し込む、部屋の窓際。そこに──

　ベッドに横たわる、可か憐れんな少女の姿があった。

　翡翠色エメラルドの瞳ひとみと輝くプラチナブロンドの髪は、ローレンフロストの姉妹に共通する特徴だが、その雰囲気は二人のどちらにも似ていない。

　触れればいまにも壊れてしまいそうな、儚はかない印象の少女だった。

（この娘こが、ユーディア・ローレンフロストか……）

　カミトは、少女の姿を注意深く見つめた。

　ユーディアが〈精霊王〉の呪氷に閉じ込められたのは、〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉の叛はん逆ぎやく事件が起きる少し前、四年前にローレンフロストで執り行われた〈水霊大祭〉の日だ。

　リンスレットより三つ年下の彼女は、現在十三歳になっているはずだが、その容姿は年齢よりもずっと幼く、いまのミレーユと同じ年とし頃ごろに見える。

　もしかすると、呪氷に閉じ込められているあいだは、肉体の成長も止まっていたのかもしれない。

　と、ベッドに横たわるユーディアの視線が一瞬、虚こ空くうを彷徨さまよって、

「……リンスレット、姉さま？」

　どこか遠くへ呼びかけるように、擦かすれた声を響かせた。

「ええ、そうですわ！　わたくしですわ、ユーディア！」

　リンスレットはベッドへ駆け寄ると、華きや奢しやな妹の身体からだを勢いよく抱きしめた。

「ユーディア……よかった……よかったですわ、本当に……」

「姉さま……姉さま……私……」

　リンスレットの胸に顔を埋うずめ、泣きじゃくるユーディア。

「……わたくし、毎日、あなたのことを想おもわない日はありませんでしたわ」

　リンスレットの声もすぐに嗚咽おえつに変わった。プライドの高い彼女が、人前でこんなふうに泣く姿を見せるのは、本当に珍しい。

「ユーディアお姉さま……」

「……その声は、ミレーユね？」

　ミレーユの声に反応し、ユーディアの視線がまた虚こ空くうを彷徨さまよう。

　その不自然な視線の動きに、カミトはふと違和感を覚えた。

（まさか……）

「……ユーディア、お姉さま？」

　と、ミレーユも訝いぶかしげに思ったらしく、首を傾かしげる。

「ミレーユ、そこにいるの？」

　妹の名前を呼ぶユーディアの視線は、ミレーユの頭上を見つめていた。

「……ユーディア？」

　ハッと顔を上げるリンスレット。

　途端、その表情が硬くこわばった。

　……彼女も気付いたようだ。

「……っ、あなた、まさか目が……！」

　ユーディアの翡翠色エメラルドの瞳ひとみは、虚うつろに翳かげっていた。

　何年も呪氷に閉じ込められていた影響か、それとも、あの〈異界の闇〉が、少女の精神のみならず、肉体をも蝕むしばんでしまったのか──

「いいのよ、姉さま──」

　と、ユーディアは静かに首を振った。

「これは私の罪。あの闇に心を明け渡し、〈氷華の森〉を滅ぼしてしまった私の──」

「……っ、ユーディアは、なにも悪くありませんわ」

「そ、そうよ、お姉さまは、なにか悪いものに取り憑つかれていただけよ」

「いいえ、たとえ心を操られようと、私が〈ジルニトラ〉を復活させ、森の民の故郷を滅ぼしてしまったことは、変わることのない事実だわ」

「ユーディア……」

　リンスレットは沈痛な声で呟つぶやくと、妹の肩をそっと抱き寄せた。

「最高位の治癒師ヒーラーを手配しますわ。帝都の治癒師なら、きっとその目も──」

「ありがとう、姉様。でも、この目はたぶん、どんな精霊魔術でも癒いやせないと思うわ」

　弱々しく首を振るユーディア。

　──と、彼女は何かに気付いたように、ふと顔を上げた。

「そこにいるのは？」

「──カゼハヤ・カミトだ。リンスレットの学友の」

　カミトはベッドのそばに近付き、少女の前に屈かがんだ。

「あなたが……」

　途端、ユーディアの表情がほころんだ。

「私と〈ジルニトラ〉を解放してくださったかたですね」

「君を救ったのは、リンスレットだ。俺おれじゃない」

　カミトは首を横に振った。

「あのとき、彼女が駆けつけてくれなかったら、俺も呪氷の中に閉じ込められていたよ」

「ええ、覚えているわ。あなたと姉さまが、一緒に私を救ってくれたのを」

「……え？」

　カミトは驚きの声を発し、リンスレットと顔を見合わせた。

「まさか、あの呪氷の中で、意識があったのか？」

「ほとんどは真っ暗な闇の中で、意識を失っていたわ。けれど、ときどき夢を見るように、意識を取り戻すこともあったの。だから、リンスレット姉さまが、私のいる祠ほこらに何度も足を運んでくれたことも、なんとなくだけれど覚えているわ──」

「……ほ、本当に？」

　声を震わせるリンスレットに、こくりと頷うなずくユーディア。

　では、妹を想おもうリンスレットの声は──

〈異界の闇〉に囚とらわれた彼女の心の奥深くに、たしかに届いていたのだ。

（……けど、だとすれば──）

　カミトはハッとした。

「ユーディア、君に訊ききたいことがあるんだ」

「……訊きたいこと？」

「ああ。その、君にとっては、あまり思い出したくないことだとは思うんだが──」

　少し躊躇ためらうように口ごもり、やがて、意を決して口を開く。

「ひょっとして、君は、あの闇に呑のみ込まれたときのことを、覚えているのか？」

　途端、ユーディアの表情がこわばった。

　膝の上で組んだ指先が、なにかに怯おびえるように小刻みに震え出す。

「お兄様？」「カミトさん、それは──」

「……見たんだな？」

　震える少女の手を握り、カミトは重ねて訊く。

　やがて、小刻みな手の震えが収まると──

　ユーディアはこくりと頷き、静かに口を開いた。

「ええ、覚えているわ。あの日、見たもののことは、はっきりと」

「……」

「あの日、私が闇の中で見たのは、闇を埋め尽くす、無数の〈天使〉だった──」

　少女の唇から出たその言葉に──

　カミトは思わず、息を呑む。

（──天使、か）

　頭の奥で、なにかが疼うずくような感覚があった。

（そう、たしかに俺も見た──）

〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉に優勝し、〈精霊王〉への謁えつ見けんを賜たまわった、あの日。

　火の精霊王の玉座に近付く寸前で、カミトは〈異界の闇〉に全身を呑のみ込まれた。

　そのとき、たしかに見た。

　──見てしまったのだ。

　この世ならざる闇の中で蠢うごめく、精霊でも人間でもない存在。

　──何千、何万という、無数の〈天使〉の軍勢を。

（……やはり、あれは俺おれの見間違えじゃなかったんだな）

　握った手がじっとりと汗ばむ。

　翼の生えた、白銀に輝く人型の巨人。

　大陸の伝説によれば、天使は精霊を生み出した最初の存在であるとされている。

　しかし、その存在が実証されたことは一度としてない。

　──ないはず、だった。

　カミトの見たあれが、本当に天使というべきものなのかどうかは、わからない。あくまで、その姿が、昔、寝物語で聞いた、その存在を連想させたというだけのことだ。

（……しかし、ユーディアも同じものを連想したみたいだな）

　ユーディアは、光を失った瞳ひとみで虚こ空くうをみつめ、言葉を続けた。

「私は、その光景にただ圧倒されていた。あまりの恐怖で動くこともできなかった。そのとき、闇の中から、一人の天使が私のところへやってきたの。白銀に輝くそれは、そのまま私を呑み込んだ──」

（異界の闇の奥にいた存在──天使が、ユーディアを選んだのか？）

　これまでのカミトの認識は、〈異界の闇〉は〈精霊王〉の精神を汚染する災害のようなものであり、そこに意志や思考は存在しないというものだった。

　しかし、いまの話を聞くと、ユーディアに接触したその天使は、明確な意志をもって、彼女の精神に憑ひよう依いしたように思える。

「……その、闇に呑まれて、どうなったんだ？」

　急せくように訊きくカミト。

　だが、ユーディアは首を横に振り、

「……ごめんなさい、あの日のことで、私が覚えているのはここまで。あとは、闇の中で、何度か意識を取り戻したときの、断片的な記憶があるだけよ──」

　と、苦しそうにこめかみを押さえる。

「ユーディア、大丈夫ですの？」

　リンスレットが心配そうに声をかける。

「……大丈夫よ。少し、目眩めまいがしただけ……」

「もう休んだほうがいいですわ。まだ、目を覚ましたばかりなのですし」

「……そう、ね。少し、疲れてしまったわ」

　ベッドの上の少女は、儚はかなげに微笑ほほえんだ。

「……ごめんな。辛つらいことを思い出させちまって」

「いえ、少しでもお役にたてたのなら……よかったわ」

　健けな気げに首を振る少女。カミトはベッドの横からそっと立ち上がった。

「それじゃ、俺おれは行くよ。姉妹の団だん欒らんの邪魔するのも悪いしな」

「気にしなくていいわよ、お兄様。将来は私たちもお兄様の妹になるんだし」

「……お兄様？」

　ミレーユの言葉に、ユーディアがきょとんと首を傾かしげる。

「……～っ、ミ、ミレーユ、な、なな、なにをいいますの！」

　真まっ赤かになって、ミレーユの肩をぽかぽか叩たたきはじめるリンスレット。

　カミトは苦笑して部屋をあとにした。





　　　　◇






（……天使、か）

　城の廊下を歩きながら、カミトは胸中で呟つぶやいた。

　彼女に〈異界の闇〉のことを訊たずねたのは、それが、闇に呑のみ込まれたレスティアの記憶を取り戻すための手掛かりになるかもしれない、と思ったからだ。

（……けど、なんか、とんでもないもんが出てきちまったな）

〈異界の闇〉の奥で蠢うごめく、無数の天使の軍勢。その一体が、人間の姫巫み女こを依より代しろに現出しただけで〈氷華の森〉は滅びたのだ。

（……あんなものが、軍勢となってこの世界に現れたら……）

　そんなゾッとする想像に、心を迷わせていると、

「……あ、カミト」

　城の階段を上がってきたクレアと出くわした。

「……クレア、みんなは？」

「エリスは部屋で寝ているわ。まあ、昨日きのうから夜通し精霊を使役してたんだし、しかたないわね。闇精霊は、テントで怪け我が人にんの治療を手伝うって」

「そうか……」

　カミトも昔、レスティアに怪我の治療をしてもらったことがあった。

　もちろん、闇精霊である彼女は、治ち癒ゆの精霊魔術など使えないので、包帯を巻いてもらったりとか、傷薬を塗ってもらったりとか、その程度の簡単なものだったが。

（……意外と不器用だったんだよな、あいつ）

「カミト、どうしたの？」

「いや、なんでもない」

　カミトは肩をすくめ、クレアと並んで歩き出した。

（……さっきの〈天使〉の話、クレアたちには、しないほうがいいだろうな）

　情報が少なく、カミト自身、まだ頭の中で整理のついていない状態だ。

　それに、ユーディアの部屋とは違い、ここでは誰だれが聞いているともわからない。たとえば、城の中にオルデシアの諜ちよう報ほう員いんが紛れ込んでいるかもしれないのだ。

「クレアはなにしてたんだ？」

「城の暖炉に、魔術で火を灯ともして回ってたのよ。みんな寒がってたから」

「それは喜ばれるな。偉いぞ、クレア」

「えへへ……って、なによ、その上から目線は！」

　ちょっと照れたあとで、クレアはむっと頬ほおを膨らませた。

「それより、ユーディアの様子はどうだったの？」

「ああ、いまは疲れて休んでる、記憶障害とかはないみたいだ。ただ──」

「ただ？」

「あの娘こ、目が見えないんだ──」

「……え？」

　クレアが息を呑のむ。

「長いあいだ、呪氷に閉じ込められてた後こう遺い症しようみたいなものだと思う。自然に回復するか、精霊魔術で治せるものならいいんだが──」

「そう……」

　クレアは難しい顔で唸うなった。

「精霊魔術でも、一度光を失った目をもとに戻すのは難しいとされているわ。まして〈精霊王〉の呪氷に何年も閉じ込められていたとなると、ね」

「帝都の高位術者でも無理なのか？」

「治ち癒ゆ力を高めることはできても、失った肉体を再生することは、また別次元の問題よ。それこそ〈精霊王〉の奇跡に頼るしかないわ」

「奇跡……」

　ふと、その言葉がカミトの脳裏に引っかかった。

「奇跡といえば──」

「ん？」

「……いや、ひょっとして、彼女なら治せるのかなと思ってな」

「彼女？」

「帝国騎士団〈十二騎将ナンバーズ〉の第八位──〈奇跡〉のルーリエ・リザルディア」

　思い浮かんだその名前を、カミトは口にした。

「……それ、本気で言ってる？」

「……わかってるよ。可能性の問題だ」

　呆あきれ顔のクレアに、カミトは首を振った。

　カミトの知るかぎり、ルーリエは大陸でも最高クラスの治癒師ヒーラーだ。彼女なら、あるいはユーディアを癒いやせる可能性はあるのかもしれないと思ったのだ。

　その奇跡の癒いやし手は、現在、行方ゆくえを眩くらましている。

　ルーリエがなぜ、軍用精霊による学院の襲撃事件などを画策したのか、その動機も目的も不明なままだ。しかも、帝国軍の上層部は、暗部の特務騎士、ヴィレイ・ブランフォードの任を解き、なぜか彼女の追跡を中止させてしまったという。

（……まあ、つまり、そういうことだよな）

　考えてみれば、ルーリエが、何年にもわたって〈十二騎将ナンバーズ〉として潜伏することができたのも、帝国の中枢に、彼女を支援する内通者がいたからだろう。

　オルデシアは長い歴史のある大国だ。それゆえに、内部の腐敗も取り返しがつかないほどに進んでしまっている。

　帝国貴族の腐敗は、グレイワースの屋敷に居た頃ころに、嫌というほど見てきた。帝国議会は魑ち魅み魍もう魎りようの跋ばつ扈こする、政治と権力闘争の魔ま窟くつだ。

　その世界では〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉の剣技も通用しない。

　カミトはふと、帝都にいるフィアナのことが気になった。

（……フィアナはいま、そんな魔窟にいるんだよな）

　グレイワースが一緒にいるとはいえ、心配だった。

　──そのまま、カミトたちは寝室の前に戻ってきた。

「これから、どうするの？」

「俺おれの一番の目的は果たしたからな、レスティアを連れて、学院に戻るよ」

　尋ねるクレアに、肩をすくめてそう答える。

「……いつまでもここに残ってたら、リンスレットにも迷惑をかけちまうしな」





　　　　◇






　──と、そんなわけで。カミトたちは早々に荷物をまとめ、出立することになった。

「……も、もう少し、休んでいかれてもいいんですのよ」

　ウィンターガルフ城のホールで、リンスレットはちょっと寂しそうに呟つぶやいた。

　ミラやミレーユとは、すでに別れをすませてある。クレアたちは先に厩きゆう舎しやのほうへ行き、馬の準備をしているようだ。

　なので、ここにいるのは、カミトとリンスレットの二人だけだった。

「まあ、無理に学院を抜け出してきちまったわけだしな。それに、俺たちがずっとここにいたら、城の人たちに気を使わせちまうだろ」

「……そんなことありませんのに」

　リンスレットは、カミトの服の裾すそをきゅっと握った。

〈諸国会議〉に出席中のローレンフロスト伯はく爵しやくが帝都から戻るまで、彼女は家の当主として、この城を預からなくてはならない。

　平時であれば、ミレーユと〈白狼騎士団ヴオルフ・リツター〉に留守を任せるところなのだが、いまはそういうわけにもいかないだろう。

「いろいろありがとな、リンスレット。おかげで、無事にレスティアを取り戻すことができた。俺おれ一人だったら、間違いなく吹雪のキリア山脈で遭難してたよ」

「とんでもありませんわ」

　リンスレットは首を横に振った。

「カミトさんは、ユーディアとこのローレンフロストを救ってくださいました。ローレンフロスト家の当主として、感謝を申し上げますわ」

　律儀に頭を下げる彼女に、カミトは苦笑して、

「それじゃ、また学院でな。講義のノートは俺とクレアに任せといてくれ」

「あ、ま、待ってくださいな──」

　立ち去ろうとするカミトの服を、リンスレットはくいっと引っぱった。

「……リンスレット？」

「あ、そ、その……」

　服の袖を掴つかんだまま、彼女は、なぜかもじもじと顔を赤らめる。

「……どうしたんだ？」

「え、えっと……ですから、その……」

　ちゅっ♪

　不意打ちに、キスされた。

「……っ!?」

　リンスレットの艶つややかな唇が、カミトの唇に触れ──

　なごり惜しそうに、そっと離れる。

「な、なな……なに、を……」

　あまりに突然の出来事に、動揺して口をぱくぱくさせるカミト。

「……～っ、あ、あの、わたくし、その、ふああっ……」

　リンスレットのほうも、わたわたと混乱し、顔は耳まで真まっ赤かになっている。

「お、落ち着けリンスレット、混乱してるのは俺のほうだ」

　カミトが声をかけると、彼女はようやく落ち着きを取り戻したようだ。けほけほと咳せきをすると、透き通った翡翠色エメラルドの瞳ひとみで、カミトを上目遣いにみつめてくる。

（か、可愛かわいい……）

　その濡ぬれた瞳に、カミトは思わず、ドキッとしてしまう。

　リンスレットは深呼吸すると、かすかに唇を震わせた。

「わ、わたくし、カミトさんと一緒に旅をしていて、気づいたことがありますの」

「気づいたこと？」

　リンスレットはこくりと頷うなずく。

「え、ええ、その、雪山でカミトさんと……キ、キ、キスを、したときに、なんだかこう、普通でない力に目覚めたのを感じましたの」

「まてまて、なんの話だ!?」

　カミトはあわてて叫んだ。

「う、嘘うそではありませんわっ、この城が氷竜の群れに襲われたときも、……そ、その、カミトさんのキスのおかげで勝てたんですのよ！」

「どういうことだよ！　な、なんでその、俺おれとの、く、口づけなんかで……」

　顔を真まっ赤かにして口ごもるカミト。あの猛吹雪の吹き荒れる雪山で、彼女がカミトの傷を癒いやすためにしてくれたことを、はっきりと思い出してしまったのだ。

「……～っ、どういうことなのかは、わたくしにだって、わかりませんわ」

　リンスレットは恥ずかしそうに視線を逸そらした。

「でも、わたくし、た、たしかにカミトさんのキスで、力をもらったんですのよ」

「そ、そんなこと……」

　あるわけが──と、言いかけて、カミトは口をつぐんだ。

（そういえば……）

　ふと、今け朝さエリスの言ったことを思い出したのだ。

　ローレンフロストに向かう前、学院を出立する直前のことだ。

　医療院に入院中のエリスを見舞ったカミトは、エリスにキスをされ、旅人を守護するという、〈風の加護〉を付与されたのだった。

（たしか、あのあと、エリスも急に体力が回復したって──）

「……カミトさん？」

　と、リンスレットが怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

「ひょっとして、なにか心当たりがありますの？」

「……っ、い、いや、そういうわけじゃ……」

　あわててごまかすカミト。リンスレットはこほんと咳せき払いして、

「か、勘違いしないでくださいな、わ、わたくしはただ、あの不思議な力が欲しかっただけなのですわ！」

　照れたように髪をくるくると巻きはじめる。

「……あ、ああ、わかったよ」

　こくこくと頷うなずくカミトに、

「もう、カミトさんは、なにもわかっていませんわ──」

　ちゅっ♪

「……っ!?」

　啄ついばむようなキスをしたリンスレットは、顔を真っ赤にして走り去ってしまった。
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「カミト、なにしてたのよ！」

「早く出立しないと、日が暮れてしまうぞ」

　城の正門前で、馬の準備を終えたクレアたちが待っていた。

「……わ、悪い。ちょっと、リンスレットと話し込んでたんだ」

「リンスレットと？　……ふーん、なんだか怪しいわね」

「一体、なにを話していたのだ？」

　じーっ、とカミトを睨にらむクレアとエリス。

「ニャー……？」

　スカーレットも疑わしそうに鳴き、カミトの足もとをくるくる歩きはじめる。

「わ、別れの挨あい拶さつをしてただけだって、早く出発しよう──」

　カミトはあさってのほうへ視線を逸そらし、馬の手綱を握った。

「そういえば、レスティアは？」

「闇精霊なら、あそこよ──」

　クレアの指差したほうを振り向くと、

「……っ、だ、だめっ、そっちじゃないわ……！」

　小柄な馬相手に悪戦苦闘する、レスティアの姿があった。

「レスティア、ひょっとして、馬に乗れないのか？」

　近付いて訊きくと、レスティアは拗すねたように唇をとがらせた。

「乗り方なんて、知らないわ」

「……まあ、それもそうか」

　記憶を失う前も、レスティアは馬に乗ったことなどなかったはずだ。彼女には漆しつ黒こくの美しい翼があったし、そもそも、馬に乗る精霊はあまりいない。

「じゃあ、俺おれと一緒に乗るか」

「……だ、大丈夫よ。きっと馬の乗り方をマスターしてみせるわ」

「それだとたぶん、日が暮れるぞ──っと」

　カミトはレスティアの腰を抱きかかえ、自分の馬にひょいと乗せてやった。

「……～っ！」

「ほら、乗れただろ？」

「も、もう、びっくりしたわ……」

　レスティアは拗ねるように唇を尖とがらせた。

「む、カミトめ……」「……闇精霊に甘い！」

　むっと頬ほおを膨らませるエリスとクレア。

「……お、思ったよりも、背が高いのね」

「すぐに慣れる。手綱をしっかり握っててくれ──」

　レスティアを前に座らせ、カミトも手綱を握る。

「──では、出立だ。魔風を司つかさどる凶鳥よ、汝なんじの翼で、我等の旅路を導きたまえ！」

　馬上のエリスが空に手をかかげ、先導役の魔風精霊を呼び出した。

「キエーッ！」

　主人の呼び声に応え、虚こ空くうより出現した〈シムルグ〉が大空を滑空する。

「可愛かわいい鳥さんね」

「──え？」

　その場の全員が、思わず、レスティアに視線を向けた。

「……か、可愛い……だと？」

「ええ、羽がふわふわしていて、とても可愛いわ」

　そんなレスティアの声が聞こえたのか──

　突然、空を舞うシムルグが激しく鳴きはじめた。

「キエーッ、キエエエエエエッ！」

「おお、シムルグが嬉うれしさのあまり号泣している……」

「……ご、号泣してるのか。わかりにくいな」

「やっぱり、ちょっと怖いわよ、あんたの精霊……」

　シムルグは翼を大きくはためかせ、轟ごう々ごうと風を巻き起こした。魔風精霊は、旅をする者たちに風の加護を与えてくれるのだ。

「──こほん、では、急ぎ学院へ戻るぞ」

　エリスを先頭に、カミトたちは馬を走らせる。

　ふとカミトが振り向くと──

　ウィンターガルフ城のテラスに、手を振るリンスレットの姿が見えた。

　彼女にそっと手を振り返し、カミトはローレンフロストの地をあとにした。






第三章　陰謀の魔手






　──早朝、帝都の空は灰色の雲に覆われていた。

　パンとスープだけの簡単な朝食をとったフィアナは、正装のドレスに着替え、諸しよ侯こうの集う帝国議会の議事堂へと向かっていた。午後に予定されている〈諸国会議〉の前に、いま一度、国内での意見の統一をはかる、というのがこの会合の目的である。

（……後継者争いで揉もめているのに、意見の統一なんてできるわけがないわ）

　暗あん澹たんたる気持ちで、フィアナはため息をつく。

　例の連判状は、机の奥の秘密の箱に厳重に隠した。秘匿性という意味では〈ゲオルギウス〉の中に隠すことも考えたのだが、不安定な〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉では、中に入れた物が紛失することがままあるため、重要物の保管には向かないのだ。

（貴族たちの権力争いに巻き込まれるつもりはない。けれど──）

　コンラッド卿に聞かされた言葉が、頭から離れない。

（──アルネウスの背後には、聖国がいる）

　それが本当だとすれば、他国の傀かい儡らいとなった皇帝を戴いただくオルデシア帝国が、早晩、滅亡の道を歩むであろうことは想像に難くない。

（……そうなれば、多くの民が苦しむことになるでしょうね）

　と、そんな考えごとをしているうちに、議事堂の前に来てしまった。

〈ネフィスカール宮殿〉から少し離れた場所にある議事堂は、大理石で造られた立派な建物だ。門を守る守護精霊ガーデイアンに身分を証あかし、フィアナは中に足を踏み入れる。

　議会ホールに近付くにつれて、フィアナの足取りはますます重くなった。

　この先は、政治的な闘争の渦巻く魔ま窟くつだ。フィアナの不安に反応してか、胸もとに隠した〈精霊王の血ブラツド・ストーン〉が微かすかに震えたような気がした。

〈精霊王の血〉に封印されているのは、彼女の身を守るための守護者だという。〈ゲオルギウス〉は最高ランクの精霊だが、忍び寄る暗殺者から身を守るのには適していない。

（ここには、私の命を狙う者が大勢いる──）

　少しでも油断すれば、暗殺者の短剣が喉に食い込むことになるだろう。

　フィアナは胸もとの〈精霊王の血〉に無意識に手を伸ばし、そっと握った。

「どうした王女殿下、思いつめた顔をしているな」

「……ひあっ!?」

　と、耳もとで聞こえた妖よう艶えんな声に、フィアナは小さく悲鳴を上げた。

「お、驚かさないでください、学院長──」

　声をかけてきたのは、漆しつ黒こくのドレスに身を包んだ〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉だ。

「別段、気配を消していたつもりはないがね。なにか悩みごとか？」

「いえ……」

「ふむ、それならいいが──」

　フィアナの横に並び、歩きはじめるグレイワース。

（……いっそ、学院長にすべて話してしまおうかしら）

　そんな衝動に駆られるのを、フィアナはかろうじて抑えた。なんにせよ、ここで話せるような内容の話ではない。議事堂の中では、どこに耳があるかわからないのだ。

「どうも、辺境領で大きな精霊災害があったようだ」

　歩きながら、グレイワースは、天気の話でもするように切り出した。

「ローレンフロストで？」

　ローレンフロストは、オルデシアと聖国の国境沿いに位置する土地だ。ここ最近、キリア山脈で異常な吹雪が続いているという噂うわさは聞いていたが、精霊災害とは──

「精霊災害の規模は？　領民は無事なのですか？」

「そこまでは、まだ情報が入っていなくてね、ただ、話によると──」

　と、グレイワースは急に声を潜めて囁ささやいた。

「精霊災害のあったその森で、神聖ルギア王国の〈聖霊騎士団〉が目撃されたらしい」

「……聖国の騎士が？」

　突然出てきた聖国の名前に、フィアナは眉まゆをひそめた。

「どうして、聖国の騎士がローレンフロストに？」

「目的は不明だ。結局、大規模な精霊災害に巻き込まれ、撤退したようだがね」

　グレイワースは肩をすくめ、首を振った。

　と、フィアナはすぐにあることに気付く。

「あの、それは明らかな国境侵犯ですよね。午後の〈諸国会議〉でつつけば、聖国に対して有利に交渉できるのでは──」

「そうだな。だが帝国の〈暗部〉は、なぜかその情報をもみ消した」

「どういうことですか？」

「オルデシアを腐らせようとする何者かに、〈暗部〉の中枢も掌しよう握あくされているということさ。ふん、私が留守の間に、やってくれる──」

「……」

　フィアナの脳裏に、また今け朝さの宰さい相しようの言葉が思い浮かんだ。

（──アルネウスの背後には、聖国がいる）

「あの、学院長は〈暗部〉のもみ消した情報を、どこでお調べに？」

「愚問だな、私を誰だれだと思っている？」

　魔女は喉の奥で嗤わらった。

（たしかに、愚問だったわね……）

　ランバール戦争時代の英雄は〈十二騎将ナンバーズ〉の筆頭騎士であり、同時に〈暗部〉の最高統括者でもあった。彼女は誰よりも、帝国の抱える闇に精通しているはずなのだ。精霊契約の力を失ってなお、帝国に対する彼女の影響力は衰えていない。

「最近、なかなか優秀な駒を手に入れてね。大抵の情報は入ってくるのさ」

　ふっと意味深な笑みを浮かべ、グレイワースは議会ホールに足を踏み入れた。

　階段状の席には、すでに多くの貴族が着席し、昨晩の〈諸国会議〉のことで盛んに議論を交わし合っていた。

　王族の座る席に、オルデシア皇帝の姿はまだ見えない。だが、そこには、取り巻きの貴族に囲まれたアルネウスの姿があった。

（……野心丸出しの貴族に囲まれた、まるで道化の王ね）

　と、フィアナはそんな感想を抱く。

　ふと目が合うと、彼は落ち着きのない様子で目を逸そらし、取り巻きの貴族どもとひそひそ密談をはじめた。

　粘りつくような嫌な視線に、多少の居心地の悪さを感じつつ、フィアナは王族の席とは離れた、グレイワースの隣の席に腰をおろす。

　──と、そこで、フィアナはある違和感を覚えた。

「どうした？」

　眉まゆをひそめる彼女に、グレイワースが訊きく。

「あの、宰さい相しよう閣下の姿が見えないのですが」

「コンラッド卿は、体調を崩して欠席するそうだ。〈諸国会議〉に関かかわる激務で無理がたたったのだろうな──」

「……欠席？」

　今け朝さ方がた、部屋で密会をしたときは、とくに体調が悪いようには見えなかったが。

（なんだか、嫌な予感がする……）

　姫巫み女この鋭い直感が、彼女の胸をざわつかせた。
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　皇帝が席に着き、帝国議会は宰相不在のまま始まった。

　議題はアルファス教国に対する対応だ。

　傍観か武力介入か。意見は対立し、議会は大いに紛糾した。

「我々が聖国に同調する必要はあるまい」

「しかし、武力介入をしなければ、オルデシアは教国への影響力を失うでしょう」

「ドラクニアの〈竜王〉は単独での武力介入を表明しているぞ」

「ここで下へ手たを打てばランバール戦争の二の舞になるやもしれん」

　決着のつかない、無駄な議論が延々と続く。このまま続けたところで、これまでと同様の結果になるのは明らかだった。

　──会議の流れが変わったのは、半はん刻とき後のことだった。

「おそれながら、皇帝陛下！」

　──と、おもむろに、一人の貴族が立ち上がって叫んだ。

　ダールス伯はく爵しやく。先ほど、アルネウスを取り囲んでいた貴族の一人だ。

「もはや、この会議が首尾よくまとまることはありますまい。その理由は、皆さんもご存じの通り、教国への対応の背景に、次期皇位継承者の問題が絡んでいるからです」

　伯爵の発言に、大きなざわめきが起きた。それは、ホールにいる者のほとんどが、暗黙のうちに思っていることだったからだ。

「アルネウス様は、神聖ルギア王国との同調路線を掲げておられる。ゆえに、アルネウス様が皇位につくことに反対している方々は、頑かたくなに武力介入を主張しているのです」

　言って、ダールス伯爵はフィアナのほうを睨にらむように一いち瞥べつした。

「どうでしょう。いっそ、この場で次期皇位継承者を決めてしまっては。さもなくば、このまま会議を続けても、無為に時間が過ぎるだけ──」

「た、たしかに……」「伯爵の仰おつしやる通りかもしれん」「アルネウス殿下を支持する者と、それに反対する者、両派閥の対立がある以上、この会議がまとまるはずがない」

　ホールのざわめきはだんだん大きくなる。

（……っ、まさか、このタイミングで勝負に出るなんて）

　フィアナはくっと唇を噛かんだ。

　ダールスは、会議が紛糾し、膠こう着ちやくするこのタイミングを待っていたのだろう。暴論ではあるが、停滞した状況を打破するには、そのほうが効果的なこともある。

（……それに、いまは反アルネウス派の急きゆう先せん鋒ぽうである、宰さい相しよう閣下が不在だわ）

　偶然にしては、あまりに出来すぎたタイミングだった。

（まさか、アルネウス派の連中、宰相閣下に毒を？）

　──と、そのとき。もう一人の貴族が声を発した。

「ダールス殿、ここはあくまで、教国への対応を話し合う場ですぞ」

　声を上げたのは、エリスの祖父であるシグナス・ファーレンガルト公こう爵しやくだ。武門の家柄である彼は、どちらの派閥にも属すことなく、常に中立的立場をとってきた。

「いいえ、公爵殿。此こ度たびの教国への対応は、あくまで表層的な問題。ことの本質は、次期皇位継承者の問題であることは間違いありますまい」

　ダールス伯爵は憮ぶ然ぜんとして言い返した。

「しかしですな、ダールス殿──」

　今度はべつの貴族が立ち上がり、ダールス伯爵と言い争う。

　ふと、フィアナは王族の席に視線を向けた。皇帝は先ほどから沈黙を貫き、まるで、自分とは無関係な議論であるかのように、虚こ空くうに視線をさまよわせている。その隣に座るアルネウスは、額ひたいに汗をかき、蒼あおざめた表情で議論の行方ゆくえを見守っていた。

「やれやれ、王の資質は疑問だな。この場面で、最低限の虚勢すら張れないとは」

　フィアナの横で、グレイワースが呆あきれたように呟つぶやく。

　──と。

「──ダールス殿、それを仰おつしやるなら、こちらにも考えがありますぞ」

　議会席の中央に座る、貴族が立ち上がって叫んだ。

（あの人は──）

　その顔を見て、フィアナはハッと息を呑のむ。

　フィネガス・ボード公こう爵しやく。あの連判状に名前のある大物貴族の一人だった。

「ほう、考えとは？」

「失礼ながら、ダールス殿の推されるアルネウス殿下は、皇帝の資質に欠けるかと」

　途端、議会ホールが大きなどよめきに包まれた。

　それは、陰ではさんざん囁ささやかれていることではあったが、公開の場で、ここまで直接的に口にされるのは、これが初めてのはずだった。

　アルネウスの顔が羞しゆう恥ちと怒りの色に染まり、フィネガスを睨にらみつける。

「……ふむ、ではフィネガス殿は、どなたがオルデシアの王に相応ふさわしいと？」

　ダールスは、少なくとも表面上は落ち着いた様子で、訊きき返した。

　──と、公爵はひと呼吸して、

「私は、フィアナ第二王女殿下こそ、正統な継承者に相応しいと思います！」

　ホール全体に響く声で、堂々と宣言した。

（……ば、ばかっ！）

　フィアナは思わず、席から腰を浮かせた。

　全員の視線がフィアナに集中し、大きなどよめきが起こる。

「第二王女殿下だと？」「まさか、あの〈喪失の精霊姫ロスト・クイーン〉を？」「馬ば鹿かな、女帝など論外だ！」「しかし、アルネウス殿よりは──」「王家の騎士精霊は彼女を選んだぞ──」

　無論、最も動揺しているのは、議会の視線を一身に受けるフィアナ本人だった。

（……ど、どういうつもりなの？）

　下の席にいるフィネガス公爵を睨むが、彼はすでに覚悟を決めた顔だ。

（私は、女帝になんてならないわ、絶対に……）

　しかし、この場でフィアナがその意志を明確にすれば、多くの貴族がアルネウスの支持に回るだろう。そして、オルデシア帝国は、聖国と、腐った貴族どもの傀かい儡らいとなった、暗愚な皇帝を戴いただくことになる。

「さあ、姫殿下様、いまこの場で、あなたの意志を宣言なさってください！」

　フィネガスが力強い声で呼びかける。

「……っ、ちょ、ちょっとまって、私に、そんなつもりは──」

　議会の貴族全員が、フィアナの発する言葉に注目した、その瞬と間き。

　──異変は起こった。

（……え？）

　胸もとに忍ばせていた〈精霊王の血ブラツド・ストーン〉が、突然、眩まばゆく輝きだしたのだ。

「……な、なに!?」

　あわてて〈精霊王の血ブラツド・ストーン〉を掴つかみ出すフィアナ。

　──と、すぐに気付く。真しん紅くの血の色をした精霊鉱石の中心で、漆しつ黒こくの闇が狂ったように渦巻き、おぞましい瘴しよう気きを撒まき散らしているのだ。

「……な、なによ、これ……きゃあ!?」

　手にした〈精霊王の血〉の表面に、小さな亀裂が走る。そして──

　真紅の精霊鉱石は、フィアナの手の中で粉々に砕け散った。

　ほとばしる闇の瘴気。砕け散った無数の破片が、フィアナの肌を切り裂く。

「……っ！」

　瘴気は轟ごう々ごうと渦を巻き、議会ホールの中を嵐の如ごとく荒れ狂った。

「な、なんだ!?」「せ、精霊だっ、狂乱した精霊だ！」「うわああああああ！」

　恐慌に陥った貴族たちの悲鳴が響きわたる。

（……っ、な、なにが、一体なにが起きたの!?）

　フィアナは、床ゆかに散らばった〈精霊王の血〉の破片を愕がく然ぜんと見つめた。

　精霊鉱石に封じた精霊は、偶然に解放されるようなものではないし、無論、解放式を起動した覚えもない。だいいち、精霊を解放するには、神威カムイを籠こめる必要があるはずだ。

　──いや、あるいは。

（あらかじめ、精霊鉱石の中に解放の術式を組み込めば──）

「王女殿下、これは一体、どういうことだ──」

　グレイワースがフィアナの手を引き、床に押し倒した。

「せ、精霊鉱石が、勝手に起動して──」

「ただの精霊鉱石ではあるまい。この気配は──」

　空気が激しく震え、窓ガラスが粉々に砕け散った。荒れ狂う闇の瘴気はホールの天井付近に収束し、やがて巨大な黒雲へと姿を変化させていく。

　フィアナの背筋を、冷たい感覚が走った。

　それは、心臓を鷲わし掴づかみにされるような、圧倒的な死の気配だった。

（魔神級精霊だわ……）

　息を呑のみながら、胸中で呟つぶやく。全身の肌がゾッと粟あわ立だった。

　精霊調査会の定めるカテゴリの最上級──〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉最強クラスの精霊。

「……っ、まさか、なぜあれがここにいる」

　床に伏せたフィアナの頭上で、グレイワースが呟いた。信じられなかった。あの〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉の動揺した声を聞くとは──

「学院長、あの精霊をご存じなのですか!?」

「……当然、存じているさ」

　グレイワースは額ひたいの汗をぬぐった。

「──あれは、私の契約精霊だ」

「……え？」

「信じられんが、間違いない。あれは、私が失った契約精霊──〈冥府の伯爵デイース・パテル〉だよ」

「……ディース・パテル」

　その精霊の名は、無論、噂うわさには聞いたことがあった。ランバール戦争の際、神聖ルギア王国の騎士団に恐怖と絶望を与えた、戦場の死神。

　──最強の魔精霊。

（……どうして、そんなものがあの精霊鉱石に？）

　宰さい相しように渡された〈精霊王の血ブラツド・ストーン〉に封印されていたのは、フィアナを暗殺者から守るための守護精霊ガーデイアンだったはずだ。

　だが、あの闇の瘴しよう気きを纏まとう魔精霊は、断じて守護精霊などではない。

　ただ、欲望のままに、破壊と殺さつ戮りくをもたらすだけの存在だ。

「王女殿下、あの〈精霊王の血〉をどこで手に入れた？」

「そ、それは──」

　フィアナが答えようとした、刹せつ那な。

　わだかまっていた瘴気の塊かたまりが膨張、炸さく裂れつした。

「……っ！」

　全身に叩たたきつけられる、濃密な死の気配。戦せん慄りつが駆け抜け、一瞬、心臓を鷲わし掴づかみにされたかのような錯覚を覚える。あるいは、優れた姫巫み女この資質を持つ彼女だからこそ、その強烈な死の気配を、まともに感じとってしまったのかもしれない。

「……あ、あ……ああ、あ……」

　渦巻く黒雲を、引き裂くように現れたのは──

　闇色に濡ぬれた大鎌を手にした、黒衣の死神だった。

　その死神が、ゆっくりと大鎌を振り上げる──

「──伏せろ、魂を狩られるぞ！」

　響きわたったグレイワースの一喝に、その場の全員が、反射的に床ゆかに身を投げ出した。

　大鎌の刃が虚こ空くうを薙なぎ払い、死を孕はらんだ風が荒れ狂う。

「う、うわあああああ！」「に、逃げろ、早く──」

　貴族たちは一斉にホールの扉へ殺到した。短慮な貴族たちの行動は、無様ではあるが、いっそ正しい判断だったのかもしれない。最高位の魔精霊が好むのは、愚劣なる者の魂ではなく、真に高潔なる者の魂だからだ。

　だが、多くの貴族が逃げ惑う中、静かにたたずみ、微動だにしない人物がいた。

　オルデシア皇帝だ。しかし、その目はなぜか虚うつろで、目の前で起きているこの異常な事態さえも、理解していないようにみえる。

　皇帝を見下ろす魔精霊は、歓喜に打ち震えるように嗤わらった。

（……っ、間に合って、ゲオルギウス……！）

　地面に這はいつくばりながら、フィアナは騎士精霊を召しよう喚かんしようとする。

　──が、間に合わない。

　漆しつ黒こくの鎌が、ゆっくりと振り下ろされて──

　瞬間、死神の頭部が吹き飛んだ。

（……え？）

　フィアナは目を瞬かせた。

　魔精霊の首を斬り飛ばしたのは、弧を描きながら飛来した、巨大な戦せん斧ぷだ。

「──陛下っ、ご無事ですか！」

　ホールの壁を破壊して現れたのは、白銀の甲かつ冑ちゆうをまとった、銀髪の精霊騎士だった。

〈十二騎将ナンバーズ〉の第四位──デュネイ・ランパートだ。

「おおおおおおおおおっ！」

　白銀の騎士は一気に跳躍し、頭部を失った魔精霊に、強烈な一撃を見舞う。

　刃に神威カムイを纏まとわせた、戦斧の精霊魔装の二刀流。──が、魔精霊は漂う瘴しよう気きとなって、その一撃をあっさりと躱かわした。

「……っ、おのれ、魔神級の精霊が、なぜこのような場所に!?」

　デュネイが叫ぶ。ディース・パテルは再び死神に姿を変化させ、斬りかかる〈十二騎将〉に大鎌を振るった。

　黒い魔風が吹き荒れる。破壊の風に吹き飛ばされ、壁に叩たたきつけられるデュネイ。

　並の精霊騎士であれば、今の一撃で命を奪われていただろう。だが、デュネイは帝国最強を誇る〈十二騎将〉、それも最も高い防御力を誇る〈地〉の精霊の契約者だ。よろめきながらも立ち上がり、虚こ空くうを漂う魔精霊を睨にらむ。

「くっ……」

　ディース・パテルは、首を失ってなお、歓喜の哄こう笑しようを響かせた。ダメージを負い、動きの鈍った〈十二騎将〉めがけ、漆黒の鎌を無造作に薙なぐ。

　──と、その刹せつ那な。

「圧壊せよ、汝なんじを捕らえるは、重力の檻おり──」

　魔精霊の姿がぐにゃり、と歪わい曲きよくした。ディース・パテルの周囲に突如出現した、回転する影のような球体が、周囲の空間を捻ねじ曲げたのだ。

　高速で回転する影の球体。魔精霊の姿は圧縮され、空間ごと押し潰されていく。

（……あれは、レシュキル卿の重力精霊テユポーン!?）

　フィアナは声のしたほうに目を向けた。

　半壊した議会ホールの扉の前に、もう一人の騎士の姿が見える。

　凛りんとしたデュネイとは対照的に、どこか妖よう艶えんな雰囲気をたたえた、黒髪の美女だ。

　レシュキル・ハーシュキルト──　重力の女王グラヴイテイ・マスターの異名をとる〈十二騎将〉の第三位。

「デュネイ、あれは私が押さえるわ。いまのうちに狩ってしまいなさい──」

「……承知っ！」

　デュネイが精霊魔装の斧おのを手に突進した。

　重力の檻に囚とらわれ、身動きを封じられた魔精霊。

　その全身に、渾こん身しんの神威カムイを込めた戦せん斧ぷを振り下ろす。

「おおおおおおおおおおっ！」

　漆しつ黒こくの瘴しよう気きが血のようにほとばしり、デュネイの甲かつ冑ちゆうに激しく降りそそぐ。

　真まっ二ぷたつに裂けたディース・パテルは、不気味な哄こう笑しようを残し、この世界から消滅した。無論、魔神級の精霊が、この程度の攻撃で滅びるわけがない。〈精霊王の血ブラツド・ストーン〉の契約から解放され、〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉へ帰還したのだろう。

「皇帝陛下、ご無事ですか──」

　倒れた皇帝のもとへ駆け寄るデュネイ。

　時間にしてみれば、ほんの数十秒の出来事だった。だが、議会ホールはもはや原型をとどめぬほどに破壊され、床ゆかは負傷した者たちの血で赤く染まっていた。

（……どうして……どうして、こんなことに……）

　目の前で起きた、地獄絵図のような光景に、フィアナの頭は混乱したままだ。

　──と、そのとき。

「な、なにをしている、レシュキル卿！」

　ホールの外へ逃げていたアルネウスが、大声で叫んだ。

「早くその女を捕らえろ、畏おそれ多くも、皇帝陛下を暗殺しようとしたのだぞ！」

「……っ!?」

　フィアナはハッとして周囲を見回した。

「なんという、恐ろしいことを……」「帝国議会の皆殺しを謀るとは……」「まさか、教国のシェーラ・カーンと共謀して──」

「……違う、違うわ、私は──！」

　否定の声を上げようとするフィアナの前に、レシュキル卿が立ちはだかった。

「申し開きは、あとでゆっくりとお聞きしましょう、第二王女殿下」






第四章　学院への帰還






　リンスレットと別れ、ローレンフロスト領を発たったカミトたちは、キリア山脈の麓ふもとのフロストタウンで宿泊し、翌日の夕刻には、アレイシア精霊学院へ戻ってきた。

〈シムルグ〉の加護があったおかげで、帰りの旅路はとても快適だった。日中は爽やかな微風が吹き、夜になると風の膜が寒さから守ってくれたのだ。

「……たった数日離れてただけで、なんだか懐かしい気がするな」

　守護精霊ガーデイアンの守る学院都市の門を見上げ、カミトは呟つぶやく。

〈水の精霊王〉からレスティアの居場所を聞き、リンスレットと二人で吹雪のキリア山脈を越えたのが、もうずいぶん前のことに思えてくる。

（……まあ、あのあとも、いろいろあったしな）

　ふと横を歩くレスティアに目をやると、彼女は学院都市の景色に目を丸くしていた。

　……ちなみに、彼女はまだ、ミラからもらったあのメイド服を着ている。

「すごく立派な街なのね。想像していたのとは違うわ」

「帝都ほどではないわよ。ここはあくまで学院都市だもの」

　クレアが人差し指をたてて言った。

「こんな大きな街が、学院の敷地だなんて……」

　いまの彼女の記憶の中に、これより規模の大きな街は存在しないのだろう。かつて、彼女と帝都を訪れたことを思い出したカミトは、胸にかすかな疼うずきを覚えた。

「このあたりは、軍用精霊による襲撃の被害がなかった場所だからな。騎士団も街の復興を急いではいるが、学院側の区画はまだ瓦が礫れきが散乱しているはずだ」

　エリスが厳しい表情で呟く。

　カミトたちは門をくぐり、学院都市に足を踏み入れた。

　しばらく歩くと、エリスのいう通り、倒壊した建物の残ざん骸がいが目につきはじめる。元〈十二騎将ナンバーズ〉のルーリエ・リザルディアによる、学院襲撃事件の爪つめ痕あとだ。

　と、広場の向こうに、見知った岩精霊が瓦礫を取り除いている姿を発見した。

「あれは──」

「うむ、ラッカの〈カブラカン〉だ」

　エリスが頷うなずく。

「彼女に帰還の報告をしてくる。またあとでな、カミト」

「ああ、わかった。俺おれたちは先に学院に戻ってるよ」

　カミトは、仲間のもとへ走っていくエリスを見送ると、

「俺たちはどうする。どこかで飯でも食べるか」

　と、クレアに訊たずねる。

「え、えっと……」

　クレアは、なぜか顔を赤くして口ごもった。

「あ、あたしも、ちょっと街で用事があるの……」

「用事？」

「うん、そ、その、今日の夕食ね、あたしが作ってあげるわ」

「……え？」

　カミトは思わず、訊きき返した。

「夕食を、クレアが？」

「そ、そうよっ！　あたしが、カミトにご飯、作ってあげるの！」

　クレアは顔を真まっ赤かにして叫んだ。

　カミトは一瞬、熱でもあるのかと心配するが──

　……ふと思いなおす。

（……そうか。上達した料理の腕を、誰だれかに見せたいんだな）

　そんな経験は昔、カミトにもあった。

　三年前、グレイワースの屋敷に居い候そうろうしていた頃ころのことだ。カミトは魔女の無茶な要求に応えるため、それまで一切したことのなかった料理を、毎日することになった。

　グレイワースの要求レベルは異常に高く、ストレスの続く日々が続いたが、そんなカミトの密ひそかな楽しみは、新たに作れるようになった料理を、一番大切な存在であるレスティアに、味見してもらうことだったのだ。

（あの頃は、レスティアが褒めてくれるのが嬉うれしくて、料理を覚えてたんだよな）

　と、そんなことを懐かしく思い出していると、

「な、なによ、あたしの料理がそんなに不安なの？」

　クレアがむっと頬ほおを膨らませる。

「もう消し炭は作らないわよ……」

「い、いや、普通に楽しみだぞ、クレアの料理」

　カミトはあわてて首を振った。

「……ほ、本当？」

「ああ」

　頷うなずくと、クレアの顔が微かすかにほころんだ。

　実際、クレアの料理の腕は確実に上達している。彼女自身は焔ほのおの力のコントロールができるようになったからだというが、それだけではないだろう。彼女が人一倍努力家であることは、学院で一緒に過ごしてきたカミトが一番よく知っている。

「それで、なにを作る気なんだ？」

「え、えっと、ね……マ、マカロニグラタンを作ってみようと思うの」

「……グラタンか。料理の初心者には、ちょっと難しいんじゃないか」

「大丈夫よ、もう火のコントロールは完璧なんだから。そ、それに……」

　と、クレアはうつむき、胸の前でひとさし指をもじもじと絡ませた。

「うん？」

「カ、カミト、好きだって言ってたわよね、グラタン」

「え？　あ、ああ……って、よく覚えてるな、そんなこと」

　たしか、学院に編入してきたときの自己紹介で、そんなことを口にした気がする。

「お、覚えてるに決まってるでしょ……」

「さすが優等生だな」

「そ、そうじゃなくて……も、もういいわっ、とにかく、今日の夕飯は、あんたの好物のグラタンよ。いいわね？」

「ああ、割とマジで楽しみにしてるぞ」

　ぽん、とクレアの頭に手をのせると、クレアはふあっと変な声をあげた。

「そ、それじゃ、あたしは買い物をしてくるわ。……ふんふん、クリームソース、チーズ、マカロニ……モモ缶、カニ缶、マヨネーズ缶♪」

　嬉うれしそうに鼻歌を歌いながら、商店街のほうへスキップしていく。

（……うん、なんだか、ちょっと不安になってきたぞ）

　胸中で唸うなってから、カミトはレスティアのほうを振り返った。

「さて、俺おれたちは学院に戻るか。……それとも、ちょっと学院都市を見ていくか？」

「……え？」

　きょとん、と首を傾かしげるレスティア。

「いや、さっきから、物珍しそうに街を見てたから、興味があるのかなってな」

「……ええ、いろいろなお店があって、見ているだけで、とても面白いわ」

　レスティアは素直に頷うなずいた。

「じゃあ、少しこのへんを散歩していくか」

「……いいの？」

「ああ、あの様子だと、夕飯まで結構時間がかかりそうだしな」
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　──と、そんなわけで。カミトはレスティアを連れ、街を案内することにした。

　都市の中心部に近付くにつれ、さすがに人ごみが多くなってくる。陽ひが落ちて暗くなってからも、まだ復興作業は進められているのだ。

　通りを歩く人々の中に、軍服を着た騎士の姿が目に付く。学院都市に駐屯する軍人ではなく、帝都から新たに派遣された騎士だろう。軍用精霊の襲撃を受けた駐屯部隊の機能は、あの日以来、ほとんど麻ま痺ひしていた。

「……すごい人ね……きゃっ……」

　危うく人にぶつかりそうになったレスティアの手を、カミトはとっさに掴つかんだ。

　そのまま、彼女をぐいっと引き寄せる。

「あ、あの……」

「ここは人が多いからな。しっかりつかまってろよ」

「……え、ええ……」

　戸惑うように頷うなずくレスティア。

　ふと、カミトの脳裏に、ある懐かしい思い出がよぎった。

「逆だな、あのときと」

「……あのとき？」

「ああ。六年前に一度、君と帝都に行ったことがある」

　──それは、カミトが九歳の頃ころ、六年前の〈精霊大祭〉の日。セレモニーに使われる軍用精霊を奪取するという〈教導院〉の任務を受けたときのことだった。

　大勢の人ごみと、生まれて初めて見る帝都の大きさに圧倒されながら、まだ少年だったカミトは、レスティアに手を引かれ、通りを歩いたのだった。

「……そう。私はあなたと、そんなに昔から出会っていたのね」

「最初の頃は、喧けん嘩かばかりしてたけどな」

　カミトは苦笑した。もっとも、実際は喧嘩というか、一方的に雷撃を浴びせられてばかりだったのだが。

「見て見て、あそこ──」「夜の魔王がまた新しい女の子を連れているわ」「メイドさんの格好なんてさせて」「同級生には飽きたのかしら？」「さすが魔王ね……」

　と、道のあちこちで、そんな囁ささやき声が聞こえてきた。……学院の生徒たちだ。

「……魔王？」

「頼む、気にしないでくれ」

　首を傾かしげるレスティアに、うめくように応えるカミト。

「でも、あの娘こたち、魔王って……」

「……と、とにかくここを離れよう！」

　カミトはレスティアの手をひき、早足に歩きはじめた。
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　中央の広場を抜けて、商店街に出ると、いい匂いが漂ってきた。

　軍用精霊に壊された建物の跡地に、たくさんの露店が出ているのだ。

　見れば、露店はなかなか繁盛しているようだ。日中、街の再建に携わっていた人々が腹を空すかせ、夕暮れになって集まってきたのだろう。

「とてもいい匂いがするわ」

　レスティアが興味深そうに露店を眺める。

「ひょっとして、お腹なか空いたのか？」

「……っ!?」

　カミトが訊たずねると、彼女はほんのわずかに頬ほおを赤らめた。

「そ、そんなことないわ……！」

「まあ、昼食をとったのも結構前だしな。クレアの料理も時間がかかりそうだし、なにか軽く腹に入れとくか──」

「だ、大丈夫よ！　私、そんなつもりじゃ──」

　むきになって否定するレスティア。

　だが、彼女と何年も過ごしてきたカミトには、お見通しだ。

「わかったわかった……」

「……～っ、ち、違うのに……」

　カミトは苦笑して、近くにあるクレープの露店に足を向ける。

　──と、そのとき。カミトの右腕が、くいっと強くひっぱられた。

「まあまあ、遠慮するなよ──って……ん？」

　ふと、違和感に気づく。

　レスティアの手を握っているのは、左手のはずだ。

　……くいっ。くいっ。と、こんどは二度引っぱられる。

「……？」

　カミトが振り向くと、

「カミト、私もとてもお腹なかが空すきました」

「エ、エスト！」

　カミトの腕を掴つかんでいるのは、輝く白銀の髪の美少女だった。

　神秘的な紫紺ヴイオレツトの瞳ひとみが、カミトをじーっと無表情に見つめている。

「もう回復したのか？」

「はい、よく眠りました、カミト」

　こくっと頷うなずく剣精霊。ジルニトラとの戦いで力を消耗し、ずっと剣の状態のままでいたのだが、ようやく復活したようだ。

「……この娘こが、剣の精霊さん？」

　と、そんな二人のやり取りに、レスティアが口を挟む。すると、エストは彼女の存在に初めて気づいたのか、メイド服姿のレスティアをじーっと見つめ、

「……闇精霊」

「初めまして、剣精霊さん」

　レスティアはぺこりと頭を下げた。

「初めまして──ではありません、闇精霊」

　ゴゴゴゴゴゴゴゴ……！

　途端、エストの全身から凄すさまじいオーラが放はなたれる。

　かつて、魔王を滅ぼした伝説の聖剣の剣圧は、周囲の一般人が振り向くほどだ。

「……えっと、け、剣精霊さん？」

　怯おびえたレスティアは思わず、カミトの腕をぎゅっと握る。

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……！

　それを見たエストは、ますます強烈なオーラを放はなちはじめた。

（……そ、そうだ！　もともとこの二人は、一触即発の仲だったんだ！）

「──カミト、そこをどいてください。その闇精霊を滅ぼせません」

「ま、まてまて、エスト、これには深いわけがあってだな──」

「……？」

　と、小首を傾かしげるエスト。

「その、いまのレスティアは、過去の記憶を全部失ってるんだ」

　カミトの口にした、その言葉に──

　エストの怒りのオーラが少し弱まった。

「……記憶を？」

「ああ、俺おれやエストのことだけじゃない、自分が精霊であったことさえ忘れてるんだ。だから、過去の因縁のことは、いまは忘れてくれ──」

「……」

　エストは、ゆっくりとレスティアのほうに向きなおった。

「闇精霊、あなたは、本当に精霊だった頃ころの記憶がないのですか？」

「え、ええ……」

　と、戸惑った様子で頷うなずくレスティア。

「カミトを何度も襲ったことも、嫌がる私のニーソを無理やり脱がそうとしたことも？」

「わ、私、そんなことをしたの!?」

　レスティアはショックを受けたように訊きき返した。

（あー、脱がせてたな。〈浮遊島ラグナ・イース〉で……）

「……」

　エストは、そのまま、レスティアの目をじっと見つめると──

「……そう、ですか。本当に記憶を」

　ぽつり、と呟つぶやく。

「──では闇精霊、あなたは、私と同じなのですね」

「エスト……」

　──私と同じ。その言葉の意味を、カミトはすぐに理解した。

　そう。エストもまた、本体である存在と切り離され、過去の記憶のほとんどを失った状態で、カミトと契約することになったのだ。

　その境遇はたしかに、いまのレスティアと重なるものがあるのかもしれない。

「闇精霊──」

　エストは、レスティアに向かってびしっと指をさし、

「記憶を失っている間は、カミトのそばにいることを認めます。ですが──」

　と、無表情に口を開く。

「忘れないでください。私のほうが、お姉さんです」

「……お姉さん？」

　きょとん、とするレスティアをそのままに、エストは露店のほうへ歩いていく。

「……」

「──ま、認めてくれたみたいだな」

　カミトはレスティアの頭にぽんと手をのせ、苦笑した。

「カミト、私はクレープが食べたいです」

「……わかった、わかった」

　エストのあとを、あわてて追うカミト。

　クレープ屋に近付くと、カミトの耳に、聞き覚えのある声が聞こえてきた。

「おいしいクレープ、頬ほっぺたのおちる、焼きたてのクレープはいかがですかー？」

「……って、なんでおまえがここにいるんだ!?」

「……はわっ、カ、カミト様!?」

　クレープ屋で売り子をしていたのは、メイドのキャロルだった。
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「まさか、もう戻ってこられるなんて……」

「……で、キャロルはなにしてるんだ、こんなところで？」

　カミトが呆あきれて訊きくと、キャロルはにこっと微笑ほほえんだ。

「はい、お嬢様がいなくて退屈でしたので、アルバイトなどをしておりました」

「アルバイトするくらいなら、本職を真面目にしたほうがいいと思うぞ」

　と、半眼でつっこむカミト。

「お嬢様は、まだローレンフロストに滞在なさっているのですね」

「ああ、あっちは、これからいろいろ大変そうだからな」

　ローレンフロストであった出来事を、簡単に話して聞かせると、キャロルはどこからかハンカチをとりだして涙ぐんだ。

「……ううっ、お嬢様、ローレンフロスト家のご当主として、とてもご立派です」

「キャロルも、リンスレットを見習って真面目に働けよ」

「はい、頑張ってこのクレープ屋さんを、繁盛させてみせます！」

　ぐっと拳こぶしを握るキャロル。

「いや、そうじゃなくてだな……」

「あ、私がアルバイトをしていることは、お嬢様には内緒でお願いしますね♪」

　キャロルは唇に人差し指をあて、にこっと微笑んだ。

「……まあいいけどな。じゃあ、クレープをサービスしてくれよ」

「それとこれとは別です！」

「……そういうところは、しっかりしてるんだな」

　やれやれと肩をすくめると、エストがまた、服のそでをくいくいっと引っぱった。

「カミト、クレープはまだですか？」

「……ああ、悪い。二人とも、どれがいい？」

「私はオトーフのクレープを所望します」

「……さすがに、オトーフはないと思うぞ」

「オトーフはありませんが、マシュマロならありますよ」

「じゃあ、それを頼む。レスティアはどれにするんだ？」

「わ、私は……その……」

　看板のメニューを見て、その種類の豊富さに戸惑うレスティア。

「こちらの、チョコバナナのクレープがおすすめですよ♪」

「えっと、では、それにするわ」

「マシュマロのクレープとチョコバナナのクレープですね」

　キャロルは火を精霊鉱石を起動すると、鉄板の上で手際よくクレープを作りはじめた。

「キャロル、精霊鉱石を扱えたんだな」

「ええ、専門の訓練は受けていませんが、簡単な精霊魔術くらいは使えるんですよ」

「精霊使いの資質はあるのか。……というか、お菓子を作れたのも意外だな」

「はい、普段から、お嬢様のおいしいお菓子を食べていますので」

　──と、そんな会話をしているうちに、早くもクレープができあがった。

　ほんのりと焦げ目のついたクレープ生地。バナナやイチゴなどのフルーツに、たっぷりとはみだした生クリーム。チョコチップのトッピングがとてもうまそうだ。

「どうぞ、あつあつのうちに食べてくださいね」

「落とさないように気をつけて食べるんだぞ」

「カミト、嬉うれしいです♪」

「あ、ありがとう……」

　エストははむはむと無表情にクレープを齧かじり、レスティアのほうは、初めて見る食べ物に、ちょっと戸惑っている様子だ。

「……はむっ」

　意を決したように頬ほお張ばると、生地からあふれた生クリームが頬についてしまう。

「ほら、頬ほっぺた──」

　と、指先でレスティアの頬をぬぐうカミト。

　瞬間、彼女の顔が真まっ赤かになった。

「……～っ!?」

「どうした？」

「な、なんでもないわ……」

　レスティアは恥ずかしそうにうつむくと、こんどはエストの食べ方を真ま似ねして、はむはむと食べはじめた。

「……おいしい」

　レスティアの表情が自然とほころぶ。

　と、その様子をじーっと見ていたエストが、

「闇精霊、私もそれを食べてみたいです」

「どうぞ、剣精霊さん」

「……いいのですか？」

「ええ」

　こくりと頷うなずき、レスティアは、食べかけのクレープをエストに差し出した。

「では、闇精霊は、このマシュマロのクレープをどうぞ」

　クレープをとりかえっこして、はむはむと食べる二人の契約精霊。

　……その様子は、まるで仲のいい姉妹のようだ。

「ふふっ、仲よしなんですね♪」

　キャロルも、そんな二人をほほえましく見守っている。

　そんな彼女にカミトは向きなおり、

「そういえば、俺おれたちが留守の間、こっちでなにか変わったことは？」

　ふと気になったことを訊たずねる。
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　カミトがローレンフロストへ向かったのは、およそ五日前。そうそう変わったことが起きるとは考えにくいのだが、なにしろ、あんな事件があった直後である。不安に駆られた学院生の間で、決闘騒ぎなどが頻発しても不思議ではない。

「あの日以来、大きな事件は起きていません」

　キャロルは首を横に振った。

「ただ、やはり、帝都から派遣される騎士の数は、日に日に増えていますね」

「……ああ、それは俺おれも感じたよ」

　先日のテロ事件で、学院都市は、多くの精霊騎士と軍用精霊を失った。その補充のために、帝都から軍の騎士団が派遣されているようだ。

「風王騎士団シルフイードの皆さんも頑張ってくださっていますし、街の治安は守られていますよ」

「……そうか。ま、とくに変わったことがなくてよかったよ──」

　──と、カミトが安あん堵どの息をついた、その矢先。

「た、大変だー！」

「学院で叛はん乱らんが起こったぞ！」

　通りの向こうで、そんな大声が聞こえ、大きなざわめきがわき起こった。

「……叛乱？」

　その物騒な言葉に、カミトは眉まゆをひそめる。

「な、なにがあったんでしょう？」

「……さあな。二人とも、ひとまず学院に戻るぞ」

「カミト、私はまだクレープを食べおわっていません──」
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　エストとレスティアを連れ、急いで学院に戻ると、門の前で騒ぎが起きていた。

　学院生が正門にバリケードを築き、帝国の騎士と激しく揉もめているようだ。

　甲かつ冑ちゆうを着た〈風王騎士団〉の団員は、なんと精霊まで召しよう喚かんして、バリケードを壊そうとする帝国騎士を牽けん制せいしている。

　……まさに一触即発の事態だった。

（……なにがあったんだ？）

　カミトが戸惑っていると、

「あ、カミト──」

　重そうな買い物袋を抱えたクレアが、こっちへ駆け寄ってきた。

「クレア、これは一体、どういうことだ？」

「学院生の一部が、学院長の投獄に抗議しているのよ」

「……は？」

　カミトは耳を疑った。

「グレイワースが……投獄？」

「これよ──」

　と、クレアは、懐からくしゃくしゃになった紙を取り出した。

　帝都の発行している機関紙の号外だ。その見出しに、カミトは目を瞠みはった。

「……なっ!?」

　帝国第二王女フィアナ・レイ・オルデシア、および元〈十二騎将ナンバーズ〉筆頭騎士グレイワース・シェルマイス卿を、皇帝暗殺未遂で逮捕。

　カミトはクレアから号外を受け取ると、その記事を丹念に読み込んだ。

　──記事の内容はこうだ。

　帝国第二王女フィアナ・レイ・オルデシアは、帝国議会の最中に魔精霊を解放し、皇帝陛下の暗殺を謀った。第二王女の部屋から、反アルネウス派貴族の連判状が発見されたことから、事件の背景には、皇位継承問題に関する対立があったと推測される。

　また、第二王女の解放した魔精霊は、グレイワース卿の契約精霊であったことも判明し、彼女も共謀者の一人として投獄された。

「な、なんだよ、これは──！」

　カミトは思わず、機関紙を握り潰して叫んだ。

「あたしにも、なにがなんだか、わからないわ」

　クレアは首を振った。

「でも、こんなのなにかの間違いよ、フィアナは王族の地位を捨てたがってたのに──」

「──ああ、おそらく、何者かに嵌はめられたのだろうな」

「……ふああっ！」

　突然、聞こえてきた声に、クレアは小さく飛び上がった。

　と、クレアの影の中から、スーツ姿の女性が音もなく現れる。

「フレイヤ先生！」

　影精霊の使い手、レイヴン教室担任のフレイヤ教師だ。

「先生、どういうことですか、何者かに嵌められたって──」

「私も情報を収集中だ。クレア・ルージュ、いまは落ち着け」

「落ち着いてなんていられないわ！　だって、フィアナが──」

　──と、そのときだ。バリケードの外で、小規模な爆発音が鳴り響いた。

　学院生側の誰だれかが、精霊魔術を放はなったのだ。

「やめろ馬ば鹿か者、精霊魔術など使うな！」

　周囲が騒然とする中、学院生の暴走を止めようと、エリスが叫ぶ。

「で、でも、騎士団長──」

「学院長を投獄するなんて、許せません！　正式な裁判もなしに──」

「帝国騎士団は横暴よ！」

（……っ、まずい状況だな）

　カミトは、不安そうに怯おびえるレスティアを、背後に下がらせた。

　カミトにとっては認めがたいことだが、学院生の多くは、ランバール戦争の英雄である〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉に対して、尊敬と憧れの念を抱いている。その人気のほどは、あの〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉に匹敵するほどだ。

　そのグレイワースを投獄したとなれば、学院生の怒りが爆発するのも無理はない。

　だが、学生側の暴走は、帝国騎士団に制圧の口実を作ってしまうことになる。

「──クローディア様、連中は精霊魔術を行使しました。ご命令を」

「正当防衛です。ただちに暴徒を連行しなさい」

　クローディアと呼ばれた、上級騎士の甲かつ冑ちゆうを着けた女は、冷徹な声で命令した。

　配下の精霊騎士たちが、一斉に精霊魔装を展開する。

　これにはバリケードの内側の少女たちも、さすがに怯ひるんだ。学院生の中に、本職の精霊騎士とまともに戦える者など、ほとんどいない。契約精霊を召しよう喚かんし、まして精霊魔装を展開できるのは、上級生か、ほんのひと握りの優秀な生徒だけだ。

「な、なにをするっ、学院の自治権を侵犯する気か──」

　エリスが必死に叫ぶが、帝国騎士団は容赦なくバリケードを破壊する。

「クローディア卿、部下を引かせろ！」

　エリスは相手側の騎士団長に向かって訴えた。

　クローディアと呼ばれた騎士の甲冑には、翼を広げた鷲わしの紋章が彫られている。

　ファーレンガルト家の紋章だ。つまり、現当主の娘であるエリスにとっては、本来、下の身分にあたる騎士なのだろう。

　だが、配下の騎士達たちは、エリスの訴えを無視し、反抗する学院生たちをつぎつぎと乱暴に捕ほ縛ばくしていく。腕をねじられた少女が悲鳴を上げた。

「……っ、このっ──」

　たまらず、エリスが〈風翼の槍レイ・ホーク〉を召喚した、そのときだ。

　灼しやく熱ねつの炎が虚こ空くうに生まれ、騎士団の前に立ち塞ふさがった。

「いい加減にしなさいよ、あんたたち──」

　クレアの使役するスカーレットだ。激しい炎を噴き上げ、周囲の騎士を威い嚇かくする。

　学生のレベルを遥はるかに超えた、強大な精霊の気配に、騎士達は思わず後ずさった。

「クレア……！」

「──おまえは、〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉の妹ですね」

　だが、クローディアは微動だにせず、クレアを冷たく睨にらむ。

「それに、そこにいるのは、カゼハヤ・カミト──」

　と、こんどは、レスティアを背後に庇かばうカミトの方へ視線を走らせた。

「……だったら、なんだ？」

「ちょうどいい。上層部から、あなたたちの拘束命令が出ていたところです」

「……なに？」

「拘束って、どういうことよ！」

　クローディアは剣を抜き放はなち、その切っ先をカミトに突きつけた。

「皇帝陛下暗殺を企くわだてた、第二王女の仲間を、野放しにはできませんからね」

「……っ、フィアナは、暗殺なんて企てていないわ！」

「関係ありません。私はただ、軍の命令にしたがう駒ですので」

　クローディアがさっと剣を振ると、配下の騎士がカミトたちを取り囲む。

（……っ、精霊騎士が七人、そのうち手て練だれは三人ってとこか）

　相手方の戦力を冷静に計算しつつ、カミトはエストの手を握った。

「エスト、頼む──」

「はい、カミト。私はあなたの剣、あなたの望むままに──」

　カミトが解放の詞ことばを紡ぐと、エストの姿は光の粒子となって虚こ空くうへ消え、白銀の輝きを放つ〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉へと姿を変える。

「──たった一人でなにができる、かかれっ！」

　クローディアが叫ぶと同時、周囲の精霊騎士たちが仕掛けてくる。

　カミトは〈魔王殺しの聖剣〉に神威カムイを籠こめ、地面を蹴った。

「絶剣技三ノ型──〈影えい月げつ演えん舞ぶ〉！」

　閃ひらめく無数の斬閃。

　次の瞬間、襲ってきた騎士たちは、地面に倒れ伏していた。

「……馬ば鹿かな……精霊騎士の精鋭三人を、一瞬で!?」

「悪いが、俺おれは軍人相手に手加減はしないぞ──」

　カミトは〈魔王殺しの聖剣〉を構えなおし、残りの騎士たちを睨にらんだ。

「あたしもいるわよ」

　クレアも〈炎の鞭フレイムタン〉を手に、騎士たちを牽けん制せいする。

「……さすが、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉優勝者、一筋縄ではいかないようですね」

　クローディアは肩をすくめ、剣の切っ先を地面に下ろした。そして──

「ですが、こういう方法もあるのですよ──」

　パチリ、と指を鳴らす。

「──きゃあっ！」

　背後でレスティアの悲鳴があがった。

「……っ、レスティア！」

　振り向くと、レスティアの首に、半透明の蛇のような精霊が巻き付き、喉を絞め上げている。帝国騎士団の使役する、諜ちよう報ほう用の小型軍用精霊だ。

「……あ、くっ……ううっ……」

「素性は存じませんが、その娘は、あなたの大切な存在のようですね」

「……っ、てめえ！」

　カミトは声を荒げ、眼前のクローディアを睨む。

「精霊魔装を解きなさい、カゼハヤ・カミト──」

「くっ……！」

　カミトは歯は噛がみした。

　レスティアへの注意が疎おろそかになっていた自分の責任だ。しかし、まさか軍に所属する精霊騎士が、人質などという卑劣な手段をとるとは──

「クローディア卿！」

　と、エリスが非難の声をあげた。

「ファーレンガルトの騎士たるあなたが、このような真ま似ねを──」

「私は騎士としての職務を果たすだけです、エリスお嬢様」

「……っ、なんだと……」

「……くっ……うう、う……！」

　喉を絞められたレスティアが、苦しそうに喘あえぐ。闇精霊であった頃ころの彼女なら、下級の軍用精霊など、たやすく塵ちりにできただろう。だが、いまのレスティアは──

「……っ、わかった！　それ以上は、やめろ……！」

　カミトは〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉を地面に突き立て、両手を上げた。

　クローディアは即座に配下の騎士に命令を下す。

「カゼハヤ・カミトを捕らえなさい、〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉の妹もです！」

「ちょ、ちょっと、何するのよ……きゃあっ！」

　カミトとクレアの二人は、たちまち軍の拘束術式に捕らえられてしまった。
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「……っ、う……ん……」

　暗く、陰いん鬱うつな部屋の中で、フィアナは目を覚ました。

　決して狭くはないが、異様な圧迫感を感じる、そんな部屋だ。

　窓はなく、日の光は一切入ってこない。唯一の光源は、燭しよく台だいの上で発光するいくつかの精霊鉱石の光のみだった。

　帝都オストダキアの中心に位置する、アレイシア大祭殿。その地下に設けられた〈隔かく離り世よの宮みや〉は、かつては、王族に連なる姫巫み女この修行のために使われていた場所である。

　石の床ゆかに刻まれた刻印によって〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉との繋つながりは完全に断たれ、契約精霊を召しよう喚かんすることはおろか、精霊魔術の行使も不可能だ。

　先代皇帝の時代、この部屋を使った姫巫女が、修行中に命を落とす事故があって以来、長く開かずの間となっていた場所だった。

（……姫巫女を幽閉しておくには、とても都合のいい場所ね）

　本来であれば、皇帝の暗殺を企くわだてた者は、〈バルサス監獄〉の最下層に投獄されるのが通例だ。しかし、監獄は先日起きた襲撃事件によって半壊し、まだ修復の目め処どがたっていなかったのである。

「……くっ……あっ……！」

　身をよじると、手首が激しく痛む。

　フィアナの身体からだは、魔術を編み込まれた鎖で縛られ、天井から吊つるされていた。会議のとき身に着けていた純白のドレスは、無残に破れている。おそらく、乱暴に連行されたとき、破れてしまったのだろう。

（……あれから、どのくらい経たったのかしら？）

　……意識が朦もう朧ろうとしている。

　精神操作の魔術か、あるいは、なんらかの薬物を使われたのかもしれない。

　──あの後、フィアナはすぐに捕らえられ、この部屋に幽閉された。

　騎士たちの話によれば、フィアナの部屋からは、反アルネウス派貴族の連判状が発見され、そこに名前を連ねていた大物貴族たちも、全員投獄されたという。

　コンラッド卿は、自室で服毒自殺をしているのが発見された。宰さい相しようは今回の暗殺事件の首謀者であり、計画の失敗を知って自殺を決意したのであろう、というのが帝国騎士団の発表した見解だった。

　無論、そんな説明を信じたわけではない。宰相の目的は、あくまで、聖国の傀かい儡らいとなったアルネウスの皇位継承を阻止することのはずだ。

（……宰相は愚かな人ではないわ。皇帝の暗殺なんて、そんな乱暴な方法──）
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　──しかし、だとすればなぜ、宰さい相しようはフィアナにあの〈精霊王の血ブラツド・ストーン〉を渡したのか？

（……宰相は、あの中に、魔精霊が封印されているのを知らなかった？）

　とすると、宰相も何者かの奸かん計けいに嵌はめられたのだろうか。あの魔精霊の暴走は、フィアナ派の貴族を一網打尽にするための、アルネウス派の自作自演だとでも──

　腑ふに落ちないことはまだあった。

（暴走した魔精霊は学院長の契約精霊だった──）

　おそらく、アルネウス派にとっては、いまなお政治に絶大な権限を持つ〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉の存在も邪魔だったのだろう。ゆえに、魔女の使役した魔精霊を使うことで、グレイワースにも罪を着せることに成功した。しかし、魔神級精霊──それもあの〈黄昏の魔女〉の契約精霊を、どのような方法で封印したのだろうか──

　朦もう朧ろうとする意識の中で、無数の疑問が頭をよぎる。

　──と、そのとき。〈隔かく離り世よの宮みや〉の扉が、重々しく開く音がした。

「……!?」

　薄暗い空間に、外からの光が射し込み、フィアナは思わず目を細める。

「くくっ……なかなかよい眺めだな、わが妹よ──」

　その声が聞こえた途端、フィアナは嫌悪に顔をしかめた。

　大おお袈げ裟さに手をひろげながら入ってきたのは、アルネウス・レイ・オルデシアだ。

　アルネウスは、吊つるされたフィアナを無遠慮に眺め、愉快そうに笑う。

　フィアナはありったけの敵意を込めて、兄の顔を睨にらみ据えた。

「兄上──いえ、アルネウス皇帝陛下とお呼びしたほうがいいかしら？」

「皇帝ではないさ。いまはまだ、な──」

　そう笑うと、アルネウスは息がかかる距離まで顔を近付けて、

「だが、我が父上はお前の呼び出した魔精霊の瘴しよう気きにあてられ、床とこに伏せておられる。後継者に俺おれを指名するのは時間の問題だろう──」

「ご機嫌ね。この計画を考えたのは、あなたの背後にいる聖国かしら？」

「……っ！」

　途端、アルネウスの顔が引き攣つる。

「……っ、ふん、そこで処刑の日数でも数えてろよ、ロスト・クイーン」

　憎々しげにそう吐き捨てると、彼は扉を乱暴に閉めて出ていった。
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「アルネウス殿下──」

〈隔離世の宮〉を出たところで、そんな声が聞こえてきた。

　アルネウスが視線を向けると、石柱の陰から、騎士の制服を着た女が姿を現す。

　魔性を思わせる艶つややかな黒髪に、ほの暗い炎を湛たたえたダークブルーの瞳ひとみ。

　帝国騎士団〈十二騎将ナンバーズ〉の一人、レシュキル・ハーシュキルト卿だ。

「おお、レシュキル卿──」

「殿下の先ほどの演説、とてもお見事でした」

　と、彼女は唇に妖よう艶えんな笑みを浮かべ、賛辞の言葉を口にした。

　──数時間前に行われた、大陸諸国の代表を集めての演説のことである。彼は、父であるオルデシア皇帝が床とこに伏せったことに悲嘆の涙を流し、暗殺未遂の首謀者である第二王女を激しく糾弾した。

「レシュキル卿、そなたもよくやってくれた。魔精霊が暴走したときは、さすがの俺おれも肝を冷やしたが──」

「あれは所しよ詮せん、精霊鉱石に封印された力の影──〈化身〉に過ぎません。さすがに、〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉の精霊の本体と戦えば、〈十二騎将〉でも無事にはすみませんので」

「…そうか。まあ、それにしても、迫真の演技だったぞ」

　アルネウスがニヤリと笑う。

「しかし、あのまま、皇帝陛下を殺してしまってもよかったのでは？」

「……いや、殺すのは最良の手ではない」

　アルネウスは首を横に振った。

「父上には、俺を後継者に指名するという、大事な役目があるからな。もっとも、あの魔精霊に間近で死の瘴しよう気きをあてられれば、もはや再起は不可能だろう」

「たしかに、死んでいるのと同じことですね」

　くすっ、と妖艶な微笑ほほえみを浮かべるレシュキル。

　その猛毒を孕はらんだような微笑に、アルネウスは背筋に寒さむ気けを覚える。

　──が、それも一瞬のこと。彼女はすぐに彼から離れると、

「では、わたくしはこれで。誰だれかにこの場を見られると怪しまれますので」

　優雅に一礼して、また柱の陰に消えてしまった。

（……味方ながら、恐ろしい女だ）

　アルネウスは、額ひたいの汗を拭き、胸中で唸うなった。

　彼女はアルネウス派の協力者だが、アルネウス自身の味方ではない。

　レシュキル卿は、あのルーリエ・リザルディアの手駒の一人であり、それはつまり、聖国の息がかかった者、ということだ。

（……いまは後ろ盾の聖国も、俺をどうする気なのか）

　アルネウス自身は、聖国がなにを目もく論ろんでいようと、それに興味はない。ただ皇帝になりたいという人並みの野心があっただけだ。

　そのために聖国を利用した──つもりだった。

「──首尾よくまいりましたな、アルネウス殿下」

「……!?」

　突然、背後から聞こえてきた声に、アルネウスはぎょっとした。

　振り向くと、いつのまにそこにいたのか、杖つえを手にした壮年の男の姿があった。

　アルネウスは背筋を凍らせた。その男は、アルネウスの配下が毒殺したはずの帝国宰さい相しよう、コンラッド卿であったのだ。

「……っ、趣味が悪いな、枢機卿殿。それに不用心だ。誰だれかにその姿を見られたら──」

「大丈夫、ここには誰もいないわ」

　コンラッド卿の姿をしたそれは、可か憐れんな少女の声を発した。

　途端、宰相の姿がぐにゃりと歪ゆがみ、その姿を一瞬で変化させる。

　目の前に現れたのは、純白の聖服を身に纏まとった、可憐な少女だった。

　外見は十二、三歳ほどだろうか。燦さん然ぜんと輝く黄金色の髪。神秘的な紫紺ヴイオレツトの右目。しかし、その左目は武骨な眼帯で覆われている。

　神聖ルギア王国の枢すう機き卿きよう──ミレニア・サンクトゥス。

　アルファス教国で起きたシェーラ・カーンのクーデターに協力し、ルーリエ・リザルディアと共に学院襲撃事件を主導した、あの〈異界の闇〉を宿す少女であった。

　彼女の手にあるのは、不気味な白しろ無む垢くの仮面だ。

「ふふっ、なかなか便利よ、シェーラから貰もらったこれ。姿形だけでなく、影を奪った者の記憶や人格をも模倣することができるのね──」

　アルネウスは知らぬことだが、彼女の手にしているその仮面は、魔精霊〈バルダンデルス〉の精霊魔装〈混沌の仮面プロテウス・マスクス〉。精霊剣舞祭ブレイドダンスにおいて、クイナ帝国の〈四神スーシン〉を奸かん計けいに嵌はめ、〈チーム・スカーレット〉を苦しめた、シェーラ・カーンの精霊魔装だった。

　宰相がアルネウス派に利用された、というフィアナの推測は、ある意味で的を射ていたといえよう。昨晩、フィアナの寝室を訪れたのは、コンラッド卿に姿を変化させたミレニア卿であり、本物の宰相は、前日にすでに暗殺されていたのだ。

「第二王女派の貴族はみんな投獄されたわ。あなたの邪魔をする者は、もう誰もいない」

「う、うむ、神聖ルギア王国の支援には、感謝している」

　と、ぎこちなく頷うなずくアルネウス。たしかに、聖国の支援なくしては、アルネウスが皇帝の座に着くことは困難だった。それは事実だ。

　だが、彼は年とし端はもゆかぬこの少女の存在が、なぜか空恐ろしく感じられた。

「では、約束通り、魔女はこちらに引き渡してもらえるかしら」

　と、少女はアルネウスを見上げ、そんなことを口にした。

「ああ、わかっている。あの女の身柄はすでにグァース・ギバイの塔に移送させた」

「それは重ちよう畳じよう。では、しばらく私は塔に籠こもらせてもらうわ」

「しかし、本当にあの女を生かしておく必要があるのか？　精霊契約の力を失ったとはいえ、あの魔女のことだ、いずれ俺おれたちの脅きよう威いになりかねん──」

　アルネウスは困惑した様子で訊たずねた。この少女の姿をしたものは、魔女の身柄を手に入れ、一体何をしようというのか──

「それは、あなたに関係のないことよ。皇帝陛下──」

　くすり、と可か憐れんな微笑を浮かべるミレニア。

　瞬間、アルネウスはゾッとするような怖おぞ気けを覚え、

「そ、そうだな、たしかに、俺おれには関係のないことだ……」

　こくこくと壊れた人形のように頷うなずくのだった。
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　──カミトたちが騎士団に連行されてから、数時間後。

　学院都市付近の上空に、一隻の軍用飛ひ行こう艇ていが姿を現した。

　奇妙な船だった。オルデシア軍所属の飛行艇ではない。

　船体の形は、ランバール戦争時代に多く使われた戦闘艦のようだが、船せん籍せきは剥はぎ取られ、船底には大規模な改修をほどこした痕跡がある。しかも、その船首に飾られているのは、一般的な〈精霊王〉の彫刻ではなく、炎を纏まとう獅し子しの頭部を模した彫刻であった。

　船は雲を散らしながら、ゆっくりと影のように進む。

　船の甲板には、二人の人影があった。

　真しん紅くの仮面を装着した女と、騎士の甲かつ冑ちゆうを身に着けた女だ。

「──どうした？」

「学院都市に潜入させた配下の報告だ。全員、オルデシアの軍に捕らえられたと」

　仮面の女が、手にした精霊鉱石を懐にしまう。オルデシア軍が正式採用している、遠距離交信用の精霊鉱石だった。

「ひと足遅かったか。……レン・アッシュベルは軍の施設に？」

「おそらくな──」

「──では、私が出よう」

「いいのか？　帝国の騎士団が相手だぞ」

「構わん。私はもう騎士としての生き方は捨てた身だ。それに──」

　と、甲冑の女は、指先で心臓のあたりに触れ、

「これの試験運用には、ちょうどいい──」

　鋼はがねを思わせる、冷徹な声で呟つぶやいた。






第五章　静寂の要塞サイレント・フオートレス






「ここで大人おとなしくしているがいい、夜の魔王──」

　精霊魔術によって拘束され、騎士の一団に連行されたカミトは、軍の施設内にある、金属製の扉のある部屋に乱暴に押し込められた。

　エストは取り上げられ、後ろ手に手錠もかけられている。この状態では、いかにカミトといえど抵抗することはできなかった。もっとも、たとえ抵抗できたとしても、レスティアを人質にとられている以上、どうすることもできないのだが。

　金属の扉が閉められると同時、扉の表面に刻まれた魔術方陣が光を放はなった。

（──封絶結界か。面倒な……）

　冷たい石の床ゆかに転がされたまま、カミトは胸中で毒づく。

　これでは、精霊刻印の共鳴によって、エストの居場所を感知することもできない。

　床を這はうようにして移動すると、扉のそばへ身を寄せた。

　扉の向こうにいる気配は一人。精霊騎士ではなく、ただの衛兵のようだ。

「クレアたちはどうした？　手荒な真ま似ねはしてないだろうな」

　と、扉の向こうに声をかけると、

「貴様の知るところではない」

　衛兵のそっけない言葉が返ってくる。

「皇帝暗殺未遂ってのは本当なのか？　帝都では一体何が起こっている？」

「うるさい、黙っていろ」

　今度は、乱暴に扉を蹴られた。

（……余計なことを喋しやべるタイプじゃなさそうだ）

　カミトはため息をつくと、上半身を起こして扉に背を預けた。

　ここで暴れたところでなんの意味もない。来きたるべきときに備えて、いまは体力を温存しておくべきだろう。

（……しかし、マズイことになったな）

　状況は最悪だった。

　フィアナが権力闘争に巻き込まれ、何者かに嵌はめられたのは間違いない。

　このままでは、まともに裁判が行われることもなく、彼女は処刑されるだろう。

（……ここから帝都まで、最低でも四日はかかる）

　それに、帝都にたどり着いたところで、軍の警備をかいくぐり、彼女を救い出す方法を考えなくてはならない。

　……それ以前に、どうやってここを脱出するかが問題だ。

（フィアナ……）

　いつもカミトのことをからかい、ときに元気づけてくれるお姫様の顔を思い浮かべ、身を焦がすような思いに駆られる。

　──と、そのときだ。

「……ト……カゼハヤ・カミト──」

　不意に、背後で声が聞こえた。

　扉の向こうからではない。まるで、耳もとで囁ささやかれているような感覚だった。

　カミトは背後の扉を見た。そこには誰だれの姿もない。

　あるのはただ、自分の影だけだ。

　だが、その影に、カミトはある違和感を覚えた。

　この独房の光源は、天井近くにある格子から漏れる、わずかな照明の光だけである。

　しかし、その影は不自然なほど扉にくっきりと映り込み、まるでその空間だけが、ぽっかりと人型に切り取られたかのような印象を受けるのだ。

「……なあ、ひょっとして──」

「声をたてるな、馬ば鹿か者が」

　影がひと差し指をたて、シッと沈黙のポーズをとった。

　すぐにその正体を察したカミトは、言われた通りに声を潜め、

「──フレイヤ先生」

　と、担任教師の名を囁いた。

　そう、学院の模擬戦闘試験などで、何度か見たことがある。

　この奇妙な影の正体は、フレイヤ教師の影精霊──〈影の隷属者シヤドウ・サーヴアント〉だ。

　影は小さく頷うなずく素振りを見せると、

「遅くなってすまんな。封絶結界の中で精霊を使役するのは、さすがに困難だった」

「まさか、軍の施設の中に潜入してるのか？」

「いや、私は施設内にはいない。学院都市のある場所から、この精霊を遠隔操作しているんだ。君が捕ほ縛ばくされたとき、影の中にこっそり潜ませておいたのさ」

　影はカミトの手錠を素早く外すと、どろりと形を崩し、扉の下のわずかな隙すき間まから外に出る。──直後、静かに鍵の開く音がした。

「急げ。精霊騎士が気付く前に脱出しろ」

「……悪い、恩に着る」

　カミトはすっと立ち上がった。

「でも、いいのか？」

「なにがだ？」

「こんなことしたら、先生の立場が危うくなるんじゃ──」

「私が忠誠を捧ささげているのは帝国ではない。あくまで、学院長ただ一人だよ」

　床ゆかに映った影は肩をすくめるしぐさをして、そう答えた。





　　　　◇






　学院校舎の三階にある、学院長室で──

「──クローディア、学院の占拠など、私は承諾しないぞ！」

　エリスは騎士団長の座る執しつ務む机を激しく叩たたいた。

「あなたの承諾は必要ありませんよ、エリス様」

「……っ、なんだと！」

　眉まゆひとつ動かさないクローディアに、エリスはぐっと言葉を詰まらせる。

　カミトたちが拘束された、その直後。

　アレイシア精霊学院は、帝国騎士団によって占拠された。

　門の前で抗議活動をしていた学生は全員逮捕され、ほかの学生たちも、現在は寮での謹慎を命じられている。

　また、学院の風紀を守る〈風王騎士団シルフイード〉はその活動を禁止され、エリスは騎士団長の地位を解任されたのだった。

「私は帝国騎士としての責務を果たしただけです」

　と、クローディアは冷ややかに言った。

「責務？　ろくに抵抗もできない学院生を、逮捕することがか？」

「やむをえないでしょう、精霊魔術を使ったのは、彼女たちのほうです」

「……っ、そもそも、なぜ学院長が投獄されなければならないのだ！」

「第二王女殿下と共謀し、皇帝陛下の暗殺を企くわだてたため、と聞いておりますが」

「冤えん罪ざいだ。彼女がそんなことをするはずがない」

「第二王女殿下は、エリス様のご学友でしたね。それで、話は終わりですか？」

　エリスは、反射的に手を振り上げて──

　息を吐きながら、ゆっくりと机の上におろした。

　そして、震える声で呟つぶやく。

「……入れろ」

「……？」

「私も、カミトたちと同じ牢ろう獄ごくに入れろ！」

「なにを言い出すかと思えば──」

　呆あきれたように首を振るクローディア。

　だが、エリスは言葉を続ける。

「あのとき、私も騎士団に抵抗したはずだ。私だけが投獄されないのは不公平だろう。それとも、ファーレンガルト家の息女だけは特別扱いか？」

「……強情な」

　クローディアは苛いらだたしげに呟くと、パチリと指を鳴らした。

　と、すぐに学院長室の扉が開き、二人の精霊騎士が入ってくる。

「彼女を軍の施設へ連行するように。少し、頭を冷やしていただきます」
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「……こんなの、納得できないわ！」

　固く閉ざされた牢ろう獄ごくの扉に向かって、クレアは怒鳴った。

　カミトが閉じ込められていたのと同じ、軍の施設内にある牢獄だ。

　カミトのように手錠まではされていないものの、〈封絶結界〉によって契約精霊とのリンクは遮断されており、〈スカーレット〉を呼び出すことはもちろん、精霊魔術の行使もできないようにされている。

（……あの焔を使えば、たぶん出られるけど）

　クレアは自身の両手に目を落とした。エルステイン家に伝わる、精霊魔術とは源の異なる異能の力。──炎さえも焼き尽くす、虚きよ無むの焔ほのお。

　だが、この牢獄を脱出したところで、外にいる精霊騎士の集団はどうにもならない。

「……っ、ここから出しなさいっ、消し炭にするわよ！」

　扉をガンガン叩たたいたり、蹴ったりしてみるが、返ってくる声はない。

　やがて疲れたのか、クレアはため息をつき、その場にへたり込んだ。

「……ごめんなさい、私が捕まったせいで──」

　と、部屋の隅にうずくまって座るレスティアが謝った。

「べつに、あんたのせいじゃないわ。悪いのは横暴な騎士団の連中なんだから」

　クレアはレスティアのほうを振り返り、

「でも、あんたが力を取り戻せば、こんな牢獄、簡単に抜け出せるんだけどね」

　と、肩をすくめてみせる。

「私に、そんな力が？」

「ええ、あんたは闇属性の高位精霊だったんだから。本来の力を出せば、並の精霊騎士なんて圧倒できるわよ、あの黒い雷でバリバリバリーッって──」

「……なんだか、怖いわ」

　レスティアはうつむき、怯おびえるように呟つぶやいた。

「ま、まあ、無理に思い出すこともないと思うわ、ごめん」

　と、気まずそうに謝るクレア。

（……な、なんだか、闇精霊と二人きりっていうのも、不思議な感じね）

　クレアは内心で戸惑っていた。もともと、人見知りな少女である。はっきりとした敵であった頃ころはまだしも、記憶を失った彼女に、どう接していいのかわからない。

（……カミトの大切な女の子、なのよね）

　ふと、そんなことを考えて、胸がきゅっと苦しくなる。

（あたしよりも、ずっとずっと昔から、カミトと一緒に過ごしてた──）

　……ぐう。

　なんだか可愛かわいい音が響き、クレアはハッとした。

「なに、お腹なか空すいたの？」

「あ、そ、その……」

　あわてた様子で、頬ほおを赤くするレスティア。……そういえば、まだ夕食を食べていなかったなと、クレアはそんなことを思い出した。

「えっと、これ、食べる？」

　クレアは制服の胸ポケットから、油紙に包んだビスケットを取り出した。ローレンフロストの城で、リンスレットが作ったのをもらってきたのだ。

「いいの？」

「あたしも食べるわ、半分ずつね」

「あ、ありがとう……」

　ビスケットを齧かじりながら、クレアは口を開いた。

「大丈夫よ。きっとエリスがなんとかしてくれるわ」

　なんといっても、エリスは帝国騎士団に大きな影響力を持つ、ファーレンガルト家の令嬢なのである。彼女が上に交渉してくれれば、すぐにここを出してもらえるはずだ。

　と、そんな楽観的なことを考えていた、そのときだった。

　叩たたいても叫んでも、なんの反応もなかった牢ろう獄ごくの扉が、軋きしむような音をたてて開いた。

「……エリス！」

　クレアは立ち上がって声を上げた。

　扉の外に現れたのは、まさにそのエリスだったのだ。

「遅かったわね、エリス。待ちくたびれたわよ」

　と、声をかけるクレア。

　だが、すぐに彼女の様子がおかしいことに気付く。

「いや、その、すまない──」

「……へ？」

　エリスは中に入ってくると、牢獄の隅に膝をかかえて座り込んだ。

　直後、扉が外から閉められ、ガチャリ、と鍵のかかる音がした。

「ちょ、ちょっと、どういうこと？　なんであんたまで投獄されてるのよ」

「わ、私は信念を通したまでだ……」

　言って、気まずそうに顔を背けるエリス。

「あ、あんた……まさか……」

　彼女の性格から、なにがあったかをなんとなく察して、クレアは頭を抱えた。

「ば、ばかっ、あんたがここに来たら、誰だれが助けてくれるのよ！」

「そ、それは、だな……すまなかった」

　いちおう、反省はしているのか、エリスは小声で謝った。

「だ、だが、私はこの行動を後悔はしていないぞ──」

「……はあ。まったく、馬ば鹿か正直なんだから」

　クレアは頭をかかえたまま、呆あきれたようにため息をつく。

「ま、あんたらしいけどね……」





　　　　◇






「──まだ、反応はないか？」

「ああ、この近くにはいないみたいだ」

　影精霊に先導されて通路を駆けながら、カミトは右手の刻印に意識を集中した。

　エストとのリンクはまだ繋つながらない。

　少なくとも、この近くにはいないということだ。

（……あるいは、エストも〈封絶結界〉に閉じ込められてるのかもな）

　その場合、相当な近距離まで近づかなければ、居場所をたどることは難しい。

　衛兵に見つからぬよう気配を消し、通路の死角を使って移動する。

　まだ脱走には気付かれていないようだが、それも時間の問題だ。

「ここはどうだ？」

　と、倉庫のような部屋を発見し、カミトは足を止めた。

　影精霊はするすると鍵穴に入り込み、たちまち鍵を解除する。

「さすが、元〈暗部〉の特務騎士。こういうのはお手の物だな」

「ほう、気づいていたか？」

　カミトの言葉に、フレイヤの影精霊は意外そうな声を上げる。

「身のこなしで分かるよ。連中とは昔、何度もやりあったことがあるんでな」

「帝国の特務騎士と？　君は一体どんな人生を送ってきたんだ」

「……いろいろあったんだよ」

　肩をすくめ、カミトは倉庫に足を踏み入れた。

　通路の壁から外した照明用の精霊鉱石を起動し、中を照らすと、床ゆかに大量の樽が並べられていた。おそらく、塩漬けの肉などを保存しているのだろう。

　エストの姿はない。どうやら、ここも外れらしい。

「くそ、急がないと──」

　倉庫を出ようとした、そのときだ。

　外で聞こえた激しい足音と叫び声に、カミトは足をとめた。

「男の精霊使いが逃げたぞ！」「捕獲しろ、生死は問わぬ！」

「……っ、もう見つかったか」

　予想よりも早い。先ほど倒してきた衛兵などと違い、相手は訓練を受けた精霊騎士だ。精霊魔装がない徒手空拳の状態で戦うのは、カミトといえど、さすがに厳しい。

（……だが、この状況は、そう悪いことばかりじゃない）

　いまは帝国騎士団の注意が、カミト一人に集中しているということだ。隙すきができれば、同じく囚とらわれているクレアたちにも、脱出のチャンスが生まれるだろう。

「フレイヤ先生、クレアたちも、この施設のどこかに囚われているはずだ。先にそっちを助けに行ってくれないか」

「ふむ、だが、お前はどうする？」

「俺おれは一人でエストを探す。エストさえ取り戻せば、俺のほうはなんとでもなる」

「たいした自信だな。まさか、この施設の精霊騎士全員と戦うつもりか？」

「そいつは、さすがにご勘弁願いたいけどな──」

　と、苦笑するカミト。

「俺がしばらく騎士団の連中の注意を引きつける。クレアたちを脱出させて、学院都市の外、〈精霊の森〉のあの泉で落ち合うよう伝えてくれ──」

「あの泉？」

「クレアならわかる」

「……わかった。無理はするなよ」

　そう言い残すと、影精霊はカミトの影から離れ、音もなく通路の陰に消え去った。

　カミトはそれを見送ると、

「──ま、潜入と攪かく乱らん工作は、もともと俺の本職だしな」

　小声で呟つぶやき、こちらも移動を開始する。

　カミトを探す騎士たちの声と足音は、だんだんと増えつつあった。

　だが、その物音は、カミトに位置を知らせてしまうことになる。

（──どうやら、バラバラに分かれて俺を探してるみたいだな）

　聞こえてくる足音から、カミトはそう判断した。

　軍属の精霊騎士は普通、二人、あるいは三人一組の戦術単位ユニツトを組んで行動する。契約精霊の属性による弱点を補い、その力を十分に引き出すためだ。

　たとえば、水属性が苦手な火属性の使い手は、水属性に対して優位な地属性の使い手と組む、というように。

　だが、騎士たちは、いまのカミトが精霊を使役できないことを知っているため、捜索の効率のほうを優先させたのだろう、たしかに、その判断は合理的だ。

（──ただし、相手が〈教導院〉の出身者でなければな）

　カミトは武器精製ウエポン・ワークスの魔術を唱え、両手に短剣を生み出した。

　敵の各個撃破は〈教導院〉の戦闘技能者の基本戦術だ。たとえ精霊魔装がなくとも、攪乱程度のことはできる。

　と、通路の向こうから早速、一人の騎士が姿を現した。

「──見つけたぞ、男の精霊使い！」

　カミトが武器を手にしているのを見た騎士は、両手を突き出し、問答無用で〈火炎球〉の精霊魔術を放はなってきた。瞬間、灼しやく熱ねつの炎が炸さく裂れつする。

　──が、すでにカミトはそこにはいない。壁を蹴って跳躍し、紙一重で炎を回避すると、燃え盛る爆炎に紛れ、魔術の短剣を投とう擲てきする。

（──さて、どこまでやれるかな）





　　　　◇






　遠くで鳴り響いた爆発音に、クレアはハッと顔を上げた。

「……なにが起きているの？」

　あわてて扉に近付くと──

　扉の隙すき間まから突然、不気味な黒い影が現れた。

「ふ、ふああっ！」

「どうした、クレア!?」

　クレアの悲鳴に、エリスが鋭く叫ぶ。

「な、なんか、外から変なのが──」

「変なのとはご挨あい拶さつだな、クレア・ルージュ」

「……え？」

　クレアはきょとんとする。不機嫌そうなその声に、聞き覚えがあったのだ。

「ひょっとして、フレイヤ先生？」

「正解だ。補講は免除してやろう」

　隙間から侵入した影は、みるみるうちに人の姿に変化した。

「先生、助けに来てくれたのね！」

「ああ。騒ぎが起きているいまのうちに、さっさとここを脱出しろ」

「は、はい！」「わかりました！」

　クレアとエリスは頷うなずくと、鍵の開いた扉を勢いよく開け放はなった。

　影精霊は床ゆかに移動し、クレアたちを導くように通路へ出る。

「ほら、闇精霊、早く行くわよ──」

「え、ええ……」

　クレアはレスティアの手を引くと、通路を進む影を追って駆けだした。

　走りながら、床を這はう影に訊きく。

「先生、カミトは？　それに、さっきの爆発は一体──」

「あいつは先に脱出させた。いまは派手に暴れて、騎士たちの目を引きつけてくれているんだろう。剣精霊を奪還したら、お前たちと外で落ち合うつもりだ」

「そんな……！」

　カミトの強さはもちろん知っている。

　けど、たった一人で騎士団と戦うなんて──

「一人で大丈夫なのですか？　私たちも一緒に戦ったほうが──」

　と、エリスが口にしかけるが、

「余計な心配はするな。奴やつの行動を無駄にしたくなければな」

　影精霊は首を振るしぐさをして、そう答えた。……たしかに、下へ手たに動いて、せっかくの脱出の機会をふいにしては、もとも子もない。

「……わかったわ。落ち合う場所は？」

「〈精霊の森〉の、あの泉だと」

「……あの泉？」

　クレアは一瞬、考えるように眉まゆをひそめ、

「……なるほど、あの泉ね」

　すぐに理解する。カミトとクレアが最初に出会った御禊みそぎの泉のことだ。

（……た、たしかに、あそこなら誰だれにも見つからないけど）

　あのとき、カミトに裸を見られたことを思い出し、クレアの頬ほおがカアッと熱くなる。

　──と、そのとき。通路の向こうから、足音が聞こえてきた。

「……おのれっ、どうやって牢ろう獄ごくの扉を──」

　曲がり角から現れたのは、精霊魔装を手にした騎士だ。

「……っ、見つかったようね。でも、たった一人なら──」

「ああ、強行突破するぞ！」

　叫び、エリスはその手に〈風翼の槍レイ・ホーク〉を呼び出した。

「闇精霊、あんたは後ろに隠れてなさい──」

　クレアも〈炎の鞭フレイムタン〉を召しよう喚かんし、即座に振るう。

　真しん紅くの斬閃が空気を斬り裂き、眼前の騎士に襲いかかった。

「吹けよ、熱砂の風──〈乱舞する砂嵐デザート・ストーム〉！」

　騎士が精霊魔術を唱える。通路に凄すさまじい砂嵐が巻き起こり、クレアの視界を閉ざした。

　騎士の姿は砂嵐の向こうに隠れ、炎の鞭はむなしく虚こ空くうを薙なぐ。

「なかなかやるわね──」

「クレア、先生の影精霊が──」

　エリスが鋭く叫ぶ。

　吹き荒れる砂嵐は、床ゆかを這はう影を容赦なく覆い尽くしてしまった。

「フレイヤ先生──」

「……ここまで、か……あと、は、お前たちで──」

　ノイズ交じりの声が、途中で途切れる。

　もともと戦闘タイプではない影精霊、しかも、離れた場所からの遠隔操作だ。影が維持できなくなれば、あえなく消滅してしまう。

「くっ──」

　クレアは歯は噛がみして、砂嵐の向こうに目を凝らした。

「まずいわね、あの砂精霊、あたしのスカーレットとは相性が悪いわ！」

「ああ、気をつけろ、くるぞっ──」

　エリスが〈風翼の槍レイ・ホーク〉を構え、叫んだ。刹せつ那な、視界を覆う砂のカーテンの中から、巨大な砂岩の腕が突き出される。

「……っ、このっ──」

　エリスの槍が、弧を描いて砂岩の腕を薙なぎ払う。

　──が、手ごたえはない。斬った腕は、すぐに周囲の砂を集めて再生すると、クレアの身体からだを拳こぶしで殴り飛ばした。

　横殴りに吹っ飛ばされ、壁に叩たたきつけられるクレアの身体。

「……か、はっ──！」

「クレア！」

「……へ、平気……よ、こんなの──」

　クレアは床ゆかに膝をついたまま、精霊魔術を詠唱した。

「永えい劫ごうの火を宿す炉ろより出でよ──〈焔獄の猟犬ヘルハウンド〉！」

　虚こ空くうから生まれた炎が、二頭の猟犬に姿を変え、荒れ狂う砂嵐の中に飛び込んだ。どこまでも標的を追い続ける、自動追尾型の炎獣だ。

　と、地面から突き出た砂岩の腕が、咄とつ嗟さに向きを変え、炎の猟犬の前に立ちふさがる。灼しやく熱ねつの炎は砂岩に阻まれ、あえなく握り潰された。

　──だが、それはクレアの狙いだった。

　視界のほぼ消えた状態で、あの砂岩の腕を、あれほど精密にコントロールできるはずがない。あれはある程度自動オートで目標を攻撃し、使役者を守る性質を持つはずだ。

　それはつまり、使役者が攻撃されれば、自動オートで防御してしまう、ということ──

　砂嵐に隠れても、居場所の目星が容易についてしまう、ということだ。

「エリス、いまよ──」

「──そこかっ、ファーレンガルト流槍そう術じゆつ〈飛天槍〉！」

　地面から突き出した砂岩の腕めがけ、エリスは旋風を纏まとう槍を投げ放はなった。

　渾こん身しんの神威カムイを込めて放たれた〈風翼の槍〉は、砂岩の腕を貫通し、砂嵐の奥に隠れた騎士に、烈れつ風ぷうの刃を叩きこんだ。

「ああああああああああっ！」

　響き渡る絶叫。吹き荒れる砂嵐が霧散し、視界が一気に晴れる。

　通路には、甲かつ冑ちゆうを粉々に破壊され、仰あお向むけに倒れた騎士の姿があった。

「ちょっと、エリス、やりすぎじゃない？」

「威力は加減した。意識を失っているだけだろう」

　言いながら、エリスは石の床に突き立った〈風翼の槍〉を引き抜く。

「闇精霊、もう出てきても大丈夫よ──」

　クレアが背後に声をかけると、壁の窪くぼみに隠れていたレスティアが姿を現した。

「……強いのね、あなたたち」

「カミトはもっと桁けた違いよ──」

　クレアは肩をすくめると、通路の奥に目を向けた。

「急ぎましょう、騎士団の増援が来る前に──」
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　その頃ころ、さすがのカミトも、騎士団の包囲に、徐々に追い込まれていた。

「ええい、通路を閉鎖しろ！」

「夜の魔王を逃がすな！」

（……エスト、どこだ、応えてくれ！）

　壁に身を隠しながら、心の中でエストに呼びかける。

　だが、右手の精霊刻印はなんの反応も示さない。やはり、剣の状態で結界に閉じ込められているのだろう。広大な施設の中で、たった一本の剣を探すのは、不可能に近い。

（……このままだと、いずれ包囲されるだろうな）

　カミトは、足元に転がる騎士の身体からだを、通路の真ん中に目立つように放置した。気配を消し、背後からの奇襲で倒した騎士だ。完全に意識を失っている。

（……これで五人目。これだけ派手にやれば、そろそろ動くはずだが──）

　カミトが敢あえて目立つように行動しているのには、理由があった。一つは無論、クレアたちが逃げやすくなるため、もう一つは──

　──と、そのときだ。鋭えい敏びんなカミトの耳が、複数の足音を察知した。

　四、五人くらいだろうか。──三人より少ないということはあるまい。

（やれやれ、やっと動き出したか……）

　カミトは胸中で呟つぶやくと、ふたたび壁に身を隠し、足音に耳を澄ませた。

　先ほどまで、騎士団はバラバラに行動していた。カミトの実力を侮り、捜索の効率を優先させていたのだろう。

　では、いまのは、カミトを確実に倒すために小部隊を組んだということか──

　否、いくらカミトの力を恐れたといっても、精霊魔装を使えない相手に、さすがに五人は多すぎだ。広大な施設の中で、隠れるカミトを探すには、効率が悪すぎる。

　あれは、カミトを追うためではなく、なにかを守るための部隊のはずだ。そして、この状況下で、騎士団が敢えて五人もさいて守るものといえば、一つしかない。

　絶対にカミトの手に渡してはならないもの──〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉である。

　そう、これこそが、カミトのもう一つの狙いだった。騎士団にカミトに対する危機感を抱かせ、エストを守りに向かわせることが──

　カミトは遠くの足音に集中し、そのあとを追った。

（……しかし、精霊騎士が五人か。正面からやりあうのは、さすがにキツイな）

　実際、分の悪い賭けではあった。

　最良なのは、騎士団がまだカミトを侮っているうちに、エストの居場所を発見することだ。警戒心を高め、わざわざ守りを固めさせてしまうのは、決して上策とはいえない。たとえエストを奪還したところで、包囲を切り抜けられなければ、意味はないのだから。

　だが──

（……エストさえ手にすれば、あとはどうにでもなる）

〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉を取り戻せば、たとえ施設の精霊騎士全員が相手でも、切り抜けるだけの自信がカミトにはあった。

　気配を消し、慎重にあとをつける。部隊を組んでいる安心感からか、警戒心は薄く、カミトの接近にはまだ気づいていないようだ。

　やがて、騎士の部隊は、地下にある扉の前で足をとめた。魔術方陣の刻まれた、巨大な金属製の門だ。おそらく、封絶結界が張られているのだろう。

　ズキン──と、右手の精霊刻印が、ほんのわずかに疼うずく。

（……エスト？）

　物陰に隠れたカミトは、ハッとして、自身の右手に意識を集中した。

　……返事はない。だが、たしかに、エストの気配を感じる。

（……やはり、ここか──）

　エストはここにいる──カミトが確信した、そのとき。

「──そこに誰だれかいるのか!?」

　扉を守る騎士の一人が、鋭く叫んだ。

「……っ！」

　カミトは反射的に、物陰から飛び出した。

　直後、隠れていたその場所に光の矢が降り注ぎ、閃せん光こうが爆はぜる。

　──エストとの繋つながりが戻りかけたことで、かすかな神威カムイの気配に気付かれたようだ。

「お、お前は──！」

　姿を現したカミトに、光の矢を放はなった騎士が驚きよう愕がくの声を上げる。

「鋼はがねよ、わが手に力を──〈武器精製ウエポン・ワークス〉！」

　カミトは、両手に精霊魔術の短剣を生み出すと、床ゆかを蹴って加速した。

　扉までの距離は──九歩。

　たったの九歩。だが、訓練された精霊騎士相手には、遠すぎる距離だ。

（八歩、七歩──）

　極限まで研ぎ澄まされた意識が、周囲の時間をスローにする。

　身のこなしでわかる。おそらく、この五人は騎士団の中でも選よりすぐりの精鋭だ。

　同じ騎士でも、これまで倒してきた連中とは格が違う。

　接近するカミトめがけ、ふたたび光の矢が放たれた。カミトは瞬時に短剣を投げ放ち、矢の軌道をわずかに逸そらす。──頬ほおをかすめた矢が、背後で炸さく裂れつした。

（六歩、五歩、四歩──）

　剣や槍の精霊魔装を構えた騎士たちが、眼前に迫る。まともに打ち合えば、精霊魔術で生み出した短剣など、たやすく砕かれてしまうだろう。

　騎士の一人が剣を振り下ろす。

　刃が交差する、その寸前──カミトは前に進む足をとめた。

　意表を突かれた騎士は勢いを殺せず、そのまま床ゆかに刃を叩たたきつける。刃の先端がカミトの鼻先をかすめ、前髪が散った。

（この距離なら──）

　カミトは、扉に向かって右手を突き出した。

　精霊刻印にありったけの神威を込め、契約精霊の解放式を唱える。

「──冷徹なる鋼はがねの女王、魔を滅する聖剣よ！

　──いまここに、鋼の刃となりて、わが手に力を！」

　精霊刻印が激しい雷火を放はなち、視界が白く染まる。

　エストとリンクの繋つながる、たしかな感覚があった。

「──な、に!?」

　眼前の騎士が呻うめく。その目には驚きよう愕がくの色が浮かんでいた。

〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉──テルミヌス・エストは、最強の剣精霊だ。

　しかし、カミトとの不完全な契約のせいで、そのリンクは物理的距離によって制限されている。カミトの神威の供給がなければ、それはただのよく斬れる剣でしかない。

　だが、ひとたびリンクが繋がりさえすれば──

（この程度の〈封絶結界〉、簡単に破れるんだよ──）

　防護魔術を施された金属製の扉が、一瞬でひしゃげ、内側から爆はぜた。

　扉を破壊したのは、放射状に放たれた、幾筋もの漆しつ黒こくの雷撃だ。

「ば、馬ば鹿かなっ──！」「なんだ、この禍まが々まがしい黒雷は──」

　扉の近くにいた騎士たちは、荒れ狂う黒雷に撃たれ、つぎつぎと倒れていく。

〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉での情報から、カミトの剣精霊は、完全な近接武器だと思い込んでいたのだろう。カミトが手にしなければ、その力は発揮できないと。

（──それが、あんたたちの敗因だ）

　いまのエストは〈魔王殺しの聖剣〉ではなく──

　レスティアの力を継承した〈魔王剣デモンズ・ソード〉──テルミヌス・エスト・ツヴァイなのだ。

　カミトは、ほとばしる黒雷の中を駆け抜け、奥に安置されたエストの柄を握った。

「待たせたな、エスト──」

『はい、カミト──』

　リンクが完全に回復し、エストの声が頭の中に響く。

　カミトはそのまま、闇色の刃をした〈魔王剣〉を抜き放った。

　派手な物音に気付いたのか、周囲から大勢の足音が近づいてくる。

「目覚めたばかりで悪いが、もうひと働きしてもらうぞ、エスト──」
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『はい、カミト。私はあなたの剣、あなたの望むままに──』
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「急いで、増援の騎士がくるわよ──」

「ああ、こっちだ！」

　カミトが騎士の集団と大立ち回りを演じている一方で、クレアたちは地上の出口を目指して、施設の通路を走っていた。

　途中、何人かの精霊騎士と交戦したが、二人は息の合った戦術で、そのことごとくを撃破した。オルデシアの騎士を相手に、互角以上に戦えている。各国の精鋭と戦い抜き、精霊剣舞祭ブレイドダンスで優勝した経験は、二人の実力を飛躍的に向上させていた。

「──それにしても、こっちの警備はかなり手薄ね」

「ああ、かなりの数を、カミトが引き付けてくれているのだろう」

　と、前を走りながら頷うなずくエリス。

　フレイヤ教師の影精霊が消滅してしまったので、出口までの道案内は、エリスが召しよう喚かんした風の精霊頼りだ。精霊は施設の構造を把握しているわけではないが、風の通り道を探れば、そこが地上へ繋つながる出口のはずだった。もっとも、この施設に出口は幾つもあるため、どこに出るのかは運任せなのだが──

「闇精霊、大丈夫？」

「はあ、はあ……大丈夫、よ……」

　レスティアは気き丈じように応えるが、ずっと走り通しで、かなり苦しそうだ。

　……だが、休むわけにはいかない。騎士団の増援が来れば、さすがに勝ち目はない。

「もうすぐよ、頑張って」

「え、ええ……」

　物資の搬入路を抜け、地上へ続く階段を何度も上る。

　──と、階段を上りきった通路の先に、出口らしき大きな扉が見えた。

　扉の前には二人の精霊騎士がいる。

「あそこだな──」

「ええ、さすがに、出口はすべて固めているようね」

　エリスが風を纏まとい、前方めがけて一気に加速した。

「──凶まがツ風よ、狂え！」

〈風翼の槍レイ・ホーク〉を横一文字に振るい、無数の風の乱刃を解き放はなつ。

「……っ、我を守護せよ──岩石精霊！」

　騎士の一人が即座に反応し、契約精霊を召しよう喚かんした。

　虚こ空くうから出現した岩人形が、その巨体で風の刃を防ぐ。

「甘いわっ──」

　クレアは〈炎の鞭フレイムタン〉を出現させ、縦横無尽に振るった。真しん紅くの斬閃が通路の中を荒れ狂う。──と、次の瞬間、岩巨人の体たい躯くはバラバラに破壊され、虚空に散った。

　本来、炎精霊と岩石精霊との相性は最悪だ。だが、クレアはその巧みな鞭捌さばきの技量で、岩石精霊の関節を一瞬で切り離したのだ。そこへ──

「風よ、我が敵を薙なぎ払え──〈風王爆閃陣ウインド・ボムス〉！」

　エリスの放った精霊魔術が炸さく裂れつする。

　本来は広範囲に爆風を放つ攻撃魔術であるが、狭い通路の中で圧縮された風の塊かたまりは、前方の騎士二人を勢いよく吹っ飛ばし、扉に叩たたきつけた。

「はあっ──！」

　倒れた騎士を無視し、エリスは扉に向かって風の刃を放つ。

　だが、扉の表面には傷ひとつ付かない。ただの扉ではない。おそらく、軍船の装甲などにも採用されている〈錬魔銀ミスリル〉が使われているのだろう。

「……っ、破壊するには時間がかかりそうだな」

「待って、あたしがやるわ──」

　クレアが前に出ると、扉の中心に掌てのひらをあてた。

「……なにをする気だ？」

　怪け訝げんそうに訊きくエリス。

　クレアは集中するように目を閉じると、口の中で詞ことばを詠唱しはじめた。

「古いにしえの血に刻まれし、真なる焔ほのおよ、わが手に宿りて焔を喰くらえ──」

　──と、クレアの掌てのひらに、猛たけり狂う紅ぐ蓮れんの焔が生まれた。

　燃え盛る炎よりもなお紅あかく、禍まが々まがしき焔が。

「其そは、万物を無に帰す焔──〈終焉の真紅エンド・オブ・ヴアーミリオン〉！」

　紅蓮の焔が弾はじけ、〈錬魔銀ミスリル〉の扉が灼しやく熱ねつの色に染まる。

　次の瞬間、扉は真まっ赤かに焼け爛ただれ、あっさりと溶け落ちた。

「クレア、い、いまのは一体……」

「ちょっとした、奥の手よ……くっ……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやくエリスに返事をし、クレアはがくっと膝を落とした。

「だ、大丈夫か？」

「……はあっ、はあっ……消耗が激しいのよ、これ……」

「あとは基地の外に出るだけだ、もう少しだけ、頑張ってくれ」

　エリスはクレアの肩をささえ、施設の外に出た。

　外は月もなく、完全な闇夜だった。逃げるには好都合だ。

「運が良かったわね、このまま〈精霊の森〉に──」

「御お戯たわむれはそこまでにしてください、エリス様──」

「……っ!?」

　閃せん光こうが、闇の中を歩くクレアたちの姿を照らし出した。

　その眩まぶしさに、クレアは思わず、目を細める。それが、精霊鉱石を利用した軍用の照明弾だと理解するのに、数秒かかった。

　閃光が収まる。クレアはふたたび目を開き、そして、息を呑のんだ。

　数十人の衛兵と、精霊騎士の集団が、周囲をぐるりと包囲していたのだ。

「……搬入口から出ることを、読まれていたか」

「エリス様、おとなしく牢にお戻りください、さもなくば──」

　と、騎士団長クローディアは、精霊魔装のサーベルを抜き放はなった。

「ファーレンガルト公のご息女といえど、少々痛い目を見ることになりますよ」

「くっ……」

　眼前のクローディアを睨にらみながら、エリスが唇を噛かむ。

「……やるしかないみたいね」

　クレアは〈炎の鞭フレイムタン〉を手に、周囲の人数を数えた。

「騎士が八人、それに、衛兵が二、三十人ってとこかしら」

「クレア、さすがに勝ち目はないぞ──」

「……わかってる。でも、時間稼ぎくらいならできるかも」

　エリスと背中合わせに立ちながら、小声で囁ささやく。

「そうだな、カミトが間に合えば、あるいは……」

「愚かな──」
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　クローディアは首を振り、吐き捨てるように言った。

　抜き放はなったサーベルを上に掲げ、配下の騎士に命令を下す。

「捕えなさい！　エリス様を痛めつけてもかまいません。私が許可します」

　騎士たちが一斉に精霊魔装を展開した。

「さて、どこまで持ちこたえられるかな……」

　エリスが額ひたいの汗をぬぐう。

「闇精霊、あんたはそこでじっとしてなさい──」

　と、振り返ったクレアは、ある異変に気付く。

「……闇精霊？」

　クレアは訝いぶかしげに眉まゆをひそめた。

　この緊迫した状況の中、彼女は空を見上げていた。

　黄昏たそがれ色の瞳ひとみは大きく見開かれ、その表情は驚きよう愕がくに固まっている。

（……一体、なにを見ているの？）

　思わず、彼女の視線の先を追う。と──

「……なっ！」

　はるか頭上の空に現れたものを見て、クレアは絶句した。





　　　　◇






「な、なんだ、あれは!?」

「……なぜ、あんなものがここに!?」

　クレアと同じく、上空を見上げた衛兵たちが騒ぎはじめた。

　基地の真上に浮かぶそれは、流線型のフォルムをした、一隻の巨大な船だった。

「軍用の飛ひ行こう艇ていだと!?」

　驚きよう愕がくのうめきを上げるクローディア。

　ということは、少なくとも、あれは帝国騎士団の船ではないようだ。

「学院都市に飛行許可は出していないぞ、船せん籍せきはどこのものだ！」

「オルデシア船籍ではありません、あれは──」

　──と、そのとき。頭上で停止した飛行艇の底部が、ゆっくりと開き始めた。

「……っ、なにか出てくるわ！」

　クレアがハッとして叫んだ。

　次の瞬間、巨大質量の物体が船底から切り離され、基地の上に投下された。

「伏せろ！」

　クロ─ディアが鋭い声を発する。直後。

　ズウウウウウウウウンッ──！

　すさまじい轟ごう音おんが鳴り響き、地面が激しく震動した。

「くっ──な、なんだ!?」「なんなのよ!?」

　クレアたちは両手で顔を覆い、吹き飛んでくる土砂から身を守る。

　爆炎のようにたちのぼる土煙。闇の奥で、眩まばゆい閃せん光こうが明めい滅めつした。

　クレアは、闇の奥に目をこらし──そして、その姿を視認した。

　そこに在ったのは──

（……な、なに!?）

　──それは、地上に君臨する〈要塞〉だった。

　幾重にも重ねられた漆しつ黒こくの防御装甲。強烈な光を放はなつ〈炉心リアクター〉。

　全身の各部位には大小無数の砲門が突き出し、主砲と思われる大型のキャノン砲は、騎士団長クローディアとその配下の騎士たちに、ぴたりと照準を合わせていた。

　ズンッ──と、分厚い装甲に守られた巨大な脚部が、基地の屋上にめり込む。

　その圧倒的なまでの威圧感に、その場の誰だれもが動きを停止した。

「クローディア様、あ、あれは一体……」

　騎士の一人が緊迫した声で訊たずねる。と──

「精霊機甲エレメンタル・パンツアー──〈ジャガーノート〉。初めての実戦稼働にしては、悪くない手応えだ」

　その威圧的な外観とは対照的な、美しく澄んだ声が、大気を震わせた。

　両目を覆うバイザーが開き、輝くプラチナブロンドの髪が風に舞う。

　バイザーの中から現れた、その顔に──

　騎士たちは全員、息を呑のんだ。

「ば、馬ば鹿かな……なぜ、彼女がここに──！」

　──誰だれもが彼女を知っていた。少なくとも、噂うわさに聞いたことはあったはずだ。

　かつて、その圧倒的な力でアレイシア精霊学院に君臨し、恐るべき鉄の規律で〈風王騎士団シルフイード〉を指揮した騎士団長がいたことを。

　畏い怖ふ、あるいは憎悪を込めて呼ばれる、その称号は──〈静寂の要塞サイレント・フオートレス〉。

　アレイシア精霊学院〈最強〉の精霊使い。

「──ヴェルサリア・イーヴァ！」

　クローディアの喉から、驚きよう愕がくの声が漏れる。

「……あ、義あ姉ね上うえ!?」

　エリスも鳶とび色いろの目を見開き、信じられないという表情だ。

「な、なぜ、あなたがここに──」

　クローディアが声を震わせる。

　凄せい烈れつな光を放はなつ蒼氷アイスブルーの瞳ひとみが、クローディアを冷たく見下ろした。

「──ふたたび戦場に戻るために。私の中の騎士道と、信念を貫くために」

「……なんだと？」

　クローディアは歯は噛がみすると、配下の騎士たちに向かって叫んだ。

「彼女は反逆者です、捕らえなさい！」

「し、しかし……」

「恐れることはありません、あんなものは、所しよ詮せんただの虚こ仮け脅おどしです！」

「──はっ！」

　クローディアに叱しつ咤たされ、騎士たちは即座に反応した。巨大な〈要塞〉の姿に圧倒されつつも、戦闘態勢をとる。

「義姉上っ！」

〈風翼の槍レイ・ホーク〉を手に、飛び込もうとしたエリスの腕を、クレアが咄とつ嗟さに掴つかんだ。

「な、なにをする！」

「ばかっ、あんなのに近付いたら、こっちまで巻き込まれるわよ！」

　ヴェルサリアを取り囲んだ精霊騎士たちが、一斉に襲いかかった。

　同時。要塞の〈炉心リアクター〉が眩まばゆい閃せん光こうを放ち、全身の砲門が開放される。

「──っ、伏せて！」

　クレアが叫ぶ。

　直後、無数の砲門が火を噴いた。

　鳴り響く轟ごう音おん。地面が大きく抉えぐれ、基地の建物が一瞬で破壊される。爆風は騎士と周囲の木々を薙なぎ倒し、夜空は一瞬、白昼のように白く染まった。

「きゃあっ！」

　悲鳴を上げるレスティア。クレアは飛んでくる石の破片から、彼女を庇かばう。

　──砲撃が止まった。

　クレアが、ゆっくりと目を開くと──

　縦横無尽に放はなたれた砲撃は、ほんの数秒で、基地を焦しよう土どに変えてしまっていた。

「な……」

　その凄すさまじいまでの破壊力に、さしものクローディアも言葉を失う。

　否、恐るべきは、その破壊力よりも、砲撃の精度だった。これほど広範囲を砲撃したにも関かかわらず、有象無象の衛兵には、一切直撃させていないのだ。

「なんだ、あの力は……」

　クローディアは愕がく然ぜんと地面に膝をついた。

「あなたは、呪装刻印に手を出し、精霊契約の力を失ったはずだ！」

「そう、自身の愚かさによって、私はたしかに精霊契約の力を失った」

　ヴェルサリアが、ズンッ──と、地面に着地した。

「あるいは、これも禁きん忌きの力といえるのかもしれん──」

「禁忌の力……だと？」

「クローディア、配下の騎士を退かせろ。私も無駄な犠牲者は出したくない」

　ヴェルサリアが静かに告げる。

「……っ、な、なにをしている！　反逆者を取り囲め！」

　クローディアは激情に駆られて叫んだ。

　だが、誰だれも動かない。半数は先ほどの砲撃に倒れ、運よく残った者も、あの恐るべき超火力を前に、挑もうという気さえ起きないようだった。

「おのれ……！」

　──と、そのとき。

「──三人とも、無事か！」

　暗闇の向こうで声が聞こえた。

　カミトだ。白銀の光を放つ〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉を手に、こっちへ駆けてくる。

「カミト、無事だったのね」

「悪い、待たせちまったな──って、なんだこれは？」

　カミトは、焦土となった地面と、累々と倒れた騎士たちを見て、疑問の声を上げた。

　ヴェルサリアは、カミトに視線を向けると、

「ほう、基地を強襲する予定だったが、すでに脱出しているとは好都合だ」

　呟つぶやき、目をつむる。

　──と、〈要塞〉は光の粒子となって、虚こ空くうに消滅した。

　地面に降り立ったのは、学院の制服に身を包んだ、美しい女騎士だ。

「……ヴェルサリア!?　なんであんたがここに──」

　驚きの表情を浮かべるカミト。

　背後のクレアとエリスを振り向くが、彼女達たちも首を横に振る。

「ここで話している時間はない。いますぐあれに乗れ──」

「……あれ？」

　ヴェルサリアの視線を追って、カミトは上を見上げた。

　上空を飛ぶ飛ひ行こう艇ていが、ゆっくりと基地に降下してくるところだった。

　学院都市にはけたたましいサイレンが鳴り響き、基地からは照明弾が打ち上がる。じきに帝国騎士団の増援がここに押しよせて来るだろう。

「……選択肢は、ないみたいだな」
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第六章　レヴァナント






　側面から降ろされた金属製のタラップを上り、カミトたちは飛ひ行こう艇ていに乗り込んだ。

　全員が乗り込むと同時、船体が大きく揺れる。

　動力の精霊機関が唸うなりを上げ、船はふたたび、浮上をはじめた。

「……すごい……空飛ぶ船なのね」

　手て摺すりから下を見下ろしたレスティアが、感嘆の声を上げる。

　いまの彼女は、飛行艇を見るのも、乗るのも初めてなのだろう。

「これ、軍用飛行艇よね。王室の遊覧艇とは作りがぜんぜん違うわ」

「クレアは、王室の船に乗ったことがあるのか？」

「……昔、一度だけね。エルステインの領地がまだあった頃ころよ」

「船体は、ギガース級の中型戦闘艇に似ているな」

　エリスが顎あごに手を添えて呟つぶやく。

　貴族の中で唯一、飛行艇の保有を許された家の出身だけあって、さすがにくわしい。

「ギガース級？」

「ああ、ランバール戦争時代の骨こつ董とう品ひんだ。昔はオルデシア軍にも配備されていたが、今は廃棄されたか、教国あたりに売り払われたと聞いている」

「──見て、学院都市から、飛行型の軍用精霊が出てきたわ！」

　と、クレアが真下を見て叫んだ。

　見ると、いままさに、巨大な翼を備えた二体の石の怪物──ガーゴイル型の軍用精霊が、基地から飛び立とうとしているところだ。

「クローディアが差し向けたようだな」

「ちょっと、こんなゆっくり飛んでたら、すぐに追いつかれるわよ！」

「安心しろ。この船の性能では、どのみちガーゴイルは振りきれん」

「ぜんぜん安心できないわよ──って、きゃあ!?」

　突然、船体が激しく揺れ、強烈な重力がかかった。カミトはなんとか持ちこたえるが、ほかの三人はバランスを崩し、一気に倒れ込んでくる。

「……おわっ！」

　そのまま、床ゆかに押し倒される。

「ふああっ、カミト、どこ触ってるのよ！」

「は、破廉恥だぞ、カミト──」

「えっと、ご、ごめんなさい……」

　三人を抱きとめたカミトの腕や顔に、女の子たちのむぎゅむぎゅとした感触が押しつけられる。カミトはあわてて身体からだを起こすと、近くの手て摺すりに掴つかまった。

「……も、もうっ、ば、ばか……」

　スカートの裾すそを直しながら、顔を真まっ赤かにして呟くクレア。

「不可抗力だろ……しかし、なんだいまの加速は──」

　風が唸り、雲がどんどん後ろへ吹き飛んでいく。飛ひ行こう艇ていを追ってきたガーゴイルの姿も、学院都市の夜景も、あっという間に遠ざかり、見えなくなってしまった。

「馬ば鹿かな……ランバール戦争時代の旧型艇だぞ、こんなスピード出せるはずがない」

　エリスが呟つぶやいた、そのとき。

「──お待たせしました、皆さん」

「……え？」

　突然、聞こえてきたその声に、カミトたちは顔を見合わせた。

　振り向くと、船内へ続く階段の上に、一人の少女が立って、こちらを見下ろしていた。

　年齢は十四、五歳、くらいだろうか。肩口で短く切った黒髪。軍服のようなジャケットに、丈の短いキュロット。無駄な装飾を一切排除した、機能的な服装だ。

「……何者だ？」

　警戒心を露あらわにしたエリスが、強い口調で訊きく。

　だが、少女はまったく動じた様子もなく、ぺこりと頭を下げると、

「──マスターに案内を仰せつかりました。こちらへどうぞ」

　感情の欠落した無機質な声で、そう答えた。





　　　　◇






　カミトたちは、少女のあとに続き、船内の狭い通路を進んだ。追ってきた軍用精霊を振り払い、安定飛行路に入ったのか、先ほどのような機体の揺れは、ほとんど感じない。ただ、精霊機関の上げる轟ごう音おんは、奥に進むにつれ大きくなった。

　しばらくして──

「……なあ、質問してもいいか？」

　と、前を歩く少女に向かって、カミトが口を開く。

「どうぞ、答えられることでしたら」

「その、マスターってのは何者だ？　どうして俺おれたちをこの船に連れてきた」

「それはマスターから直接お聞きください」

　少女は振り向きもせず、淡々と答えた。

「……わかった、質問を変えよう。……君は何者だ？」

「私はマスターの駒、それ以上でも以下でもない、道具です」

（……道具、ね）

　その返答で、カミトは少女の素性にある確信を抱いた。

　感情の欠落した、無機質な表情。足音をたてない特殊な歩方と、随所に見え隠れする、野生動物のような身のこなし。

　なにより、さっき姿を現したとき、彼女は完全に気配を消していた。

（……彼女はおそらく、あの施設の出身者だ）

　──だとすれば、マスターとやらの正体にも、なんとなく察しがつく。

「軍船なんて、どこで手に入れたんだ？」

　と、カミトはまた訊たずねた。マスターに会う前に、少しでも情報が欲しい。

「この〈レヴァナント〉は、マスターが〈骸連盟マーダーズ〉の幹部と交渉して購入しました」

「〈レヴァナント〉──それが船の名前か」

「随分、改造してあるようだけど──」

　と、こんどはクレアが訊きく。

「マスターがエルフィム種族の技術者を引き抜き、改造させました。外観は旧型ですが、動力の精霊機関には、最新の精霊工学が応用されているそうです」

「精霊工学……もしかして、あのヴェルサリアの〈要塞〉も？」

　クレアの呟つぶやきに、エリスがハッと反応した。

「そ、そうだ、義あ姉ね上うえはどこだ？　姿が見当たらないが──」

「……あねうえ？」

「さっき、船底のコンテナに収納されただろう──」

　少女は、ああと納得したように頷うなずくと、

「ヴェルサリア様は、医療室でメンテナンス中のはずです、いまは会えません」

「メンテナンス？　……どういうことだ？」

「〈精霊機甲〉の稼働は、使用者の肉体に過度の負担がかかるのです。本来の活動限界は一分程度──先ほどはそれをオーバーしていましたので」

「な、なんだと!?　義姉上は一体、ここでなにをしているのだ！」

　と、少女を詰問するエリス。

　だが、少女はエリスを無視して、通路の途中にある部屋の前で足をとめた。

「しばらく、ここでお待ちください。マスターをお呼びしますので」

　ドアを開け、カミトたちを中に通すと、自分はまた通路のほうへ戻っていく。

　足を踏み入れたカミトは、部屋の中を見回した。

　そこは、軍用艇に備えられた部屋にしては、比較的大きな広間だった。楕だ円えん形けいの大きなテーブルに、革張りの椅い子すが六つ置かれている。ほかに調度品の類たぐいは一切ない。

　軍の作戦会議室を思わせる、実用一辺倒の部屋だ。

「……なんだか、くつろげそうにない部屋だな」

　カミトは〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉を壁にたてかけると、椅子のひとつに遠慮なく腰かけた。

「カミト、不用意に手を触れないほうがいい、罠わながあるかもしれないぞ」

「俺おれたちを嵌はめるつもりなら、わざわざここに連れてこないだろ」

「……それはそうだが」

　と、カミトはテーブルの上に目を落とした。

　そこに広げられているのは、オルデシア帝国を中心とした、この大陸の地図だ。地図の余白には、なにやらメモ書きのようなものがびっしりと書き込まれているが、難解な軍事用語が使われているため、カミトにはほとんど理解できなかった。

　……ただ、なんとなく気になったものがある。

　地図上のある一点に刺された、赤いピンだ。

　それが指し示している場所は、オルデシアの隣国、神聖ルギア王国の首都である、聖都〈アレクサンドリア〉だ。

　それに一体なんの意図があるのか、カミトが訝いぶかっていると──

「しかし、一体、何者なのだろうな、その、マスターというのは」

　エリスが呟つぶやくように言った。

「……だいたい、予想はついてるけどな」

「ええ、あたしもよ──」

　と、カミトの言葉に、神妙な顔で頷うなずくクレア。

「なんだと？」

「こんなことをするのは──」

　──と、そのとき。ドアノブを回す音がして、部屋の扉が開く。

　カツン、と──軍ぐん靴かの固い靴音が響き──

　その人物が姿を現した。

「──やはり、あんたか」

　カミトは呟き、ドアの前に立つ彼女を睨にらんだ。

　強い意志を秘めた、紅玉ルビーの瞳ひとみ。燃える焔ほのおような真しん紅くの髪。軍服の上に、白い外がい套とうを羽織ったその出で立ちは、まるで軍を指揮する将軍だ。

（……さすがに、契約精霊を失っても、覇は気きは衰えないか）

　カミトは胸中で息を呑のんだ。

　ただそこに居るだけで、凄すさまじいまでの威圧感を覚える。

「あ、あなたは……！」

　と、エリスが大きく目を見開き、

「姉様……」

　クレアが強く唇を噛かむ。

　クレアも、予想はしていたのだろう。だが、いざ目の前に現れた彼女の姿を前にして、何も言うことができず、固まってしまっている。

「──歓迎しよう、諸君。ようこそ私の船へ」

　と、彼女が口を開いた。

〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉決勝戦で姿を消した、〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉──ルビア・エルステインが。
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　カミトたちはテーブルを挟み、ルビアと向かい合うように、横に並んで座った。

　先ほど、案内してくれた少女が、テーブルにパンと紅茶を用意した。

　カミトたちは空腹だったが、手をつけようとしなかった。ただ、レスティアだけは少女に一礼してから、パンを口にした。

　カミトは、両脇に座る二人の様子を横目で覗うかがった。

　あの〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉を前に、エリスは緊張しているようだ。

　……そういえば、エリスが直接彼女と会うのは、これが初めてだったかもしれない。

　クレアは姉と目を合わせようとせず、ずっと俯うつむいている。リンスレットの話だと、クレアはもともと、気弱で引っ込み思案な女の子だったという。〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉のときは、状況が状況だけに、気き丈じような態度を崩さなかったが、いざ、このように落ち着いた場所で姉と向かい合うことで、昔の彼女に戻ってしまったのかもしれない。

　妙な緊張が部屋を支配する中、ルビアは平然と紅茶を啜すすっている。優雅なその所作は、やはり彼女が、もともとは公こう爵しやく家の令嬢であったことを思い出させる。

　紅茶を運んできた少女はぺこり、と一礼すると、部屋の外に出ていった。

「いまの娘こは、俺おれと同じ〈教導院〉の遺い児じか？」

　と、カミトは、そんな話から切り出した。

　ルビアは、紅茶のカップを静かにテーブルに戻し、

「──ああ。私が戦力として育てていた遺児の一人だ」

「……やはり、そうか」

　あの少女には、〈教導院〉出身者特有の気配があった。余計な感情を一切捨て、自らを道具と割り切るその態度は、レスティアと出会う以前のカミトと、よく似ていた。

「この船にいるのは、あの娘だけなのか？」

「そうだ。もともとは、三十人ほどを私の配下として育てていたが、そのほとんどをシェーラ・カーンに奪われた。いまや、彼女たちは教国の尖せん兵ぺいとなっている」

　そう呟つぶやいた彼女の瞳ひとみの奥で、かすかな感情のさざ波が揺れたような気がした。

「ミュアやリリィはどうした。一緒じゃないのか」

「あの二人は、別の重要な任務のために、ある場所に向かわせている」

「ある場所？」

「我々には戦力が絶対的に足りない。軍用精霊も、それを使役する精霊使いもな。彼女たちには、それを調達させているところだ」

　と、ルビアはそこで言葉を区切り、

「──来きたるべき、戦争のためにな」

「戦争だと？」

　カミトは聞き咎とがめた。

「こんな船まで手に入れて、あんた、一体何を考えている？」

　語気を荒げ、目の前のルビアを詰問する。

　ルビア・エルステインはかつて、カミトの中に眠る〈闇の精霊王〉の力を覚醒させ、精霊王を滅ぼそうと計画していた。

　以前、彼女が軍用精霊を集めていたのは、精霊王を滅ぼしたあとで、人間界におとずれる混乱を収めるためであったはずだ。

　だが、精霊王暗殺計画は失敗した。

　彼女の孤独な戦いは、もう終わったのではなかったのか──

「……姉様、まさか、まだ〈精霊王〉を滅ぼそうとしているの？」

　ずっと沈黙していたクレアが、勇気を出し、初めて声を発した。

　ルビアはそんな彼女を一いち瞥べつすると、静かに首を横に振り、

「私に〈精霊王〉を滅ぼすことはできない。たとえ、強大な軍隊があったとしてもな。あれを滅ぼせるのは、〈闇の精霊王〉の力を持つ〈魔王〉だけだ──」

　と、カミトに視線を移す。視線を受け止めたカミトは、彼女を睨にらみ返した。

「戦争って……姉様は、一体何と戦争をするつもりなの？」

　怯ひるまずに言葉を続けるクレア。

　と、ルビアは指をすっと持ち上げ、地図上の一点に落とした。

　それは、あの赤いピンの刺さった場所だった。

「……え？」

「目下のところ、私の戦争の相手は〈神聖ルギア王国〉だ──」

「……聖国だと？」

　その意外な答えに、カミトは思わず眉まゆをひそめる。

〈神聖ルギア王国〉──五大精霊王の一柱である、聖王〈アレクサンドロス〉を信仰する内陸国家だ。王国の名を冠してはいるものの、実際の政治を司つかさどるのは、国王でも議会でもなく、枢すう機き卿きようによって構成された〈聖法機関デ・ゼツサント〉と呼ばれる組織だとされている。

　オルデシアやクイナと比肩する大国でありながら、アルファス教国と同じく、内情があまり知られていない国家のひとつであった。

（……たしかに、きな臭い国ではあるけどな）

　カミトの脳裏によぎったのは、先日、ローレンフロストの森に現れた〈聖霊騎士団〉のことだ。騎士団長のルミナリスは、なぜかレスティアの転生のことを知り、彼女を捕らえようとしていた。

　しかし、なぜルビアの口から突然、聖国の名前が出てきたのか──

「──そうだな、順を追って話そう」

　と、そんなカミトの疑問を察したのか、ルビアはピンから指を離して言った。

「ときに、お前達たちが解放した〈精霊王〉、あれはどこへ消えたと思う？」

「……え？」

　唐突な質問に、カミトは混乱した。

　いや、言葉の意味それ自体は理解できる。

　あの日、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉に優勝し、謁えつ見けんの資格を得たカミトたちが〈異界の闇〉から火の精霊王を解放した──そのことを言っているのだろう。

「〈火の精霊王〉は、玉座から姿を消したはずだ。かつて、お前が〈水の精霊王〉を解放したときと同じように、元素精霊界アストラル・ゼロ、あるいは人間界のどこかへ転送された──」

　たしかに、〈水の精霊王〉であるイセリア・シーウォードは、記憶を失った状態で、元素精霊界の廃都メギドアの地下に転送されていた。とすれば、〈火の精霊王〉も、あの瞬間、どこかに転送されたのだろうとは思っていたが──

「さあな。俺おれたちがやったのは、あの〈異界の闇〉を祓はらうことだけだ。解放した〈火の精霊王〉がどうなったのかまでは、わからない」

　カミトは首を横に振った。

「あんたは知ってるのか？　その、〈火の精霊王〉の居場所を」

　訊きくと、ルビアは自嘲するように唇の端をゆがめ、

「……ああ、因果なものだ。〈精霊姫〉の繋つながりというものはな」

　と、右手に刻まれた、炎の王冠の紋章を見せてきた。レーヴァティンの刻印ではない、それは、彼女がかつて仕えた〈火の精霊王〉の刻印だ。

「どうして!?　〈精霊王〉の刻印は、レイハが継承したはずよ──」

「たしかに精霊王の精霊刻印は、私の次の〈精霊姫〉となったレイハ・アルミナスに継承された。しかし、幸か不幸か、私に与えられた精霊刻印が消えることはなかった。これもまた、精霊王が〈異界の闇〉に蝕むしばまれていることによる、イレギュラーだろう」

　驚きの声を上げるクレアに頷うなずき、ルビアは言葉を続ける。

「〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉となって以来、私は幾度となく、この刻印を取り除こうとした。だが、何度切り裂き、何度焼こうとも、この刻印はまるで呪いのように現れ、私を苛さいなんだ。皮肉なことに、厭いとわしく思っていたこの刻印が、転生した〈火の精霊王〉の存在を教えてくれることになったというわけだ──」

　と、ルビアはまた地図の上に目を落とした。

「〈火の精霊王〉が転生した場所、それは──」

「まさか──！」

「そう、神聖ルギア王国の首都──〈アレクサンドリア〉だ」

　カミトは沈黙した。

　火の精霊王が人間界に、それも聖国の首都に転生した──

　それがなにを意味するのか、考えての沈黙だった。

　もし〈火の精霊王〉が、イセリアのように、記憶を失った状態で転送され、それを知った何者かが、その力を手にしようとすれば──

（……そいつは、戦略級軍用精霊をも遥はるかに凌しのぐ、最強の兵器を手に入れたことになる）

　最悪の想像に、カミトは額ひたいに流れた汗を拭ぬぐう。そう、悪意のある何者かが、火の精霊王の力を手に入れれば、四年前、エルステインの地を襲った災厄を超える、破滅的な災厄が生み出されるかもしれないのだ。

「それで、あんたは〈火の精霊王〉の行方ゆくえを追ったのか──？」

「無論だ。私はミュア・アレンスタールと共に、聖国に潜入した。だが、〈アレクサンドリア〉に入って数日後、精霊刻印の反応は突然、途絶えた」

「……どういうことだ？」

「誰だれかが、〈火の精霊王〉を確保したということね──」

　クレアが緊張した声で呟つぶやく。

「〈封絶結界〉に閉じ込めてしまえば、契約精霊とのリンクは途絶えるもの」

「そうだ。そして〈封絶結界〉を使ったのだとすれば、何者かが意図的に、火の精霊王を閉じ込めた、そういうことになる。もっとも、完全体でないとはいえ〈火の精霊王〉を封じるほどの結界だ。関かかわっているのは間違いなく、国家規模の組織──」

「〈聖法機関デ・ゼツサント〉が、〈火の精霊王〉を手に入れたと？」

「おそらく、な。なんにせよ、私はそれ以上の追跡ができなかった。相手が聖国の中枢となれば、いまの私の手に負えるものではない」

「けど、だとすると、聖国はどうして〈火の精霊王〉の居場所を知ったんだ？」

〈精霊姫〉であったルビアはともかく、ほかの人物がそれを知る術すべはないはずだ。

　いや、それどころか、精霊王が解放されたことそのものを、どこで察知したのか。

　精霊王を蝕むしばむ〈異界の闇〉のことは、ルビアとカミトたちしか知らないはずである。

「それは私にもわからない。偶然、手に入れたのか、あるいは、火の精霊王が聖国に転送されたこと、それ自体が、なんらかの意志によって仕組まれたことなのか──」

「そういえば、連中は、レスティアのことも知ってたしな……」

　ふとレスティアに視線をやると、彼女はきょとん、とした表情でカミトを見返した。

「でも、聖国が火の精霊王を手に入れたとして、どうするつもりなのかしら？」

「大陸全土の火の力を独占する？　いや、そんなことができればの話だが」

　クレアの言葉に、エリスが首を傾かしげた。たしかに、国家が〈火の精霊王〉を意のままに操ることができれば、周辺国家に対して絶大な影響力を持つことになるだろう。それが、大国である神聖ルギア王国であれば、なおさらだ。

「──それだけならば、まだいいのだがな」

「どういうことだ？」

　カミトが訊きき返すと、

「お前たちは、精霊王を蝕む、あの〈異界の闇〉を見たはずだ」

　彼女は突然、そんなことを口にした。

「ああ……」

　と、頷うなずくカミト。クレアとエリスも、あの日、精霊王の祭殿で見たことを思い出したのか、神妙な顔で頷いた。

　この世の闇をも呑のみ込む、真なる闇。そして──

（その闇の奥で蠢うごめく、無数の天使の軍勢……）

　しかし、火の精霊王は、たしかにあの闇から解放したはずだ。

　まさか、火の精霊王はなおも、あの闇に蝕むしばまれている、とでもいうのだろうか──

　だが、ルビアの口から出たのは、それよりもさらに信じがたい言葉だった。

「──聖国は、あの〈異界の闇〉を手にしている」

「……っ!?」

　カミトたちは絶句した。

「なんだと？　……それは、どういうことだ？」

「数日前、教国でクーデターがあったことは知っているな」

「あ、ああ……」

　と、曖あい昧まいに頷うなずくカミト。

　教国の魔女、シェーラ・カーンは、わずか二百の手勢で〈魔蠍宮スコルピア〉を制圧、教主ラージハル・カーンの首を刎はね、クーデターを成功させたという。その一報に、周辺諸国は大いに動揺し、帝都での諸国会議が開催されることになったのだ。

「教国の心臓部である〈魔蠍宮〉には、大勢の精霊使いがいたはずだ。なぜ、ああもたやすく制圧されたのか、不思議に思わなかったか？」

「……」

　たしかに、シェーラ・カーンは恐るべき精霊使いだが、彼女一人で、宮殿の精鋭全員を倒せるとは思えない。たとえ手勢が全員精霊使いでも、無理だろう。

　カミトが沈黙していると、

「〈魔蠍宮〉に潜入させた配下の報告では、宮殿の精霊はすべて、おぞましき闇に憑ひよう依いされ、狂乱したという」

「……っ、まさか──」

　カミトたちは、あることを思い出し、ハッと顔を見合わせた。

「──そうだ。おそらくは、アレイシア精霊学院の精霊を狂乱させたのと、同じものだ」

　学院を襲った軍用精霊。あれはたしかに、あの〈異界の闇〉に汚染されていた。

「教国のクーデターを裏で操ったのは、聖国の枢すう機き卿きようだ。ミレニア・サンクトゥス──という名に、聞き覚えはあるか？」

「ミレニア・サンクトゥス……」

　クレアがハッとした。

「あの眼帯の娘……狂乱した軍用精霊に乗ってた……」

　それは、左目に異界の闇を宿した少女。

　ルーリエ・リザルディアとともに学院を襲撃した、謎なぞの少女の名前だった。

「あれが、聖国の枢機卿？」

「ああ、〈聖法機関デ・ゼツサント〉の構成員にして、決して表には出ない、裏の外交を取り仕切る枢機卿だ。それが、あの〈異界の闇〉を手にしている──」

　ルビアの紅玉ルビーの瞳ひとみに、紅ぐ蓮れんの焔ほのおが宿った。

　彼女にとって、あの異界の闇は、殲せん滅めつすべき仇きゆう敵てきなのだ。

「そんなのが、火の精霊王を手中に収めたら──」

「──そう、この世に地獄が顕けん現げんする」

　ルビアの声には、苛か烈れつな決意があった。

　その目に映るのは、狂乱した精霊王によって滅ぼされた、故郷だろうか。

（──戦争の準備ってのは、とはこういうことか）

　彼女は本気で、聖国を相手に戦争をしようというのだ。

「……つまり、俺おれたちを救ったのは、あんたの戦力になれってことか？」

「そういうことだ。私の駒となれ、カゼハヤ・カミト」

「断る、と言ったら？」

「お前たちにその選択肢はない」

　言って、ルビアは地図上のピンを移動させる。

　新たに突き立てた場所は、オルデシア帝国の首都〈オストダキア〉だ。

「どういうことだ？」

「今回の皇帝暗殺事件の背後にいるのは、聖国だ」

「……なっ！」

　三人は同時に声を上げた。

「暗殺事件の首謀者は、おそらく、フィアナの兄のアルネウス・レイ・オルデシア。とるにたらん野心家だ。だが、その背後にいるのは、神聖ルギア王国だとみて間違いない。聖国はアルネウスを傀かい儡らいにする計画だろう」

「……やっぱり、フィアナは罠わなに嵌はめられたのね」

「そうだ。彼女は、反アルネウス派粛しゆく清せいのために利用された」

　ルビアは頷うなずくと、カミトの眼めを見据えた。

「お前たちは帝都に赴き、フィアナ・レイ・オルデシアを救出しろ」

　ルビアのその言葉に──

「俺たちはフィアナを助けたい、あんたは聖国を潰したい、目的は同じ、ってことか」

「その通りだ。双方の利害は一致している」

　カミトは──

（……悪くない話だな）

　と、胸中で呟つぶやいた。

　ルビアにいいように使われるのは癪しやくだが、断る理由はない。正直、軍の施設から脱出したところで、どうすればフィアナを救えるか、まったく手だてがなかったのだ。

　クレアとエリスに視線を向けると、彼女たちもこくっと頷いた。

　──それで決まりだった。

「わかった。いまだけは、あんたの駒になってやるよ、ルビア・エルステイン」

「──契約成立だな」

　ルビアは短く告げると、立ち上がって、部屋の外へ歩き出した。

「帝都に着くまでにはまだ時間がかかる、少し休むがいい」

　──ルビアが部屋を出ていくと、三人はほっと息をついた。

「……なんだか、疲れてしまったな」

「ああ、威圧感がすごかったからな」

　うめくように呟つぶやくエリスに、カミトも頷うなずく。

「しかし、〈異界の闇〉か……」

「〈異界の闇〉を手にした聖国と、アレクサンドリアで姿を消した、火の精霊王──」

「正直、嫌な予感しかしないわね……」

　──と、そのとき。先ほどの少女が部屋に戻ってきた。

「仮眠部屋を用意しました。どうぞ休養してください」

「ああ、助かる」

「私は義あ姉ね上うえに会いたいのだが──」

「では、あとで案内しましょう」

　エリスの言葉に、こくりと頷く少女。

「クレアは、ルビアと話さなくていいのか？」

「……え？　う、うん……」

　カミトが訊たずねると、クレアは複雑そうな表情で言葉を濁した。

「……そ、そうね……でも……なにを話せばいいか、わからないし」

（……まあ、そうだよな）

　なんとなく、クレアの心中を察して、カミトは押し黙った。

　長く離れていた二人の溝は、そう簡単に埋まるものではないのだろう。





　　　　◇






　──あれから、どのくらいの時間がたったのだろう。

　時間の感覚はとうに失われた。光も音も遮断されたこの部屋で、ただ全身の疲労と痛みだけが、まだ生きていることを実感させてくれる。

　最初の一日目は、ずっと天井から吊つるされていた。だが、看守はフィアナが衰弱しているのを見て取ると、彼女を床ゆかに下ろした。

　べつに看守が慈悲深かったというわけではない、ここで死なれては困ると、アルネウスにでも命じられたのだろう。

　手足は頑丈な鎖で縛られたままだ。なにをすることもできない。

　──と、扉の外で小さな足音が聞こえた。

　扉の隙すき間まから漏れる細い光に、フィアナは薄目を開ける。

　恐る恐るといった様子で入ってきたのは、年若い見習いの姫巫み女こだった。

　水とパンの載ったお盆を、フィアナの手の届くところにそっと置く。

　これまで、フィアナがなにかを喋しやべりかけても、彼女は頑かたくなに無視をした。きっと、そう命令されているのだろう。

　──だが、このときは違った。少女が初めて、口を開いたのだ。

「第二王女殿下の処刑の日が決まりました──」

　少女は怯おびえた声で、そう報告した。

「三日後に、アルネウス殿下の皇位継承の儀式が執り行われます。その儀式の後に、第二王女殿下の処刑が執行されると」

「……そう、ありがとう」

　フィアナが力なく返事をすると、少女は一礼し、そそくさと部屋を退出した。

「……私、処刑されるのね」

　まるで現実感のないその事実を、呑のみ込むように呟つぶやく。

　最初の頃ころにあった抵抗の意志は、もはや奪われた。

　意識の混濁が進み、もはや思考することさえ、億おつ劫くうになってきた。

（……カミト君、最後に会いたかった。クレアたちにも──）

　ぼんやりと、腕を鎖に繋つながれたまま、指先でパンをちぎる。宮殿の朝食に出てきたようなパンではなく、囚人に与えられる固い黒パンだ。水に浸して柔らかくしなければ、とても食べられたものではない。

　ちぎったパンを水に浸し、口にしようとした、そのとき。

　なにか硬いものが、奥歯にあたった。

　眉まゆをひそめ、フィアナはそれを吐き出した。

　カツン、と床ゆかに跳ね返ったのは、豆粒ほどの小石だった。

　いや、よく見れば、ただの小石ではない。透明で、かすかな光を放はなっている。

（……まさか、精霊鉱石？）

　フィアナは訝いぶかしんだ。

　精霊鉱石は、とても高価な石だ。偶然、紛れ込むようなものではない。

（どうして、こんなところに……）

　朦もう朧ろうとした意識の中で頭を働かせ、そして、ハッと気付く。

　──決まっている。誰だれかが、意図的に混入させたのだ。

　それに気付いた瞬間、フィアナの意識はもとの明めい晰せきさを取り戻した。

　床に落ちた精霊鉱石を拾い上げると、指先に神威カムイを送り込む。

〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉との繋がりは遮断されているものの、フィアナほどの姫巫女ともなれば、自身の肉体で、少量の神威を練ることくらいはできる。

　と、精霊鉱石の放つ光が強さを増し──

「……姫……姫殿下……聞こえ、ますか……？」

　雑音混じりの、ほんのかすかな声が、フィアナの耳に聞こえてきた。

　聞き覚えのない声だ。もっとも、小さな精霊鉱石であるためか、声の精度は悪く、よほど聞きなれた声でなければ、判別は難しいだろう。

「……誰だれ？」

　フィアナは小声で囁ささやき返した。無論、これが、アルネウスの罠わなである可能性は排除できないが、この状況でそれを疑ったところでしかたない。

「……ある方に、あなたの救出を頼まれた……僕ぼくはあなたの味方だ」

（……ある方？）

　フィアナは胸中で繰り返した。

　声の人物が何者かはわからない。だが、そんな人物がいるとすれば──

　フィアナは何人かの顔を思い浮かべた。

　真っ先に浮かんだのは、カミトとクレアたち仲間の顔だったが、さすがに、学院からは遠すぎる。もしかすると、フィアナがこうして囚とらわれていることさえ、まだ知らないかもしれない。

　反アルネウス派の貴族は全員捕ほ縛ばくされたはずだ。ファーレンガルト公こう爵しやく家は、アルネウス派ではないが、政治的中立を保ち、動くことはないだろう。

　父である皇帝にはフィアナに対する親子の情はない、しかも、彼はいま魔精霊の瘴しよう気きにあてられ、病の床とこに伏せっている。

　王妃は論外だ。彼女は〈神儀院〉の教えを頑かたくなまでに守り、政治には一切関与しようとしない。第一王女のリネアは俗世との関係を絶っている上、精霊契約の力を失ったフィアナをことさらに軽けい蔑べつしていた。

　いずれも、フィアナに救いの手を差し伸べることはないだろう。

　となれば、残るのは──

（学院長ね……）

　思いあたるのは、それしかない。

　グレイワースには〈暗部〉の部下がいる。彼女は事件の起きたあの日、優秀な片腕を手に入れたと話していた。今回の件で、グレイワース自身も投獄されたはずだが、あの魔女なら、牢の中から影響力を行使することも不可能ではないだろう。

　相手が〈暗部〉所属ということなら、素性を明かせないのは当然だ。

「……私を助けるって、どうするの？」

　祭殿の守りは厳重だ。〈暗部〉の特務騎士でも、救出は難しいだろう。

「……しかるべきタイミングを待つ。そのときに、あなたを助ける」

「タイミング？　でも、私は三日後に処刑されるのよ」

「ああ、それまでに、姫殿下の仲間が助けに来るだろう」

「……え？」

　フィアナは思わず、固まった。

「どういうこと？」

「昨日きのうのことだ。カゼハヤ・カミトとその仲間が、学院都市で捕らえられた」

「カミト君たちが!?」

　フィアナは目を見開いた。

「罪状は、第二王女殿下との内通の疑い──皇帝暗殺未遂に、間接的に関かかわっている可能性がある、というものだ。なにしろ彼らは、君のチームメイトだったからね」

「そんな──」

「安心してくれ。彼らはすぐに脱獄したそうだ。その後、国籍不明の船に乗って飛び去ったそうだが、間違いなく、三日以内に助けに来るだろうね」

「……そんな、ここに来たら、帝国騎士団に捕まるわ！」

　フィアナは思わず、大きな声を上げてしまった。

　帝都に乗り込み、フィアナを救出するなど、あまりに危険すぎる。

　いくらカミトでも、帝都の軍全員を倒せるわけがない。

　それに、ここには〈十二騎将ナンバーズ〉もいるのだ。

「そもそも、どうやって帝都に潜入する気なの？」

「──だから、同時に僕ぼくも、行動を起こす。彼ら、を……手、引きし……て──」

「……？」

　と、声に雑音が混じりはじめた。

　精霊鉱石の光が徐々に弱くなり、やがて、声は聞こえなくなってしまう。

　ごく小さな精霊鉱石だ、精霊の力が消滅したのだろう。

　フィアナは証拠を残さぬよう、精霊鉱石をかみ砕いて、飲み込んだ。

「カミト君……」

　闇の中で、フィアナはその名前をそっと呟つぶやく。

　カミトが助けに来る。──その可能性は、いまの彼女に残った最後の希望だった。

　──だとすれば、ここで腐ってはいられない。

（……そうよ、私は、悲劇のお姫様なんかにならないわ）

　ふと、フィアナはあることを思い付き、唇を噛かむ。

　そして、その指先を、滲にじんだ血に浸した。






第七章　魔王の姫巫女






　仮眠室でカミト達たちと別れたエリスは、ヴェルサリアのいる医務室に案内された。

「こちらです──」

　少女がドアを開けた途端、彼女の目にショックな光景が飛び込んできた。

「……っ、あ、義あ姉ね上うえ！」

　エリスはその場で固まった。

　部屋の中央に、巨大な棺のような機械が鎮座し、耳の痛くなるような異音を響かせている。棺は淡い光に満ち、幾本ものケーブルが繋つながれていた。

　──その中に、ヴェルサリアの姿はあった。

　もちろん、あの〈要塞〉のような精霊魔装は纏まとっていない。彫刻のように美しい、彼女の裸身を覆うのは、薄い貫かん頭とう衣いのみだ。

　精霊鉱石の淡い光に照らされて、彼女は眠っているようだった。

「これは……一体……」

　エリスが愕がく然ぜんとうめくと、

「治ち癒ゆの精霊鉱石を利用した、彼女専用の治療器です。今回は活動限界を超えて稼働したので、その分大きな代償を支払うことになりました」

　と、〈教導院〉出身の少女は無表情に説明する。

「……代償だと？」

　呟つぶやきながら、エリスはヴェルサリアの眠る治療器に近付いた。

「あの〈精霊魔装〉は、一体なんなのだ!?　そもそも、義姉上は呪装刻印の暴走による副作用で、精霊契約の力を失ったはず──」

「──あれは、精霊魔装ではないわ。試験運用段階中の〈精霊機甲〉よ」

「……！」

　どこからか聞こえた声に、エリスはハッと身構えた。

　振り向くと、ドアのところに、背の高い女が立ち、煙管きせるを燻くゆらせていた。

　魔性を思わせる真しん紅くの瞳ひとみに、美しい翡翠色エメラルドの髪。

　鋭く尖とがった長い耳は、森の民であるエルフィム種族の特徴だ。

　エリスは、その女の顔に見覚えがあった。

「……っ、ヴィヴィアン・メローサ！」

　瞬間、エリスの身体からだは反射的に動いていた。

　床ゆかを蹴り、一瞬で接近すると、白衣の襟えり首くびを掴つかむ。

「〈骸連盟マーダーズ〉の商人が、なぜこんなところにいる──！」

　女は、ヴェルサリアの心臓に呪装刻印を刻んだ張本人だ。

　エリスにとっては、絶対に許せない相手だった。

「貴様は、バルサス監獄に収監されたはずだ──」

「ええ、あなたのお姉さんと一緒にね」

「……っ、この──」

　エリスは襟えり首くびをつかむ手に力をこめた。

「よしてちょうだい、彼女のメンテナンスをしてるのは私なのよ」

「……なんだと？」

「〈精霊機甲〉は、私が改造したんだもの。お姉さんの治療は、彼女を知り尽くした私にしかできないわ」

「そんな戯たわ言ごとを──」

「……エリス、その女の言葉は……本当だ……」

　──と、そのとき。苦しそうに喘あえぐような声が、背後から聞こえた。

「義あ姉ね上うえ……！」

　エリスは思わず、襟首を掴つかむ手を離した。

　治療器のガラスがゆっくりと開き、ヴェルサリアが出てくる。

　よろめきながら起き上がった彼女は、ヴィヴィアンに鋭い視線を向けた。

「席を外せ、魔女──」

「……いいわ。ただし、あとで実戦データを詳しく調べさせてもらうわよ」

　ヴィヴィアンは肩をすくめると、なおも睨にらむエリスに一いち瞥べつをくれ、部屋を出ていった。

　案内してくれた〈教導院〉の少女も、二人に一礼し、音もなく姿を消す。

　ヴェルサリアはエリスのほうに向きなおり、

「……久し振りだな、エリス」

　と、咳せき込みながら、口を開いた。

「なぜ……なぜ、義姉上がこの船に──」

　エリスはあわてて駆け寄ると、いまにも倒れそうな義姉の身体からだを支えた。

「それに、この装置は？　なぜ〈骸連盟マーダーズ〉の商人がここに？」

「私は、ルビア・エルステインに見いだされ、彼女の〈煉獄の報復者リーグ・オブ・インフエルノ〉に加わった。〈骸連盟〉の魔女も、同じだ。信念も思想も関係なく、ただ、能力があれば配下に引き入れる、そういうことなのだろう──」

「……煉獄の報復者」

　エリスは口の中で繰り返した。

「では、義姉上は、あの闇のことを──」

「ああ、〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉にすべて聞いた。その上で、私は今一度戦場に戻り、人間界を蝕むしばむ〈闇〉を葬るための戦いに、身を投じることを決めたのだ」

「……」

　苛か烈れつな眼光に、エリスは圧倒される。その目は、すべてを実力でねじ伏せ、〈風王騎士団シルフイード〉を指揮していた、あの頃ころの彼女を彷ほう彿ふつとさせた。

「で、ですが、義あ姉ね上うえは、契約精霊の力を失ったはずでは──」

「……そうだ。あの魔女が言ったように、あれは、厳密には精霊魔装ではない」

「たしか、〈精霊機甲エレメンタル・パンツアー〉と──」

「ああ、〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉が、教国から手に入れた実験用の機体を、あの女が改造したものだ。軍用精霊を精霊魔装化したもの、とでもいうべきか。炉心リアクターに〈精霊王の血ブラツド・ストーン〉を使用し、〈城塞精霊〉の力を封じた、最新式の魔装具──神威カムイを無制限に吸収して稼働する、あの〈教導院〉の少女の〈愚者の万力ジエスターズ・バイス〉と原理は同じだ」

「……！」

　たしかに、ヴェルサリアの肉体は、精霊契約の力を失った。だが、その膨大な神威まで失われたわけではない。彼女は、精霊工学の力によって、疑似的な精霊魔装を作り出すことにより、再び精霊使いとしての力を手に入れたのだ。

「……っ、し、しかし、そんなものを使えば、義姉上の身体からだが……！」

「一度、死んだような身だ。帝国を蝕むしばむ〈闇〉を掃滅するためなら、すでに呪装刻印に侵されたこの身体など……くっ……！」

「義姉上──」

「……心配するな……私は、ファーレンガルトの騎士だ」

「……」

　その言葉に──エリスは口をつぐんだ。

　彼女の決意を止めることは、誰だれにもできない。

　それは、妹であるエリスが一番よく理解している。

　彼女は誰よりも気高く、誇り高い、オルデシアの騎士なのだ。

　エリスが押し黙っていると──

「……エリス、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉に、優勝したそうだな」

　と、ヴェルサリアは一転して、穏やかな声で言った。

「はい。カミトが、一緒に戦った仲間が、私を強くしてくれました」

「……仲間か」

　彼女は自嘲するように呟つぶやいた。

「私も、もっと早く気づけていれば、な……」

　と、ヴェルサリアの視線が一瞬、遠くを彷徨さまよい──

「ところで、おまえに訊ききたいことがある」

　ふと、思い出したように彼女は言った。

「なんですか？」

「レン──いや、カゼハヤ・カミトとはもう、したのか？」

「……あ、あねうえ!?」

　エリスは真まっ赤かになって叫んだ。

　まさか、あのヴェルサリアの口から、そんな言葉を聞くとは思わなかったのだ。

「し、した、とは……な、なにを！」

「そ、それは、だな……」

　すると、ヴェルサリアもまた、顔を赤くして口ごもり、

「その、手……手を、繋つなぐことなど、したのか？」

　と、小声で囁ささやくように訊きいてくる。

「……手？」

　エリスはきょとん、とした。

「え、ええ……手は、繋いだことはありますが──」

「……そうか、手を……そ、そんなに、進んでいるのか……」

「……」

　そんな姉の呟つぶやきに、エリスは冷や汗をかく。

　無意識のうちに、指先が唇にそっと触れた。

　不ふ埒らちなことに関しては、エリス以上に厳格な姉だ。

　……手を繋ぐどころか、それ以上のことをしたとは、とても口に出せなかった。





　　　　◇






　夜明け前。仮眠室のベッドで、カミトは目を覚ました。

　さすがに、ガーゴイルを振り切ったあの速度は維持できるものではないらしく、帝都に到着するのは、明日の夕刻になるそうだ。

　クレアとレスティアはベッドの下の段で眠っている。レスティアは、そうしていると安心するのか、シーツでぐるぐる巻きにした剣のエストを抱いていた。

　……なんだか微笑ほほえましい。

　と、クレアが寝返りをうち、

「……ふああっ……だめよ、カミト……そんな、いきなり首輪なんて……ひゃん！」

「……ど、どんな夢を見てるんだ？」

　呟きながら、カミトは外に出た。

　狭い通路を歩き、船体の側面にあるタラップを上って甲板に向かう。

　少し、風にあたりたい気分だった。

（……フィアナは、どんな夢を見てるんだろうな）

　今頃ごろ彼女は、牢ろう獄ごくの冷たい床ゆかで眠っているのだろうか。

　吹きすさぶ風に髪が煽あおられる。軍船には本来、風のフィールドがあるはずだが、今は出力の無駄を削そぐためか、起動していないようだ。

　甲板に出ると──

「……ニャー」

　……と、猫の鳴き声がした。

　見ると、スカーレットが気持ちよさそうに喉を鳴らしている。

　喉を撫なでているのは、床ゆかに屈かがみこんだ、ルビア・エルステインだ。

　彼女はカミトに気付き、すぐに立ち上がった。

「なんだ、スカーレットと遊んでやってたのか」

「……なにをしにきた、レン・アッシュベル」

　彼女は、ゆっくりとこちらを振り向いた。

　クレアと同じ紅玉ルビーの瞳ひとみが、カミトを鋭く睨にらむ。

　燃える真しん紅くの髪が、風を受けてひるがえる。

　そんな彼女を、カミトは不覚にも、綺き麗れいだと思った。

「風にあたりにきただけだよ」

　カミトは甲板の手て摺すりに背を預けた。

　その足元に、スカーレットがすりすりと甘えてくる。

「その、あんたの身体からだは、もう大丈夫なのか？」

「おまえには関係のないことだ」

「俺おれにはな。けど、あんたの妹にとっては大事なことなんだよ」

　ルビアの紅玉の瞳が、ほんのわずかに揺れた。

「クレアは、ずっとあんたのことを探してたんだぞ。あいつの夢は、エルステインに戻って、家族とまた一緒に暮らすことだ」

「過去に戻ることは、不可能だ」

「……そうだな。だが、失ったものを取り戻すことはできる」

「……」

　ルビアは目を逸そらした。

「私とて、ここで死ぬつもりはない。私には、罪を贖あがなう義務がある」

　沈痛な面持ちの彼女の瞳に映るのは、〈火の精霊王〉の怒りによって焼け落ちた街だ。

「そのために、おまえの〈闇の精霊王〉の力が必要なのだ、レン・アッシュベル」

「悪いが、俺はあんたの思い通りにはならないぞ」

「私の思惑は関係ない。いずれ、闇の力は抑えられなくなる」

「……どういうことだ？　闇の力はもう消えたはず──」

　カミトが訊きき返すと、彼女は首を振り、

「たしかに、おまえは闇の精霊王の力を抑え込んだ。だが、あくまで一時的なものにすぎん。いずれ力は溢れ、身を滅ぼすだろう。それは、お前自身も感じているはずだ」

「……っ!?」

　カミトはハッとした。

　──彼女の言葉に、思いあたることがあったのだ。

（闇の力が溢れる……まさか──）

　思い出したのは、ローレンフロストを去る間際に、リンスレットが話した、口づけのことだ。……それに、エリスも気になることを言っていた。

「心あたりがあるようだな」

「……ああ、あんたには、話しておいたほうがよさそうだ」

　なにしろ、彼女は、カミトを闇の精霊王として覚醒させた張本人だ。

　カミトは、エリスとリンスレットのことを、かいつまんで話した。

　……話を聞いたルビアは、しばらく考え込むように沈黙し、やがて──

「──お前は、伝承にある〈魔王の姫巫み女こ〉の話は知っているか？」

　ぽつり、と口を開いた。

「まあ、聞いたことくらいはな」

　頷うなずくカミト。〈魔王の姫巫女〉──それは、幾百もある魔王の伝承のひとつだ。

　千年前、魔王スライマンは征服した国々の姫を強引に娶めとり、己のものとした。

　そして、姫の中でも、とくに精霊使いの才に優れた娘を選び、彼女たちに自らの力の一部を分け与えたのだ。

　魔王の力を授かった姫は〈魔王の姫巫女〉と呼ばれ、七十二柱の精霊と共に、聖女の救世軍を恐怖に陥れたという。

「魔王スライマンは、お前と同じ、〈闇の精霊王〉の転生者だ。お前と同じように、口づけによって、姫巫女たちに力を分け与えたのだろう──」

「……それと、俺おれの力が同じだっていうのか？」

「──おそらく、な。闇の精霊王の力は、神威カムイを爆発的に増大させる。もっとも、姫巫女のほうにも、それなりの素養は必要だろう。魔王には百人を超える寵ちよう姫きがいたが、その力を与えられたのは、たったの九人だったのだからな」

「精霊使いとしての才能ってことか──」

「ああ。それ以外にも、なにか条件があるのかもしれないが──」

　と、考え込むように呟つぶやくルビア。

　カミトは自身の手に目を落とした。

（……闇の精霊王の力、俺は、そんなものを彼女たちに分け与えちまったのか？）

　不可抗力ではあったものの、責任を感じてしまう。

「その、彼女たちは、俺と同じように、闇の力に呑のまれたりしないよな？」

「魔王の姫巫女に関する記述は曖あい昧まいだ。聖女アレイシアに倒されたとも、〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉の力によって、闇の力を祓はらわれたともいわれている。あるいは、闇の力に呑まれた者もいたのかもしれない──」

「……つまり、わからないってことかよ」

「そうだな。それとも、私で試してみるか？」

「……なっ！」

　真剣なルビアの口調に、ドキッとするカミト。

　だが、すぐに、それが彼女なりの冗談だと気付く。
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「闇の力に呑のみ込まれたくなくば、無む暗やみに神威カムイを使わぬことだ、レン・アッシュベル」

「……あ、ああ、わかったよ」

　カミトは目を逸そらしながら頷うなずいた。

（……神威を使わずに、切り抜けられればいいけどな）
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　──明け方。飛ひ行こう艇ていの会議室で、フィアナ奪還のための作戦会議が始まった。

　楕だ円えん形けいのテーブルを囲み、カミトの隣にクレア、その横にエリスが座る。レスティアとエストは、まだ仮眠室で寝ているはずだ。

　ルビアは、テーブルの上に帝都の地図を広げると、

「フィアナが囚とらわれているのは、貴族街区の中央にあるアレイシア大祭殿だ」

　と、地図上の一点を指差した。

「アレイシア大祭殿？　バルサス監獄じゃないのか？」

「それはない。ヴェルサリアを拾うために、ミュアが破壊したからな」

「……相変わらず無茶するな」

　カミトはうめいた。

「アレイシア大祭殿の〈隔かく離り世よの宮みや〉は、姫巫み女この力を無力化できる。フィアナを閉じ込めておくには、最も適した場所だ」

　ルビアがまた別の地図を取り出し、テーブルの上に広げる。どんなルートで入手したのか、それはアレイシア大祭殿の詳細な見取り図だった。

「救出を実行するのはお前達たち三人だ。我々は近郊の軍基地を襲い騎士団を引きつける」

「義あ姉ね上うえは？」

「今回の任務には向かないだろう。彼女はレヴァナントにて、陽動を担ってもらう」

「……そうだな」

　たしかに、ヴェルサリアの〈要塞〉は救出作戦には不向きだろう。

「アレイシア大祭殿への侵入経路は？」

　と、クレアが訪ねる。

〈諸国会議〉が行われ、暗殺未遂事件があった今、帝都の警戒レベルは最大まで上がっているはずだ。まともな方法では、近付くことさえ無理だろう。

「まず、市街区への侵入だが、近郊の街に馬車を用意した。おまえたちは貴族と女官に変装して侵入しろ。帝国通行証さえあれば、門の審問は通れるはずだ」

　言って、彼女がテーブルの上に出したのは、偽造した帝国通行証だ。通行証の中央には、守護精霊ガーデイアンに干渉する魔術刻印が刻まれていた。

「こんなものまで……」

「呪装刻印を応用したものだ。ヴィヴィアン・メローサは優秀な贋がん作さく師でもある」

「偽造？」

　真面目なエリスが眉まゆをひそめた。

「帝国に叛はん逆ぎやくしようというときに、綺き麗れいごとか？」

「そ、それは……」

「どっちかというと、俺おれは女官ってのが気になるんだが」

　……カミトが呟つぶやくが、誰だれも取り合わなかった。

「帝都の中には入れても、アレイシア大祭殿の周辺は、精霊騎士の守る貴族街区よ。まともな方法で侵入できるとは思えないわ」

「貧民街に、貴族街区へのルートを知る〈骸連盟マーダーズ〉商人がいる。その男を使う」

「……骸連盟だと？　信用できるのか？」

「〈骸連盟〉は長年、聖国と敵対している。あれは、信念ではなく、利害で動く組織──アルネウスが聖国と繋つながっているのだとしたら、連中には協力するメリットがある」

「……なるほど、な」

〈骸連盟〉は、大陸各国に強固な網あみを築いており、どの国にも根を張っている。だが、例外となる国家がひとつだけ存在した。

　──神聖ルギア王国だ。

〈五大精霊王エレメンタル・ロード〉の一柱、聖王〈アレクサンドロス〉を奉じ、〈大陸全土の調和〉を国是とする聖国は、〈骸連盟〉を徹底的に弾圧し、国内から完全に追放した。

〈骸連盟マーダーズ〉としては、オルデシアに聖国の息のかかった皇帝が誕生するのは、望ましくない状況だろう。

「貴族街区に潜入したら、アレイシア大祭殿に向かい、フィアナを救出しろ。なるべく戦闘はするな。とくに〈十二騎将ナンバーズ〉とはな」

「……簡単に言ってくれるな。脱出経路は？」

「フィアナが王族専用の脱出経路を知っているはずだ。それを利用しろ。街の外まで来たら、所有する軍用精霊と、ヴェルサリアを向かわせる。足止めには最適だ」

「……乱暴な計画だな」

　カミトは呆あきれて言った。──とはいえ、発表されたフィアナの処刑は、三日後だ。リスクを覚悟で、強硬な手段をとるしかないのも事実だった。

「あの、学院長はどこに？」

　と、エリスが遠慮がちに口を開く。

　それは、カミトも気になっていたことだった。

「〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉の行方ゆくえは不明だ」

「なんとか救出を──」

「だめだ」

　と、ルビアは即座に首を振った。

「な、なぜです！」

「たしかに私としても〈黄昏の魔女〉の身柄は押さえたい。だが、いまの我々に、そこまで手を回す余裕はない」

「し、しかし……」

　と、言葉に詰まるエリス。無論、そんなことはエリスも理解しているはずだった。ここで戦力を分散させれば、フィアナの救出もおぼつかなくなるだろう。

「安心しろ。アルネウスも、まさか、帝国の英雄を軽々しく処刑はしないだろう」

「まあ、な──」

　と、呟つぶやくカミト。なにしろ、貴族の子女の多く通う、アレイシア精霊学院で反乱がおきたのだ。帝国も彼女の扱いには慎重になるはずだ。

「ルビアの言う通りだ。今回はグレイワースの救出は諦めよう」

「……っ、わかった」

　エリスは悔しそうに唇を噛かみ、頷うなずいた。

「今回は、ね。いずれ機会がくるのを待ちましょう」

「ああ……」

「それで、フィアナを救出したあとはどうするんだ」

　と、カミトはルビアに向きなおった。

「ケルブレス山脈を迂う回かいして、ドラクニア竜公国に亡命する」

　ルビアは地図上のピンをまた移動させた。

「ドラクニアだと？」

「たしかに、あの国と聖国は仲が悪いわね」

「ああ。すでに亡命の根回しはすんでいる」

「……さすがだな」

　と、舌を巻くカミト。配下のほとんどを失ったいまでも、彼女の裏のコネクションは機能しているようだ。

「ドラクニアに亡命したとして、そのあとは？」

　クレアが訊きくと、ルビアは、地図からゆっくりと顔を上げ、

「私はフィアナを女帝として擁よう立りつするつもりだ」

　と、厳粛な声で宣言した。

「フィアナを、女帝に？」

「ああ。そして、然しかるべきタイミングで、〈正統オルデシア〉を宣言させる」

「正統オルデシア……」

「そうだ。聖国との戦いを掲げる、真のオルデシア帝国だ」

「亡命政権か。……フィアナの意志は無視かよ」

「この〈煉獄の報復者リーグ・オブ・インフエルノ〉には、聖国と戦うための旗印が必要なのだ」

「で、でも、そんなの──」

　と、クレアが勇気を出したように口を開く。

「フィアナは、そういうのに嫌いや気けがさして、なにもかも捨ててきたのに……」

「それでも、彼女は王族だ。その使命を理解し、運命を受け入れるだろう」

「それは……」

「──作戦は以上だ」

　ルビアは冷たく告げて、席を立った。

　外がい套とうを羽織り、会議室を出ていこうとする──

「姉さま……」

　と、ルビアは扉の前で一瞬、足を止め、

「……フィアナを、頼む」

　ほんの微かすかな声で、そう呟つぶやいた。

　カミトとクレアは、ハッと顔を見合わせた。

　その言葉で、理解した。

　精霊王を狂わせる〈異界の闇〉を滅ぼす──それが、彼女の行動原理だ。

　だが、それだけではない。

　きっと、彼女は──

　かつての親友として、フィアナを救い出したいのだ。

「──ああ、任せろ」

　ルビアの消えた扉に向かって、カミトはしっかりと頷うなずいた。
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　そんな作戦会議のあとで、カミトは一人、甲板に出た。

　ルビアと話した〈闇の精霊王〉の力のことを、あの二人に話すべきか、迷っていたのだ。

（……けど、話せば、心配かけちまうよな）

　カミトは革手袋をした左手に目を落とした。

　闇の力に呑のみ込まれたくなくば、無む暗やみに神威カムイを使わぬことだ──そう、ルビアは言った。

（……逆に言えば、神威を使わなければ、闇の力は覚醒しないってことか）

　だとすれば、うまく戦闘を避ければいい。

　無論、そうできる保証はないのだが。

　──と、背後に気配を感じ、カミトは振り返った。

「……レスティア？」

　手て摺すりに掴つかまりながら、船のタラップを上ってきたのは、レスティアだった。

　甲板を吹く風にあおられ、いまにも転びそうだ。

「きゃ！」

「おいおい、危ないぞ──」

　カミトはあわてて駆け寄り、彼女の腕を掴む。

「あ、ありがとう……」

　闇精霊の少女はかすかに顔を赤らめ、うつむいた。

「どうした、眠れないのか？」

「ええ」

　レスティアは頷うなずくと、カミトを見上げた。

「……行ってしまうのね」

「ああ、クレアたちから聞いたのか」

　レスティアは首を横に振った。

「いいえ、ただ、そんな予感がしたの」

「……そうか」

　かつては、不敵な微笑をうかべていた黄昏たそがれ色の瞳ひとみに、不安の色がともる。

　……不安になるのも当然だ。

　彼女は記憶喪そう失しつで、いま頼れるのはカミトたちだけなのだから。

　だが、彼女を帝都に連れていくのは、さすがに危険すぎる。

　オルデシアには、神聖ルギア王国の手の者が入り込んでいるという。そして、聖国は明らかに、レスティアのことを狙っているのだ。

　いま、大陸で一番安全なのは、この船だろう。

「仲間を助けたら、すぐに帰ってくるよ」

　カミトはレスティアの頭にそっと手をのせた。

「あなたが、とても大きな運命の中心にいることはわかる。だから──」

　と、レスティアはカミトの手を強く握った。

「きっと、帰ってきて──」

「ああ、もちろんだ。ずっと、君が俺おれの帰る場所だったんだから」

　カミトはレスティアの小柄な身体からだを抱きしめた。

「おかしいわね……」

　と、カミトの腕の中で、彼女は微笑ほほえむ。

「……どうして、涙が流れるのかしら」






第八章　帝都潜入






　──帝都〈オストダキア〉。

　千年前の魔王戦争の際、聖女が魔王の軍勢と戦うため、要塞化した都市である。

　魔王戦争の終結後、帝国のほぼ中央に位置するこの都市は、各地方を結ぶ陸上交易の中心地として栄え、やがて大陸随一の大都市へと発展した。

　その帝都の中心にあるのは、帝国議会の招集される大議事堂。そして、王族の居住地であり、最高位の祭殿でもある〈ネフィスカール宮殿〉だ。

（……皮肉なもんだな。対魔王用の要塞都市に〈魔王〉の後継者が戻ってくるなんて）

　揺れる馬車の御者台の上で手綱を握りながら、カミトは胸中で呟つぶやいた。

　もっとも、帝都に潜入するのはこれが初めてではない。幼い頃ころに一度、ミュアやリリィ、レスティアと一緒に〈教導院〉の任務で潜入したことはあった。

「本当に、こんな方法で大丈夫なのかしら？」

　馬車の中から、クレアの不安そうな声が聞こえてくる。

「……さあな。正直、俺もちょっと不安だ」

　御者台の上でため息をつく、女官服姿のカミト。

　その姿は、どこからどう見ても、完璧な王宮仕えの女官であった。

「とっても可愛かわいいわよ、カミト」

　クレアがからかうように、くすっと笑う。

「……お、おまえな」

　カミトは、苦虫を噛かんだような顔で、クレアのほうを振り向く。

　馬車に乗るクレアは白いドレスに身を包み、真しん紅くの髪をブロンドに染めていた。

　クレアは貴族の娘で、カミトはその女官という設定だ。エリスには、少々窮きゆう屈くつなトランクの積み荷の中に隠れてもらっている。

　クレアが貴族役に選ばれたのは、ファーレンガルト家の娘としてたびたび帝都に出入りしているエリスに比べ、顔がほとんど知られていない、という理由からだ。彼女が最後に帝都をおとずれたのは、もう四年以上も前になる。

「もうすぐ門だ。馬車から身を乗り出さないで、もっと貴族らしくしてろ」

　三人を乗せた馬車は、巨大な帝都の城門に近付いていく。

　門前には盛大な篝かがり火びが焚たかれ、荷車を引く商人が列を作っていた。

「おーほほほほっ、わたくしは偉い貴族様なのですわー！」

　突然、クレアが妙な声を上げたので、カミトはぎょっとして振り向いた。

「だ、誰だれだおまえ！」

「誰って……リンスレットの真ま似ねよ、なんか貴族っぽいでしょ」

「……に、似てねえ。本人が見たらきっと怒るぞ」

「む、リンスレットの肩を持つのね……」

　むーっと頬ほおを膨らませるクレア。

「普通にしてれば十分貴族らしいって」

「そ、そう？」

　クレアはちょっと嬉うれしそうに顔を赤らめた。

　門の上では、恐ろしい獅し子しの姿をした二体の彫像が、カミト達たちを見下ろしている。

　否、それは彫像ではなく──帝都の門を守る〈守護精霊ガーデイアン〉だ。

　カミトは懐から、ヴィヴィアンの偽造したという帝国通行証を取り出した。

「これで、通れるんだよな？」

「ええ、そのはずよ……」

　馬車のクレアが緊張気味に頷うなずく。

「いっそ、〈シムルグ〉で直接空襲したいところだな」

「そんなことをすれば、帝都の対空防衛で撃ち落とされるわよ」

　カミトは口をつぐむと、門の前で帝国通行証を掲げた。

　通行証に刻印された魔術文字が一瞬、輝きを放はなち、すぐに消える。馬車が近付いても、門の上の守護精霊はなんの反応もせず、そこに鎮座したままだった。

（……なんとか、突破できたみたいだな）

　カミトは内心で安あん堵どの息をつく。

　と、今度は武器を構えた衛兵が馬車を止めた。

「積み荷を確認させて頂きます。トランクを開けてもよろしいですか？」

「私、待つのは嫌いなの、急いでちょうだい」

　馬車の上のクレアが言った。

「はっ、申し訳ございません。検問を徹底せよと上からのお達しでして──」

　衛兵が馬車のトランクを開く。積んであるのは二つの木箱だ。

　上の箱を開くと、出てきたのは燭しよく台だいなどの儀式道具と、稀き少しような精霊鉱石だった。

「これは？」

「旅先のバルスタン王国で買ってきたものよ。ほら、綺き麗れいでしょう？」

　と、精霊鉱石を見せるクレア。

「安物だけど、あなたにもひとつ差し上げるわ、衛兵さん」

　クレアは衛兵に〈水精霊〉を封じた小さな精霊鉱石を手渡した。一般人は精霊鉱石を使うことはできないが、専門店に売ればかなりの金額になるだろう。

「……っ、ほ、本当によろしいので？」

「ええ、そのかわり、私とっても疲れているの。早くお屋敷に帰りたいから、ここを通してもらえるかしら？」

　賄賂を渡し、言外に検査をパスさせろという意図を伝えたのだが──

「いえ、それは規則ですので──」

　あくまで真面目に首を振る衛兵。

「……え？」

　クレアの表情が固まった。

（……お、おい、どうするんだ？）

　カミトはクレアに視線を送る。

　予想外の事態だった。最大の関門である門を通過した以上、貴族に対する荷物検査など、形式上のものに過ぎないものと思っていた。

　実際、貴族の積み荷が徹底的に調査されることなど、帝都では異例の事態である。少なくとも、衛兵に賄賂を渡せばほぼ確実に通過することができたのだ。

（……予想以上に、帝都の警戒レベルが上がってるってことか？）

「では、検あらためさせていただきます」

　衛兵は恐縮しながらも、下に積んであるもうひとつの木箱を開けようとする。

　エリスの隠れている木箱だ。

「ま、待って──」

「申し訳ありません、規則ですので──」

　衛兵はクレアの制止を無視し、下の木箱に手を触れた。

（……マズイ！）

　と、その瞬間。

　木箱の蓋ふたを突き破り、なにかが勢いよく飛び出した。

「キエ─────ッ！」

「う、うわああああ！」

　驚きよう愕がくの叫びを発し、その場に尻もちをつく衛兵。

「キエーッ、キエ─────ッ！」

　木箱から首を突き出したのは、恐ろしい声で鳴く魔鳥だった。

「き、貴族様、これは一体……」

「……え、えっと、旅先の市場で買った、ペットの鳥よ。可愛かわいいでしょ？」

「か、可愛い……？」

　魔鳥を見上げた衛兵の顔は、ヒッと恐怖に引き攣つった。

「あなたが木箱に触れたから暴れだしたのよ。この責任、どうとってくれるのかしら？」

「も、もも、申し訳ございません、貴族様……！」

　泡を食った様子で平謝りする衛兵。

「ど、どうかご勘弁を、ここはお通りください！」

「ふん、まあいいわ。早く出しなさい──」

　クレアにうながされ、御者のカミトは馬車を門の中に進めた。

　しばらく進んだところで──

「……ふう、なんとかなったな」

　カミトはほっと安あん堵どの息をつく。

「シムルグの怖い顔が役にたったわね」

「くるる……」

　と、木箱の中で誇らしげに鳴く魔風精霊。

「ひとまず、侵入には成功したか──」

「いいえ、ここからが本番よ」
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　帝都の構造は、大きく二つに分けられる。

　ネフィスカール宮殿を中心とする貴族の居住区と、その外周にある市街区だ。

　二つの街は市壁で仕切られており、その門を守るのは一般兵ではなく、軍の精霊騎士である。当然、警戒レベルも段違いであり、先ほどのように、偽造の通行証で押し通る、というわけにはいかない。

　カミトは停留所に馬車を止めた。ここに馬を預け、市内は徒歩で歩くことになる。

「……ふう、息がつまるかと思った」

　と、木箱から出てきたエリスが大きく腕を伸ばした。

「さっきはエリスの機転のおかげで助かったぞ」

「うむ、しかし、帝都にこのような方法で忍び込むことになるとはな……」

　ファーレンガルト家の騎士である彼女にしてみれば、こそこそと帝都に侵入するなどというのは、内心、忸じく怩じたるものがあるのだろう。

「まずは〈骸連盟マーダーズ〉の商人と連絡をとるわよ」

　と、クレアが木箱の中身を取り出しながら言った。木箱の中の魔装具や精霊鉱石は、門の衛兵を信用させるためだけでなく、〈骸連盟〉の商人に対する賄賂でもあった。

「五番街の裏路地にある、魔具店ね」

　三人は灰色の外がい套とうに身を包み、裏通りを忍び歩く。

「前に来たときは、もっとにぎやかな都市だったと思うが……」

　フードの下で、カミトが小さく声を発した。

「事件の影響で、帝国市民の間にも不安が広がっているのだろうな」

　市街を区切る門を幾つもくぐり、貧民街の裏路地に足を踏み入れる。

　大陸で最も繁栄するこの都市にも、やはり、暗い場所はあった。

　──その魔具店は、裏路地の中にひっそりとたたずんでいた。

　注意することなく歩いていれば、気付かずに通り過ぎていたかもしれない。

　外観は特に変わったところのない、普通の店である。もっとも、魔装具や精霊鉱石に縁のない一般市民にとっては、やはり胡乱うろんな店構えではあるのだろう。

　クレアは店の扉を四回、一定の間隔をあけて叩たたいた。

　それが符丁だ。──ややあって、扉の鍵が開くかすかな音がした。

　扉の隙すき間まから顔を覗のぞかせたのは、うすら笑いを浮かべた小男だった。

「……お待ちしていましたよ、お嬢様がた」

「あなたが案内役？」

　クレアの質問に、小男は喉の奥で笑うと、店の中に入るよう目くばせした。

　店の中に入ると、カミトたちは貴族の変装を解き、普段の制服姿に着替えた。

　制服の上から、黒のケープを被かぶる。防護魔術の編み込まれた学院の制服は、耐久性に優れており、帝国騎士団の採用している軍服と同等の性能がある。多少目立つことを差し引いても、身に着ける価値はあった。

「──〈紅蓮卿カーデイナル〉の使いから、話は聞いているわね」

　と、クレアが口を開いた。

「ええ、わたくしどもにひと働きしてもらいたい、と。……お安いご用です。なにせ、〈紅蓮卿〉は我々のお得意さまですからね」

　唇の端を歪ゆがめて笑う〈骸連盟〉の商人。

　クレアは手にした袋の中身を、カウンターの上にぶちまけた。

　袋の中身は、大小の宝石と、貴重な精霊鉱石、それに年代物の魔装具だ。

「これが〈紅蓮卿〉から、あなたへの報酬よ──」

「……ほう、これはこれは。どれもなかなかの品物だ」

　小さな精霊鉱石をひとつ手に取り、商人は満足そうに笑った。

「〈紅蓮卿カーデイナル〉は、バルサス監獄に収監されていた密売人、ヴィヴィアン・メローサも解放したわ。〈骸連盟マーダーズ〉に対する依頼料としては十分でしょう──」

「おお、もちろん、もちろん。我々としても、〈聖国〉の息のかかったアルネウス殿下を、玉座に据えるわけにはいきませんのでね──」

　商人は揉もみ手をしながら言った。

「最近は、我々も商売がしにくくなりましてね。ランバール戦争の時代は大陸各国で大おお儲もうけしたものですが、いまとなっては、廃棄された軍用精霊の横流しとケチな呪装刻印の売買が収入源ですよ──」

「……っ、貴様、よくもぬけぬけと！　お前達たちのような輩やからのせいで、義あ姉ね上うえは──」

「エリス、やめなさい──」

　激げき昂こうし、剣を抜きそうになるエリスを、クレアが押しとどめた。

「……し、しかし、この男は本当に信用できるのか？」

「信用するしかないわ。彼らの手引きは、絶対に必要だもの」

「ご安心下さい。〈骸連盟〉の商人は、みな心に損得を計る天てん秤びんを持つ。その天秤が傾かない限り、裏切ることは決してないのですよ」

　商人はうすら笑いを浮かべると、店の奥の扉を開けた。

「どうぞ、こちらです──」
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　店の奥の戸棚の下に、地下へと続く隠し階段があった。

　カンテラの明かりを灯ともし、商人は暗闇の中へ降りていく。

「ここは〈骸連盟〉が、密輸品の取引に使っている場所でしてね」

「……下水道？　それにしては、水の音が聞こえないが──」

　壁を精霊鉱石の明かりで照らしながら、カミトが言った。

「地ち下か壕ごうの遺跡ですよ。〈魔王戦争〉の際に、聖女アレイシアがこの街を要塞都市として改修したときのものです。帝都には、こんな地下遺跡がまだ無数にあるのですよ」

「もう、フレイヤ先生の講義で習ったでしょ」

「あー、そうだったか？」

「私も話には聞いたことがあるが、入るのは初めてだ──」

　エリスが周囲の壁を見回しながら呟つぶやく。

「帝国は、こんな場所を放置してるのか？」

「広大な地下遺跡をすべて埋め立てるのは不可能です。それに、この地下壕は、オルデシア軍の連中にとっても利用価値がある」

　そのとき、クレアの足もとを大きな鼠ねずみが通り過ぎた。

「……ふああっ、ネ、ネズミ！」

「気を付けてください、ここには、その鼠ねずみより、もっと質の悪い鼠がおりますので」

「……鼠か。たしか、〈暗部〉の特務騎士の隠語だったな」

「はい、連中と遭遇する可能性もありますので、ここからはどうかお静かに」

　……それから半はん刻ときほど、無言の歩みが続いた。

　──と、全身の間隔を研ぎ澄ませていたカミトの耳に、ほんの微かすかな物音が聞こえた。

　靴底の擦すれる音と、暗闇の向こうで息づく、複数の人間の気配。

（……やれやれ）

　カミトは胸中で嘆たん息そくし、足を止めた。

「カミト？」

　前を歩くクレアとエリスが、怪け訝げんそうな顔をする。

「なあ、商人さんよ──」

「なんでしょう？」

　にこっと笑顔を浮かべ、振り向く商人。

「あんた、さっき言ってたよな。〈骸連盟マーダーズ〉の商人は心に天てん秤びんを持つとかなんとか──」

「……それが、なにか？」

「あんたの天秤の、もう一方に載ってるものはなんだ？」

　カミトは静かな声こわ音ねで訊たずねた。

　と、彼はちょっと考えるように顎あごに手をあてて、

「ふむ、そうですな。たとえば、いまここであなたがたを帝国騎士団に差し出せば、幾ばくかの報償はもらえるでしょう。なにせ、あなたがたはお尋ね者だ」

「だが、あんたは違法業者だ。騎士団と接触するわけにはいかない」

「そういうことです。天秤の秤はかりは、まだあなたがたに傾いています。ご安心ください」

「へえ、そうか？　だったら──」

　刹せつ那な、カミトは腰の短剣を素早く抜き放はなち──

　暗闇に閃ひらめいた無数の銀閃を斬り払った。

「これは一体、どういうことだ？」

「……っ、カミト、囲まれてるわ!?」

「ああ──」

　カミトは感覚を研ぎ澄ませ、暗闇の奥に出現した気配を探った。

（……多いな。前に七、八人と、後ろに三、四人ってとこか？）

　この闇の中では、さすがに正確な人数は把握できない。あるいは、もう何人か、伏兵が潜んでいてもおかしくない。

（まさか、全員が精霊使いってことはないだろうが──）

　商人は、もうあのうすら笑いを消していた。

「……っ、まさか、暗殺技能者の刃をすべて弾はじくとは──」

「暗殺技能者なら、殺気を隠す訓練もさせたほうがいいんじゃないか？　姿は見えなくても、そこにいるってのがバレバレだ──」

「裏切ったわね！」

　叫び、クレアが精霊魔装の〈炎の鞭フレイムタン〉を展開する。

　燃え盛る紅ぐ蓮れんの炎が、地ち下か壕ごうの暗闇を明るく照らしだした。

　姿を現したのは、フードで顔を隠した、年格好もバラバラの集団だ。

　オルデシアの帝国騎士団ではない、おそらくは──

（……金で雇ったはぐれ精霊使い、か）

　貴族の血筋でない者も、稀まれに精霊使いとしての才能を開花させることがある。そうした者は、強制的に徴発され、精霊使いの教育機関に送られるのだが、場合によっては〈骸連盟マーダーズ〉などの犯罪組織に買われ、非合法の傭よう兵へいになることがあった。

　精霊使いとしての練度は、学院で学んだ精霊使いには遠く及ばず、〈精霊魔装〉を展開できる者もほとんどいないが、実戦向きの戦闘訓練を受けているため、数を揃そろえられると、それなりに脅きよう威いではある。

「やはり、薄汚い〈骸連盟〉の商人などを信用すべきではなかったな」

　エリスが〈風翼の槍レイ・ホーク〉を構え、目の前の商人を鋭く睨にらんだ。

「くくっ……たしかに〈紅蓮卿〉には、軍用精霊の横流しで稼がせてもらいましたがね。私の天てん秤びんを傾かせるには足りなかった、ということですよ」

「で、もう片方の天秤には、なにが載ってるんだ？」

　訊たずねるカミトに、商人は肩をすくめ、

「ずばり、神聖ルギア王国〈アレクサンドリア〉における、商業活動の許可ですよ。これ以上の条件、あなた方に出すことができますか？」

「……まさか!?　聖国が〈骸連盟〉と取引をするはずないわ！」

　クレアが目を見開く。

「大陸の状況は刻々と変わっているのですよ、お嬢さん」

「あんたの新たな商売の相手は、アルネウスか──」

「──おっと、少し喋しやべりすぎましたかな」

　商人はおどけたように笑うと、闇の奥へ一歩、あとずさった。

「巻き添えをくってはかないません、避難させていただきますよ」

　カンテラを足元に放り出し、地下道の奥へ走り出す。

「……っ、ま、待ちなさいっ！」

　クレアが炎の鞭を放はなつが──

　その前に割り込むように、石の壁が立ちはだかった。はぐれ精霊使いの使役する精霊だ。

「……っ、追うわよカミト、取り逃がしたら、ここから出られなくなる──」

「ああ──」

　カミトは〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉を抜き放ち、石壁を粉々に打ち砕いた。だが、商人の姿はすでに消え、通路を塞ふさぐように、武器を構えたはぐれ精霊使いたちが立ちはだかる。

　無論、これだけの人数であっても、カミトたちの敵ではない。だが、視界が悪く、狭い地下道で、全員を倒すのは時間がかかりそうだ。

（強行突破しかない、か──）

　カミトが、対集団戦用の構えをとる。こんなところで無駄な神威カムイを使いたくはないが、そうも言ってはいられない──

　──と、そのとき。

「……っ、ぎ、あああああああああああああああっ！」

　地下道の奥で、絶叫が響きわたった。

「……!?」

　あの〈骸連盟マーダーズ〉の商人の声だ。カミトたちは顔を見合わせ、商人に雇われたはぐれ精霊使いたちも、動きを一斉に止める。

「な、なぜだっ！　なぜ、貴様がここにいる……！」

「おあいにく様、ここは僕ぼくの庭でもあるんだよ、ドブネズミくん」

　軽い靴音と共に、商人の悲鳴とは対照的な、可か憐れんな声が聞こえてきた。

　揺れる精霊鉱石の明かりが、地下道の中を近付いてくる。

　姿を現したのは、片腕をうしろ手にねじられた、あの商人だった。その側頭部には、大陸でもごく少数しか出回っていない武器──拳けん銃じゆうが突きつけられている。

　精霊鉱石を嵌はめこまれたその拳銃に、カミトは見覚えがあった。

「お前は──!?」
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「……くっ、う……はあっ、はあっ、はあっ……」

　──静せい寂じやくと闇の支配する世界。

　その中で、フィアナは意識を集中する。

　体力も精神力も、もはや限界寸前だった。それでも、彼女の薄闇色の瞳ひとみは、光を失わない。彼女には絶望しないだけの理由があった。

（……カミト君が……来て、くれた……）

　──数時間前のことだ。あのグレイワースの配下を名乗る〈暗部〉の特務騎士から、ようやく二度目の連絡が入った。〈暗部〉は同じ連絡方法を二度は使わない、今度は精霊鉱石ではなく、細かく刻んだ紙片だった。

　紙片を繋つなぎ合わせると、そこにはただ〈彼が来た〉とだけ、あった。

　それで十分だった。

　それだけで、どんな苦痛にでも耐えることができる。

　乾ききった唇を、強く噛かむ。

　滲にじんだ血に指先を浸し、床ゆかを繊せん細さいになぞった。

（──第十四拘束術式に、二重の封印術式を交差させているのね）

　目を閉じて、石の床に刻まれた魔術方陣の構成を解析する。そして、指先に浸した血で、その構成要素を、一つ一つ、丁寧に上書きしていく。

　そんな、気の遠くなるような作業を、何度も何度も──繰り返した。

　乾いた血の上に、さらに精密な描画を重ねるうちに、いつしか、極度に緻密な魔術方陣が組み上がっていく。

　無論、血による魔術方陣の上書きなど、並の姫巫み女こにできることではない。結界に関する膨大な知識と、並外れた素養を持つ、フィアナだからこそできる神業だった。

　すでに大量の血を失い、意識を保っているのが不思議なほどだ。

　だが、気の遠くなるようなその業も、いまようやく実を結びつつあった。

（……カミト君は、来てくれた……だから、私も──）

　魔術方陣を描きはじめてから、数時間。そろそろ看守が見回りに来るころだ。そして、見つかれば、これまでの努力は水泡に帰してしまう。

　気持ちは焦る。だが、慎重さを失えば、すべては無駄になる。

「──我……は、三度……誓願、する……血の契約、に、よりて──」

　血に濡ぬれた唇が、最後の詞ことばを紡ぐ。

「……我が、束縛を……解き放はなて──！」

　ついに、フィアナは最後の魔術方陣を描き終えた。

　石の床に描かれた、血の魔術方陣が青白い光こう芒ぼうを放つ。

　──成功だ。この〈隔かく離り世よの宮みや〉と〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉を遮断する魔術方陣、その構成を破棄する〈破魔の方陣〉が、完成したのだ。

（……これ、で……〈元素精霊界〉とのリンクは繋つながった）

　フィアナは安あん堵どの息をつくと、壁にもたれ、座り込んだ。

　目を閉じて、軽く意識を集中する。──と、自身の肉体が〈元素精霊界〉に接続され、神威カムイが全身を駆けめぐるのを感じることができた。

（……まず、は……カミト君たちを、探さないと……）

　──あの特務騎士の報告を受けてから、一体、どれくらいの時間が経たったのか。

　もしかすると、すでに帝都の中にいるのかもしれない。

（……まさか、騎士団に捕まってるなんてことは、ないわよね──）

　指先で印を切り、脳裏にカミトの姿を想おもい描く。

　姫巫女の感応力を極限まで高め、精神的に深い繋がりのある人物の気配を察知する、フィアナの得意な巫ふ術じゆつだ。リンファ皇女の使う〈念視スクライング〉ほどの精度は望めないが、対象が近くにいれば、だいたいの場所のイメージは掴つかめる。

　全身の感覚が研ぎ澄まされ、精神が引き伸ばされる錯覚に目眩めまいを覚える。意識が自身の肉体からこの牢ろう獄ごくへ、牢獄から祭殿の外へと拡張する──

（待ってて、カミト君──）






第九章　グァース・ギバイの研究塔






　はぐれ精霊使いたちは、捕らえられた商人の姿を見ると、蜘く蛛もの子を散らすように逃走した。所しよ詮せんは金で雇われた連中だ、雇い主への忠誠心などないのだろう。

　それに、彼女は、はぐれ精霊使いの天敵だ。

「……で、なんで、お前がここにいるんだ？」

　と、カミトはその少女を、半眼で睨にらんだ。

　短く切りそろえた黒髪に、切れ長の美しい瞳ひとみ。ブラックレザーの戦闘服に身を包んだ、ボーイッシュな雰囲気の少女だ。

〈十二騎将ナンバーズ〉の第九位──ヴィレイ・ブランフォード。

　オルデシア軍の〈暗部〉に所属する、諜ちよう報ほう専門の特務騎士である。

　彼女と最後に会ったのは、カミトがローレンフロストに出立する直前のことだ。たしか、〈諸国会議〉に出席するグレイワースを護衛して、帝都に向かうと言っていた。

「ここは〈暗部〉の庭だよ。こういうドブネズミを狩るのが、僕ぼくたちの仕事さ」

　ヴィレイはロープで縛り上げた商人を、足先で転がした。

「……あたしたちがその男に接触することを、知っていたの？」

　クレアは警戒した様子で言った。

〈暗部〉の特務騎士がここに現れたのは、偶然ではあるまい。

　ただ、カミトたちを捕らえに来たのだとすれば、ここに彼女一人しかいない、という状況が腑ふに落ちなかった。

「君たちが、学院都市の施設から脱獄したという報告は受けていたからね。第二王女殿下の救出に来るだろうという確信はあった。都市外の人間が貴族街区に侵入するルートはそう多くない。とすれば、〈骸連盟マーダーズ〉の商人に接触することは容易に予想できる──」

「俺おれたちが帝都に侵入したのも、とっくに把握してたってわけか」

「まあね──」

　頷うなずくヴィレイ。

　カミトは〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉に手をかけて、

「──で、どうする？　フィアナを助けに来た俺たちを、拘束するか？」

　と、彼女を鋭く睨にらんだ。

　ヴィレイ・ブランフォードの実力は、侮れるものではない。〈暗部〉所属ということもあり、その契約精霊は諜ちよう報ほう能力を重視したものだろうが、それでも、彼女は帝国最精鋭〈十二騎将ナンバーズ〉の一人なのだ。

「おっと、早とちりしないでくれ。僕ぼくは君たちを捕らえに来たわけじゃない」

　ヴィレイはあわてた様子で手を振った。

「……なに？」

「今の僕は〈暗部〉の意向ではなく、個人的な動機で動いてる、ってことさ。つまり、君たちが帝都に侵入したことは、僕しか知らない──」

「……個人的な動機？」

　カミトは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめ、剣の柄から手を離した。

　無論、完全に信用したというわけではない。だが、もしカミトたちを拘束するつもりなら、この場に彼女一人しかいないという事実は、たしかに不可解だった。

「カミト、これは取引だ。僕は君たちを利用させてもらう」

「……どういうことだ？」

「僕の目的は、アルネウスに囚とらわれたグレイワース卿を救出することだ」

「え？」

「……学院長を？」

　カミトたち三人は顔を見合わせた。

　ヴィレイは以前、軍の命令で、グレイワースを内偵していたことがあった。だが、二人にそれ以上の接点があるとは思えない。

「僕が、ルーリエ・リザルディアの追跡任務から外された話は、前にしたね」

「ああ──」

「あのとき、〈暗部〉から左遷されていた僕を、グレイワース卿は拾ってくれたんだ。だから、僕はあの方に個人的な恩義がある」

「個人的な恩義か。だが、それだけの理由で、〈十二騎将ナンバーズ〉の地位にあるあんたが、そんなリスクを冒すのか？」

　グレイワースは、いまや皇帝暗殺未遂事件の共謀者であり、大罪人だ。彼女を救出するということは、すなわち帝国への叛はん逆ぎやくを意味する。

「もちろん、理由はそれだけじゃない──」

　ヴィレイはあっさりと認めると、

「僕ぼくはね、カミト。今回の件で、帝国そのものに不信感を抱いているんだ」

　声を潜めて、そう言った。

「……不信感」

　その言葉の背後にあるものに、カミトは心当たりがあった。

「オルデシアの内部に、聖国の手が伸びてるって話か？」

「どうしてそれを!?」

　ヴィレイが切れ長の瞳ひとみを見開く。

「ま、とある情報源があってな──」

　ルビアの存在は明かさずに、カミトは含みを持たせて言った。

「その情報源が気になるけど……まあ、その辺りの事情を知っているのなら、話は早い。オルデシアの中枢はいま、聖国に牛耳られている──」

　ヴィレイは、最近、帝国で起きた不審な変化の兆しを話しだした。

　ルーリエ・リザルディアの追跡任務の中止にはじまり、〈聖霊騎士団〉のローレンフロスト辺境領への侵入と、それを帝国が黙認したこと。

　そして、今回の皇帝暗殺未遂だ。

　今回の件は、調査に直接介入していないヴィレイにも、不可解なことが多すぎた。

　まず、フィアナが魔精霊を解き放はなったとされる〈精霊王の血ブラツド・ストーン〉だ。事件の共謀者である宰さい相しようが提供したということだが、彼は国宝級の精霊鉱石をどこで手に入れたのか。なぜそこに、グレイワースのかつての契約精霊が封印されていたのか──

　宰相の自殺にも不審な点が多すぎた。にも関かかわらず、帝国騎士団は早々に調査の打ち切りを通達してきたのだ。

「今回の事件に不審を抱いている者は大勢いるはずだ。だが、第二王女派が全員投獄されたいま、誰だれもがアルネウスを、いや、その背後にいる聖国を恐れている」

　ヴィレイは唇を強く噛かみしめた。

「いまのオルデシアは、なにかがおかしい。僕は帝国に忠誠を誓う騎士として、組織とは無関係に、個人的な信念で、グレイワース卿を救い出したいと思っている。そのために、君達たちの協力が必要なんだ──」

「つまり、あたしたちがフィアナを救出して騒ぎを起こせば、あんたがグレイワースを救い出すための隙すきができるってことね」

「──理解が早くて助かるよ」

　クレアの言葉に、頷うなずくヴィレイ。

「もっとも、第二王女殿下の救出は、グレイワース卿が投獄される前に、僕ぼくに命じられたことでもある。こっちが首尾良くいけば、脱出のほうは僕がサポートしよう」

「グレイワースの救出は、俺おれたちも望むところだ。あんたがやってくれるってことなら、こっちも助かる」

「──取引成立、だね」

　頷いて、特務騎士の少女は微笑ほほえんだ。





　　　　◇






〈暗部〉の特務騎士は、足音をたてない特殊な歩き方で、暗闇の中を足早に進む。

　複雑に入り組んだ広大な地下遺跡は、どこまでも続くかに思えたが──

　やがて、精霊鉱石の明かりが、通路の先にある異質な人工物を照らしだした。

　天井まで伸びた巨大な鉄格子だ。

　ヴィレイが近付き、赤あか錆さびにまみれた鉄格子の軸をくるくる回すと、真ん中の部分が外れ、ぎりぎり人が通れそうなほどの隙すき間まが生まれた。

「帝都の地下に、こんな場所があったとは……」

　エリスが驚きの呟つぶやきを漏らす。

「ここが〈暗部〉の秘密の出入り口ってわけか」

　カミトの呟きには答えず、ヴィレイは無言で闇の中を進む。

　と、不意に強烈な腐敗臭が鼻をつき、カミトは顔をしかめた。

　足の裏にぐにゃりと嫌な感触を覚える。なにかの小動物の死骸のようだった。

「……ここは、まさか──」

「ああ、宮殿の塵ごみ溜ためさ。もっとも、捨てられているのは塵だけではないけどね」

　意味深なことを呟き、ヴィレイは塵山の前で足をとめた。

　塵山の上には、煉れん瓦がと漆しつ喰くいで舗装された円筒形の縦穴があった。

　地上からの明かりがそこに射し込み、あまり見たくない光景をさらけ出している。

　塵に混じって捨てられた、数多くの白骨だ。ほとんどは鼠ねずみなど小動物のもののようだが、中にはもっと大きいものもあった。

　それは、カミトが幼少の頃ころに、よく見慣れた光景だった。過酷な訓練で命を落とし、打ち捨てられた、子供達たちの遺体。

「……っ、カ、カミト、これ……！」

　クレアが口元を押さえてうめく。エリスはショックで口も聞けないようだ。

「グァース・ギバイの研究塔の名前は、聞いたことがあるかい？」

「……俺は初耳だ」

「ランバール戦争時代の研究施設──別名〈拷ごう問もん塔〉よ」

「拷ごう問もん塔？」

　うめくようなクレアの言葉に、カミトが訊きき返す。

「ええ、ランバール戦争の頃ころは、帝国でも〈呪装刻印〉を含めた非人道的な実験が行われていたの。中でも、グァース・ギバイの研究塔は、オルデシア帝国の負の歴史を物語る施設だと伝えられているわ」

「そう、もっとも、塔そのものは遙はるか昔に閉鎖されたけどね。華やかな貴族街区の下にあるこの塵ごみ溜ためは、その時代の名な残ごりだよ──」

「……胸くそ悪い場所だな」

　カミトは吐き捨てるように言った。

「──グレイワース卿が囚とらわれているのは、その〈拷問塔〉だ」

「……なに？」「なんだと？」「なんですって!?」

　思わず、三人は声を上げた。

「けど、さっき、塔は閉鎖されたって──」

「数ヶ月前、アルネウスが塔を開放したんだよ。軍の研究施設にするという名目で、帝国議会に承認させた。軍の施設とはいうが、実質はアルネウスの私物だ。お抱えの研究者だけでなく、聖国の枢すう機き卿きようが出入りしているという噂うわさもある──」

「学院長が、そんな場所に──」

「でも、どうして……」

「連中の真意はわからない。けど、月日を重ねても、決して衰えることがないと噂される、グレイワース卿の肉体。連中にとっては、格好の研究対象だろうね──」

「婆ばあさん……」

　カミトは奥歯を噛かみ、縦穴の上を見上げた。

　──縦穴から這はい上がると、そこは鬱うつ蒼そうと茂る森の中だった。

　広大な貴族街区の敷地内にある、王侯貴族が乗馬や狩りを楽しむための森だろう。もっとも、貴族たちも、これほど木の茂った場所にまでは来ないだろうが。

　空は灰色の雲に覆われている。

　もし雨が降れば、雨音はこちらの足音を消してくれるだろう。

「……外の見張りは？」

「この時間帯は、それほど多くはない。それに、帝国騎士の第一師団は、都市郊外に出現した船せん籍せき不明の軍用艇の対応に向かったようだ」

　カミトはクレアと視線を交わしあった。

　……おそらく、ルビアの〈レヴァナント〉だ。

「第二王女殿下は、アレイシア大祭殿地下の〈隔かく離り世よの宮みや〉に幽閉されている。僕ぼくとしては、君たちが派手に暴れて、注意を引きつけてくれると助かるな」

「あまり、派手に立ち回りたくはないけど、しかたないわね」

「そうだな……」

　呟つぶやくクレアに、カミトは頷うなずいた。

　とはいえ、一度も〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉を抜かずに切り抜けられるとは思えない。祭殿を守るのは精鋭の上級騎士、そして帝国最強を誇る〈十二騎将ナンバーズ〉なのだ。

「宮殿に残っている〈十二騎将〉は？」

「アレイシア大祭殿の護衛をしているのは、第三位のレシュキル・ハーシュキルト卿の配下だろう。レシュキル卿は重力精霊〈テュポーン〉の使い手だ」

「重力精霊テユポーンか。剣精霊との相性は、あまりよくなさそうだな」

「だが、第一位のセフィーラ卿はアルネウスの警護、第二位のアーヴィン卿と第四位のデュネイ卿は軍用艇の迎撃に向かっている。それだけでも僥ぎよう倖こうと思うべきだろう」

　カミトは、遠くに聳そびえるアレイシア大祭殿に視線を向けた。

「ヴィレイ、グレイワースの救出は、あんたに任せたぞ」

「ああ、君たちの武運を祈るよ」





　　　　◇






（……カミト君!?）

　魔術が発動した、その瞬間──

　フィアナの脳裏に、カミトの姿のイメージが強く刻印された。

　常人とは明らかに異なる──そして、どこか懐かしい、その気配。

　それは、間違いなく、彼女の慣れ親しんだカミトの気配だった。

　──だとすれば、こんなところで、座りこんでいるわけにはいかない。

　なんとか気力を振り絞り、フィアナは立ち上がった。

　震える指先を、床ゆかの血に浸し、牢ろう獄ごくの壁に召しよう喚かんの魔術方陣を構築する。

　神威カムイは足りていないが、魔術方陣の補助があれば、召喚自体は可能なはずだ。

（御祓みそぎもしていない、穢けがれた身だけど──）

　彼女の右腕となる聖騎士は、きっと来てくれる。

　そんな確信を胸に、召喚の詞ことばを詠唱した。

「──汝なんじ、人の子の王に仕えし剣聖の騎士よ。

　──旧ふるき血の契約に従い、我を守る剣となりて、我が下に馳はせ参さんじ給たまえ！」

〈隔かく離り世よの宮みや〉の静せい謐ひつな空気を震わせる、澄んだ姫巫み女この声。

　その言葉に応えるように、血の魔術方陣が青白い光こう芒ぼうを放はなつ。

　虚こ空くうに、銀の斬閃が奔はしった。

　鋼はがねの剣が空間を斬り裂き、その裂け目から、白銀の騎士が姿を現す。

　騎士精霊〈ゲオルギウス〉──オルデシア王家に伝わる高位の精霊だ。

「……よかった……来て、くれたのね……」

　微笑ほほえみをうかべ、床に倒れ込みそうになるフィアナの身体からだを、騎士精霊は力強く抱きとめた。そして、彼女をゆっくりと地面に下ろすと、抜き放はなった剣の刃で、フィアナの四し肢しを拘束する枷かせを両断した。

「……ありがとう。〈治ち癒ゆの石〉を、預けてあったわね──」

　騎士精霊は甲かつ冑ちゆうの胸部を開き、空洞の中から精霊鉱石を取り出した。

　フィアナはそれを胸もとに抱き、神威カムイを込める。

「心優しき一角獣の光よ、我が傷を癒いやせ──」

　全身が癒しの聖光に包まれ、失われた体力が、ほんの少し回復する。

（いまの私では、これが限界ね……）

　──とはいえ、歩ける程度には回復したはずだ。

　フィアナは〈ゲオルギウス〉の中から、儀式用の短剣を取り出すと、血に染まったドレスの裾すそを斬り裂き、動きやすくした。

　そして、固く閉ざされた扉の前まで近付く。扉には、また別の防護魔術がかけられているが、それを解除している時間はない。

（……開かないのなら、壊せばいいのよね）

　フィアナは扉にすっと手を伸ばすと、

「──やりなさい、ゲオルギウス！」

　騎士精霊に命令を発した。

　主君の命令に応じ、騎士精霊が大剣を扉に叩たたきつける。

[image: ]

　一刀両断。扉は派手な音をたて、粉々に砕け散った。

「……なっ、第二王女!?」

「ば、馬ば鹿かなっ、なぜ契約精霊が──」

「レ、レシュキル卿を呼べ、早く──」

〈隔かく離り世よの宮みや〉を守護する衛兵たちが、動揺の声を上げて逃げ惑う。

「はあっ、はあっ……くっ……」

　フィアナは立ち眩くらみを起こし、壁によりかかった。いまの状態でゲオルギウスを使役し続けるのはあまりに負担が大きく、下へ手たをすれば、意識を失うリスクがある。

「──戻って、ゲオルギウス。ありがとう」

　主君の命に、騎士精霊は頷うなずくと、光の粒子となって虚こ空くうに消失した。

「待ってて、カミト君……」

　フィアナは小声で呟つぶやくと、祭殿の廊下を駆けだした。





　　　　◇






　重く垂れこめた雲から、雨が降りはじめた。

　どこか緊迫感を孕はらんだ空気を、カミトは敏感に察知した。

「手て筈はず通り、迂う回かいするルートをとるわよ、カミト」

「ああ──」

　アレイシア大祭殿までの最短ルートは、ネフィスカール宮殿に続く大通りを、まっすぐに行くものだ。だが、そこにはもちろん、騎士が多く配備されており、手間取れば、すぐに増援を呼ばれてしまうだろう。

「──風よ、汝なんじの加護を与えよ」

　エリスが精霊魔術を唱え、三人の周囲に風の障壁を巡らせた。

　風の障壁は足音を消し、わずかながら移動速度を高める効果がある。

「──行くぞ」

　降りしきる雨音に紛れ、カミトたちは貴族街区の通りを、風のように駆け抜けた。

　貴族の別邸のある区画を抜け、行政施設の固まった区画に移動する。

　まだ騎士の姿は見当たらない。……街は拍子抜けするほど静かだ。

「……妙だな、人の気配がしない」

「ああ、なにしろ、反アルネウス派の投獄があった直後だからな──」

　周囲の音に耳を澄ませながら、エリスが呟く。

　──と、そのとき。前方から、衛兵たちの声が聞こえてきた。

　カミトたちは足をとめ、邸てい宅たくの陰に身を潜めた。

「大失態だぞ、なんとしても、王女殿下を見つけ出せ！」

「まだ遠くへは逃げていないはずだ！」

　衛兵の一団は、けたたましい足音をたて、通りを駆けていく。

「……っ!?」

　カミトたちは視線を交わし合った。

「……フィアナが逃げた？」

「どういうこと？」

「……」

　カミトの頭はめまぐるしく回転した。

　偶然、タイミングが重なったのか。それとも、なんらかの方法でカミト達たちの動きを察知し、同調してくれたのか──

「……まあ、フィアナも、囚とらわれのお姫様って柄じゃないよな」

「そうね」「……うむ、そうだな」

　あのお姫様のことだ。自力で脱出するくらいは、やってのけても不思議はない。

　精霊契約の力を失い〈喪失の精霊姫ロスト・クイーン〉と呼ばれていた頃ころでさえ、彼女はただ悲嘆に暮れ、お城に籠こもっていたのではなかった。

〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉に優勝して力を取り戻すという目的のために、虎視眈々と準備をし、偽装入学までしてカミトに会いにきたのだ。

　フィアナ・レイ・オルデシアは、そんな芯の強さを持った少女だった。

「……なんにせよ、この状況はチャンスだ」

「ええ、幽閉された状態から救い出すよりは遙はるかに楽だわ」

「衛兵たちよりも早くフィアナを発見し、確保すればいいのだな」

　エリスが言った。

「だとすると、固まって行動するよりは、分かれて探したほうがいいかもな」

「そうね、見たところ、騎士団はまだ動いていないようだし──」

　カミトの提案に、クレアが頷うなずく。

「では、ここからは別行動だな。フィアナを発見しだい、連絡を取り合おう」

　エリスは小声で魔術を唱え、風の精霊を呼び出した。

　花弁のようなドレスを纏まとった、小型の妖精だ。

「この精霊は、言葉を風にのせて運んでくれるものだ」

　風の妖精は空中でくるっと踊ると、カミトとクレアの肩にとまった。

「騎士団とは絶対に戦うな。遭遇したら、逃げろ」

「ええ、わかってるわ。カミトも、気をつけて──」

　三人は頷きあい、同時に三方向に駆けだした。





　　　　◇






　雨に濡ぬれた街路を、カミトは走った。

　衛兵の足音が近づくたび、物陰に隠れ、様子を見る。

（……フィアナ、どこにいる？）

　大通りを通ることは考えられない。──といって、入り組んだ路地に入れば、土地勘のある衛兵に、たちまち囚とらわれてしまうだろう。

　別邸の密集した区画まで移動して、貴族に匿かくまってもらうつもりなのかもしれない。だが、反アルネウス派の貴族はほとんど投獄された上、もともと宮殿で孤立していた彼女に、手を差し伸べる貴族などいるのだろうか──

　──と、そこで、カミトはあることに思いあたる。

（──たしか、王族の使う秘密のルートがあるって言ってたな）

　もしかすると、そのルートを使っているのかもしれない。

（……だとすると、俺おれたちにはお手上げだな）

　フィアナが一人で逃げられるなら、それに越したことはないのだが──

　と、そのときだった。

　──ミト……カミト……君……そ、こに、いる……の……？

（……!?）

　突然、脳裏に、ノイズの混じった声が聞こえた。

　エリスの風の妖精ではない、もっと、頭の中に直接響くような声だ。

「フィアナ、どこだ!?」

　足を止め、思わず、声に出して叫ぶ。

　だが、周囲にフィアナの姿は見当たらない。

（……思念を投射する精霊魔術か）

　カミトは目を閉じ、頭の中に響く声に集中した。

　だとすると、この声は一方通行だ。カミトの声は届かない。

　──カミト君……私は……祭殿の……北回廊に──

（……北回廊？）

　現在、カミトがいる位置は、正門のある南側。正反対の場所である。

（……宮殿を突っ切ったほうが早いが──）

　帝都の中枢であるネフィスカール宮殿の敷地は、大勢の騎士が守っているはずだ。

（さすがに、リスクが大きすぎるか……）

　カミトは胸中で歯は噛がみした。いかに最短距離とはいえ、突破に手こずっては、本末転倒だ。迷路のような構造の貴族街区のルートを抜けて、北側に出るしかない。

　──決断して、駆けだそうとした、そのときだった。

　──……あ、あ……あああああっ──

「……っ!?」

　不意に、頭の中に強烈なノイズが走った。

（……なんだ!?）

　思わず、こめかみを押さえてうめく。同時に、途切れ途切れだったフィアナの思念は、ぷつんと遮断され、まったく聞こえなくなった。

（……悲鳴、のような声が聞こえたが──）

　……彼女に何かあったのか、それとも──

「……っ！」

　カミトはくっと歯は噛がみして、〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉を握り締めた。

　そして、ネフィスカール宮殿を囲む、巨大な外門に目を向ける。

　もはや一刻の猶ゆう予よもない。

「……結局、派手に立ち回ることになりそうだな」





　　　　◇






　水たまりの上で、フィアナはハッと立ち止まった。

　それまで、たしかに感じていた、カミトの気配が急に途切れたのだ。

　いや、気配だけではない。いつのまにか、フィアナを探す衛兵たちの足音も、降りしきる雨の音も消えていた。フィアナ自身の靴音さえも──

　まるで、彼女の周囲だけ、空間ごと切り離されたような感覚だった。

（……これは、〈封絶結界〉？　いえ、違う──）

　──と。突然、目の前の空間が、ぐにゃりと歪ゆがんだ。

　一瞬、眩暈めまいがしたのかと思ったが──

（……え？）

　ズンッ──！

　次の瞬間、彼女の身体からだは、不可視の力によって地面に押しつけられた。

「……か、は……あ、あ……あああああっ──」

　強烈な負荷。手足を轢ひき潰すような圧力に、身動きが完全に封じられる。全身の骨が軋きしみを上げ、その激痛に、フィアナは声にならない悲鳴をほとばしらせる。

「あらあら、ここにおられましたのね、王女殿下──」

「……!?」

　フィアナは、なんとか首を動かし、声の主を見上げた。

「逃亡をくわだてる悪い娘こには、お仕置きをしなくてはなりませんねえ──」

　言って、レシュキル・ハーシュキルトは、愉たのしそうに唇を舐なめた。





　　　　◇






　貴族街区の中心部から、騒乱の音が聞こえてくる。

（……カミトがうまくやってくれたようだね。これで潜入しやすくなる）

　足元に転がる衛兵を蹴転がし、ヴィレイ・ブランフォードは門の中に侵入した。

〈グァース・ギバイの研究塔〉──大戦時代に悪名を馳せたその白亜の塔は、宮殿の敷地内にある森の中に、ひっそりと建っていた。

　それほど大きな塔ではなく、外観も目立つようなものではない。

　にも関かかわらず、肌が粟あわ立だつような、この不気味な圧迫感は何か──

（以前に調査で入ったときは、こんな感じではなかったけれど……）

　ヴィレイは結界を解除し、塔の中に足を踏み入れた。

　空気は生暖かく、中には人の気配があった。

（……見張りの兵士か。それとも、アルネウスの子飼いの研究者か──）

　ヴィレイは足音を殺し、上階へ続く階段を無視して、塔の奥に向かう。上階は資料庫と研究室だ。グレイワースが囚とらわれているとすれば、地下のほうだろう。

「あら、悪いネズミさんが、私の玩具おもちや箱ばこに忍び込んだみたいね」

「……っ!?」

　唐突に聞こえたその声に、ヴィレイは背後を振り向いた。

　と、いつのまにそこにいたのか──

「……お、おまえは!?」

　純白の聖服に身を包んだ、眼帯の少女──ミレニア・サンクトゥスが、階段の上に立って、くすくすと笑いながら、ヴィレイを見下ろしていた。

（……っ、特務騎士の僕ぼくに、気配を感じさせないだと!?）

　反射的に拳けん銃じゆうを抜き放はなち、神威カムイを籠こめる。子供相手だと容赦をする気は、さらさらなかった。──あれは化け物だ。帝国に巣食う、恐ろしい化け物。

「ふふっ、お馬ば鹿かさんね♪」

　ミレニアは可か憐れんに微笑ほほえむと、ぺろっと舌を舐なめた。

「──まあ、あれの実験にはちょうどいいかしら」

「なに!?」






第十章　覚醒する闇






「……っ、さすがに、宮殿の警護は段違いだな！」

　宮殿の敷地に足を踏み入れた途端、猟犬型の精霊が襲いかかってきた。

　侵入者を自動で排除するタイプの守護精霊だ。カミトの神威カムイを探知し、どこまでも追ってくる。訓練された猟犬精霊の群れを相手に、逃げきる自信はさすがにない。

　だが、最短でフィアナのもとへ駆け付けるには、ここを突っ切らなくてはならない。

「やるしかない、か──」

　走りながら、カミトは〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉に神威を込める。瞬時に身をひねり、飛び掛かってきた猟犬の一体を、一刀のもとに斬り捨てた。

「手加減はなしだ。悪く思うなよ──」

　周囲を取り囲んだ猟犬が、一斉に牙を剥むく。

（──エスト、形態変化モード・シフトだ！）

『はい、カミト──』

　カミトの意志に応じ、手にした〈魔王殺しの聖剣〉が、即座に形状を変化させる。

　左右の手に現れたのは、それぞれ白と黒の刃を持つ、一対の双剣だ。一対多数の集団戦、それも、決まった武芸の型を持たない猟犬相手なら、こちらのほうが対応しやすい。

「暗殺技──〈双そう蛇じや円えん舞ぶ〉！」

　片刃の双剣を逆さか手てに構え、カミトは群れの中に飛び込んだ。

　電光石火。白と黒の残閃が閃ひらめくたび、猟犬精霊が光の粒子となって消滅する。その姿は、さながら一陣の旋風のようだ。

　数十頭の猟犬の群れが、みるみるうちにその数を減らしていく。

　三頭の猟犬をまとめて斬り捨て、カミトは前に突き進んだ。

（……待ってろよ、フィアナ！）

　猟犬の群れを突破し、大庭園をまっすぐに駆け抜ける。

「侵入者だ、速やかに捕ほ縛ばくしろ！」「守護精霊では止まらん、南門に増援をよこせ！」

（……っ、おいでなすったか──）

　カミトは胸中で舌打ちした。

　宮殿を守る王宮騎士団インペリアル・ナイツが、カミトに気付いたようだ。

「エスト、頼む──」

『はい、カミト──』

　地を蹴って飛び上がり、左右の刃を交差させる。双剣の刃は消滅し、両手にふたたび〈魔王殺しの聖剣〉が出現した。

　甲かつ冑ちゆうを纏まとう騎士の集団が、空を飛ひ翔しようして現れた。おそらく風精霊の使い手だろう。空中で掌てのひらを突き出し、風の精霊魔術を放はなってくる。

「効くかよ、そんなもん──」

　カミトは〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉を横薙なぎに振るい、風刃を弾はじいた。

　そのまま、一気に駆け抜ける。

「このっ──とまれえっ！」

　続けざまに撃ち込まれる風の刃。だが、カミトはそのすべてを紙一重で躱かわす。

「──邪魔をするな！」

　カミトは〈魔王殺しの聖剣〉に、渾こん身しんの神威カムイを込めた。白銀の刃が一瞬で闇の色に染まり、ほとばしる黒い雷撃が、飛ひ翔しようする騎士たちを薙ぎ払う。

〈死を呼ぶ雷閃ヴオーパル・ブラスト〉──かつて、最強の剣舞姫レン・アツシユベルが最も得意とした技だ。

　墜落した騎士たちを一顧だにせず、カミトは直進する。

　──ドクン。

　跳ね上がる鼓動。体内で練られた神威が爆発的に放出される。

「貴様っ、よくも──」

　門の前に騎士が三人現れた。それぞれ、近接タイプの精霊魔装を手にしている。コンビネーションを取られると厄介だ。軍属騎士の真の強さは、その集団戦術にある。

（……連携をとられる前に、速攻で倒す！）

　カミトは地を蹴って、さらに加速した。

「絶剣技、初ノ型──〈紫電〉！」

　カミトの放はなった神速の突きが、炸さく裂れつした。

　騎士たちの眼めからは、カミトの姿が消えたように映っただろう。まさに紫電の如ごとき一閃は、騎士の精霊魔装を正確に破壊し、一瞬で戦闘不能にした。

　──ドクン。ドクン。

　次々と立ちはだかる王宮騎士たちを薙ぎ倒しながら──

　カミトは、鼓動の異様な高まりに気付く。

（……なんだ？）

〈魔王殺しの聖剣〉を振るい、絶剣技を使ったというのに──

　神威の消耗をまったく感じない。

　まるで、身体からだの奥底から、無限の神威が湧き上がってくるかのようだ。

（こいつは、まさか……）

　カミトの脳裏に、ルビア・エルステインの言葉が蘇よみがえる。

　──闇の力に呑のみ込まれたくなくば、無む暗やみに神威を使わぬことだ。

「……っ!?」

　刹せつ那な、カミトは殺気を感じ、跳躍した。

　肩口を掠かすめる炎の矢。

　カミトは、矢の飛んできた方角に視線を向けた。

　宮殿の壁の上に、六人の騎士が立ち、精霊魔装の弓矢を構えていた。

「侵入者を止めろ、殺しても構わん！」

　次の瞬間、炎の矢が雨のように放はなたれた。





　　　　◇






「……あ、ぐ、う……ううっ……！」

　全身の骨が砕けるような重圧に、フィアナの喉から悲鳴がほとばしる。

　不可視の力によって地面に押さえつけられたフィアナの頭上には、浮遊するふたつの奇妙な球体が、ゆっくりと旋回を続けている。

「レシュキル・ハーシュキルト卿……！」

「あら、まだ喋しやべれるのねえ、お姫様」

　レシュキルがくすっと微笑ほほえみ、指先をパチンと鳴らす。

　と、重力球の回転速度が上昇し、重圧がさらに増した。

「……か、はっ……！」

　フィアナの喉から血が溢れた。呼吸器が圧迫され、息をすることさえ困難になる。

　空気を求めて喘あえぐフィアナの頭を、レシュキル卿は上から踏みつけた。

「……っ、う……」

「悪いお姫様ね。皇帝陛下を暗殺しようとした上、脱走するなんて」

「……違、う……私は、暗殺計画なんて、知らな……かった……」

　フィアナは懸命に声を絞り出して訴えた。

　相手は帝国の守護の要である〈十二騎将ナンバーズ〉。聖国の陰謀を話せば、理解してくれるかもしれない。その一いち縷るの望みに賭けたのだ。

「お願い、信じて──」

「ええ、もちろん、信じるわ」

　レシュキル卿はにこっと微笑み、あっさりと頷うなずいた。

「……え？」

　フィアナは拍子抜けして、思わず、間の抜けた声を漏らした。

　……強烈な違和感。

　背筋がゾクリと怖おぞ気けだつような──

「だって、あの〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉の魔精霊を調達したのは、私なんだもの」

「……っ!?」

　フィアナは薄闇色の眼めを見開いた。

「……どういう……こと……？」

「すべてはあの御お方かたのため。この世界を、もう一度やり直すためよ」

「……な……なに、を──」

　その言葉の意味を理解するのに、数秒かかった。

　──そして、彼女はようやく気付く。

　目の前にいる、この女は──

「レシュキル卿……まさか、あなたは聖国の──」

「ふふ、賢い王女様、あの愚兄よりは、よほど皇帝の器にふさわしい」

〈十二騎将ナンバーズ〉の女は唇を舐なめ、艶然と微笑ほほえんだ。

「だからこそ、王女殿下には消えてもらわなくてはならない」

「……っ、あ……あ、ああああっ……！」

　ふたたび重圧を増した力場が、周囲の空間ごと、フィアナの手足を引き潰す。ミシミシと骨の軋きしむ音。あまりの激痛に、意識が飛びそうになる──

「いい声ね、お姫様。でも、どこまで耐えられるかしら」

　レシュキル・ハーシュキルトの瞳ひとみに、嗜し虐ぎやくの色が浮かぶ。

　王族であるフィアナを嬲なぶることに、歪ゆがんだ悦楽を見出しているのだ。

「アルネウス殿下はまだ、おまえを生かしておきたいようだけど──」

　ぺろっと唇を舐め、

「事故は仕方ないわよねえ」





　　　　◇






「──っ、おおおおおおおおおおっ！」

　闇色に輝く〈魔王剣デモンズ・ソード〉を手に、カミトは炎の矢の中に突っ込んだ。

　雷雨のごとく降り注ぐ矢弾を斬り払い、一気に突き進む。

「奴やつを止めろ！　宮殿への侵入を許すな！」

　王宮騎士団インペリアル・ナイツの団長が鋭い声を飛ばした。

　間断なく放はなたれる炎の矢。射抜かれ、燃え上がったフードをカミトは脱ぎ捨てた。

　その瞬間、塔の上の騎士たちが驚きよう愕がくの声を上げる。

「あれは……！」

「まさか、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉優勝チームの──」

「男の精霊使いだと!?」

〈精霊剣舞祭〉でのカミトの活躍は、いまや大陸中の精霊使いが知っている。決勝戦でドラクニアのレオノーラを破り、あの最強の剣舞姫レン・アツシユベルを倒したことも──

「ほ、包囲して、一斉にかかれ！」

　騎士団長の命令一下、精霊魔装を手にした騎士たちが次々と挑んでくる。

（……望むところだ！）

　カミトは〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉を逆さか手てに構え、走り込んだ。

「絶剣技三ノ型──〈影えい月げつ演えん舞ぶ〉！」

　舞い上がる土砂の中を、無数の斬閃が乱舞する。

　正統な剣技に慣れた騎士では、変幻自在の絶剣技を見切ることはできない。

「馬ば鹿かな、私の鋼精霊がたった一撃で！」「な、なんだ、あの精霊魔装は……！」

　騎士たちはたちまち恐慌に陥り、包囲の輪が乱れる。

　その隙すきに、カミトは集団の中に突っ込んだ。

　──ドクン。ドクン。ドクン。

　剣を振るうたび、身体からだの奥底で渦巻く力が、激しく鼓動する。最も燃費の悪い〈魔王剣デモンズ・ソード〉を使っているはずなのに、神威カムイを消耗している感覚ない。

（……っ、く、そ……！）

『──カミト、危険です。このままではカミトの身体がもちません』

　頭の中でエストが警告の声を発した。だが、カミトは──

（──大丈夫だ、このままいく）

　眼前の騎士を斬り伏せながら、胸中で首を振る。

『だめです、カミトは、いつものカミトではありません──』

（……ああ、わかってる……けど──）

　ここで立ち止まれば、きっと、フィアナのもとへたどり着くことはできない。

「おおおおおおおおおっ！」

『カミト──』

　意識が戦闘のみに集中し、エストの声さえも聞こえなくなる。

　──ドクン。ドクン。ドクン。ドクン。

（……これが、〈闇の精霊王〉の力なのか？）

　狂暴な衝動に、全身が呑のみ込まれるような感覚──

（……っ、だったら、俺おれのほうが呑み込んでやるよ！）

　騎士の包囲が完全に途切れる。その先に、北回廊へ続く門が見えた。

　フィアナはあの先にいるはずだ。

　神威を放出し、更に加速するカミトめがけ、炎の矢が間断なく放はなたれる。

　だが、降り注いだ矢はすべて、カミトの前で弾はじけて消滅した。

「なぜだっ……なぜ、なぜ止まらない！」

　騎士団長が狼ろう狽ばいして叫んだ。

「魔王……」「あれは、魔王だ……！」

　王宮騎士団インペリアル・ナイツの間に恐慌が感染する。

　あるいは、姫巫み女この才に長たけた者であれば、視みることができたかもしれない。

　カミトの全身を蝕むしばむように覆う、闇の瘴しよう気きのようなものを──

「総員で食い止めろおおおおっ！」

　カミトが門へ向かっていることを察し、騎士団長が絶叫した。

　騎士たちは門の前に固まると、防御陣形を組んだ。

　帝国騎士団の誇る、鉄壁の陣形だ。

「この技は、三下相手には使うなって、婆ばあさんに言われてるんだけどな──」

　カミトは〈魔王剣デモンズ・ソード〉に神威カムイを送り込み、強制的に双剣へと形態変化モード・シフトした。

「──悪いが、使わせてもらうぞ！」

　絶剣技、破ノ型──烈華螺旋剣舞・十六連・雷火！

　白銀の斬閃が縦横無尽に乱れ狂い、漆しつ黒こくの雷火がほとばしった。





　　　　◇






「ふふ、その可愛かわいい顔を、ぐちゃぐちゃに潰してあげるわ、お姫様──」

「……あ……く、う……！」

　回転する重力球が、頭上からゆっくりと下りてくる。あれに触れただけで、フィアナの身体からだなど、簡単にねじ切られてしまうだろう。

（……カミト……君……）

　全身を襲う激痛の中で、フィアナは歯を食いしばった。

　……悔しかった。

　四年前、親友だったルビアを止めることができず、精霊契約の力を失った。

　──あの、すべての希望を失った日々。

　けれど、三年前の〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉で、光を見た。

　レン・アッシュベル──彼女の舞う剣舞に憧れ、心惹ひかれた。

　あの人のように強くなりたいと、そう強く願った。

　そして、三年後。再び彼女に出会い、仲間たちと〈精霊剣舞祭〉を戦い抜いた。

　それは、自分の力で手に入れた、かけがえのない輝きだった。

　それが、こんなところで、終わってしまう──

　──伝えたいこと、まだ彼に伝えていないことも、あったのに。

（カミト君……私、は──）

「さよなら、王女様──」

　レシュキルが、果実を握り潰すように掌てのひらを握った。

「……あ、ぐ……あああああああっ！」

　フィアナの喉から、悲痛な絶叫がほとばしった。

「あはは、そうそう、いい声でお鳴きなさい、喪失の精霊姫ロスト・クイーン」

　遠ざかる意識の向こうで、レシュキルの嘲笑が聞こえる。

「カミト、君……」

　声にもならない声で、その名前を呟つぶやいた、その時。

　閃せん光こうが奔はしった。

（……え？）

　頭上の球体が爆はぜ、重力の結界が消滅する。

「……っ、なに!?」

　レシュキルが驚きよう愕がくに目を見開く。フィアナはもちろん、〈十二騎将ナンバーズ〉の第三位である彼女も、それを見切ることができなかった。

　斬光は、まるで閃ひらめく紫電のごとく、一瞬だった。

　漆しつ黒こくの短剣の刃が、フィアナの目の前に突き立った。

　フィアナは、地面に倒れたまま、背後を振り返る。

　──そこに、彼がいた。

　ゆっくりと、こちらに近付きながら、彼は静かに口を開く。

「──待たせたな、フィアナ」

　と。





　　　　◇






「待たせたな、フィアナ──」

「……カミト……君……」

　フィアナは、喉から絞り出すような声で、その名を呟つぶやいた。

　──ずっと待っていた、彼の名前を。

「……カゼハヤ・カミトだと!?」

　レシュキルは目を見開いて叫んだ。

「き、貴様が、なぜここに!?」

　だが、カミトは彼女を無視すると、フィアナのもとに屈かがみこんだ。

　その肩にそっと触れる。彼女の脚は折れ、自力で立ち上がることもできないようだ。

「きて、くれたのね……カミト、君……」

「喋しやべらなくていい。よくがんばったな、フィアナ」

　カミトは、途切れ途切れに喋る彼女の頭を、優しく撫なでた。

「……あ、う……」

　純白のドレスは無残に破け、彼女の肌き理めの細かい肌を晒さらしている。

　カミトは制服の上着を脱ぐと、フィアナの背中にかけた。治ち癒ゆの祈き祷とうを織り込んでいる制服だ。ある程度の気休めにはなるだろう。

「フィアナの声が聞こえたよ。だから、来ることができた──」

「……きっと来てくれるって、信じてたわ」

　地面に横になったまま、微笑ほほえむ彼女。

「……ねえ、お喋りは、おしまい？」

　──と、レシュキル卿が冷たい声で、口を開く。

　カミトは静かに顔を上げ、彼女を睨にらんだ。

　その瞬間、レシュキルの全身に震えが走った。

　強烈な神威カムイを纏まとったカミトの怒気が、大気を震しん撼かんさせたのだ。

「……てめえか、フィアナを傷付けたのは」

　カミトは呟つぶやくと、地面に突き立った双剣の片割れ、〈真闇の双剣ヴオーパル・ブレイド〉を抜き放はなつ。

「……っ、騎士どもはなにをしている──」

　レシュキルは狼ろう狽ばいしてあたりを見回した。

　だが──

「王宮騎士団インペリアル・ナイツなら、ここにくるまでに、全部倒したぜ」

「な──」

　レシュキルは絶句した。

「お、面白い冗談ね。そんなこと、できるわけが──」

「嘘うそだと思うか？　じゃあ、なんでここに誰だれも来ないんだろうな？」

　カミトは、両手に握った双剣の刃を合わせ、神威を込めた。白と黒の刃が閃せん光こうを放ち、〈魔王剣デモンズ・ソード〉──テルミヌス・エスト・ツヴァイへと変化する。

　その剣を無造作に抜き放ったまま、カミトは一歩、レシュキルのほうへ足を進めた。

「……っ！」

　その動作に、レシュキルは一歩後ろへ退さがる。

　それは、本能的な恐怖を感じての、無意識の動作だった。

　一歩、近付く。退がる。

　また一歩、近付く。退がる。

「どうした？　帝国最強の〈十二騎将ナンバーズ〉の名が泣くぜ」

「くっ……」

　また一歩──こんどは、彼女も下がらなかった。だが、それは〈十二騎将〉の矜きよう持じではなく、たんに、背後に崩れた瓦が礫れきの山があったからだ。

　また一歩──

「……っ、こ、このっ──」

　レシュキルは片手を突き出し、重力球を放った。

　石造りの建物を、一瞬で瓦礫の山に変える攻撃魔術だ。

　だが──

「効くかよ、んなもん──」

　カミトはそれを、片手で弾き飛ばした。

「……なん……だと!?」

　レシュキルが愕がく然ぜんと呻うめく。精霊魔術の攻撃を〈精霊魔装〉なしで弾はじき飛ばすなど、常識では考えられない出来事だった。

「……なんだ!?　なんなのよ、おまえは！」

　レシュキルが連続して魔術を放つ。

　だが、カミトは避ける素振りさえ見せず、そのすべてを素手で打ち払った。

「……カミト君!?」

　フィアナが薄闇色の眼めを見開く。レシュキルには視みえないものが、彼女には視えていた。カミトの全身を覆う闇の瘴しよう気きが、魔術をかき消したのだ。

「……てめえはフィアナを傷つけた。絶対に許さねえ」

「なぜ……なぜだっ……！」

　一歩、一歩──近付くカミトに対し、重力球の豪雨を浴びせる彼女。

「だから、効かねえよ──」

　瓦が礫れきの山を踏みこえながら、カミトはつまらなそうに言った。

「……こ、の……！」

　その冷静な態度がプライドに触れたのか、レシュキルの表情が変わった。

「い、いいわ、だったら、空間ごと引きちぎってあげる──！」

　レシュキルの展開した精霊魔装が、空中で高速回転を始めた。

　強力な重力場が発生し、周囲の空間を歪わい曲きよくさせる。

　カミトの足が地面にめり込み、地面にクレーターを穿うがった。

（……っ、こいつは、厄介だな）

　カミトは舌打ちした。

　闇の瘴気が肉体を守ってくれるものの、このままでは立ち往生だ。

「ふ、ふふ……おまえは私に近付くことさえできない！」

「……カミト……くん……！」

　重力場に巻き込まれたフィアナが、苦しそうに喘あえぐ。

「あははっ、そのまま、王女殿下と一緒に潰れるがいい！」

　耳障りなレシュキルの哄こう笑しようが響く。

　カミトはフィアナに手を伸ばし、彼女を重力場から守るように抱きしめた。

　闇の瘴気がフィアナを包み込み、彼女の身を保護する。

「カミト君……私は、いいから……逃げ……て──」

「──馬ば鹿か、約束したんだよ。おまえを連れて帰るってな」

「約束？」

　ズンッ──！

　重力場が更に力を増した。二人の身体からだは地面に押さえつけられる。

「……くっ、う、う……！」

「……さすがに、抜け出せないか」

　フィアナを抱き寄せたまま、カミトは耳元で囁ささやく。

「フィアナ、お前のあの〈精霊魔装〉なら、この重力場を破れるか？」

「──え？」

　少し考えて──

「……ええ、できると思う」

　フィアナはこくりと頷うなずいた。

　フィアナの〈無窮なる女王の城セイヴ・ザ・クイーン〉は、周囲に結界を構築するタイプの精霊魔装だ。あれなら、この重力場をかき消すことも可能だろう。

「でも、いまの私には……」

　フィアナの神威カムイはすでに底をついている。精霊魔装を展開することはおろか、騎士精霊を召しよう喚かんすることさえ、できそうにない。

　──だが、カミトにはある考えがあった。

　少し危険な賭けだが、躊躇ためらっていられる状況ではない。

「フィアナ、俺おれを信じてくれるか？」

「え？」

　カミトの言葉に、きょとん、とするフィアナ。

「もう一度聞くぞ、俺を信じてくれるか──」

　カミトはフィアナの眼めをまっすぐに見つめた。

「そんなの、訊きくまでもないでしょう？」

「じゃあ、目を閉じてろ──」

「え？」

　奥底からわき起こる、凶暴な衝動に突き動かされるように──

　カミトはフィアナを抱き寄せ、唇を奪った。
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「……!?」

　フィアナが薄闇色の眼めを見開く。

　が、すぐに目を閉じると、力を抜いて身体からだを預けてくる。

「……んっ、ちゅ、う……」

　そのまま、自然と、貪るように舌をからませた。

「……んっ、は、んぅ……」

　とけあう唇の感触。フィアナはひたむきにカミトを求め、カミトは貪るように、彼女の背中をかき抱いた。

「……んっ……やっ……んっ……」

　フィアナの身体に、膨大な神威カムイが流れ込む。

　荒々しく、暴力的で、彼女のすべてを蹂じゆう躙りんするような神威だ。

　──フィアナは、姫巫み女この直感で理解した。これは、禁きん忌きの力だ。

　清らかな乙女であるべき精霊使いが、決して触れてはならない闇の力。

　けれど、拒めない。吹き荒れる嵐のように、凶暴な神威が身体中を駆けめぐる──

「ん……ちゅっ、はあっ……」

　──そうして、二人はそっと唇を離す。

　フィアナは全身脱力して、ぽーっと惚ほうけたようにカミトをみつめた。

「大丈夫か？」

「え、ええ……」

　フィアナはこくっと頷うなずいた。

　カミトの手を取ると、重力の結界を闇の瘴しよう気きで押し返し、ゆっくりと立ち上がる。

　そして、右手をまっすぐに伸ばし、召しよう喚かんの詞ことばを紡ぎはじめた。

　──汝なんじ、人の子の王に仕えし、剣聖の騎士よ

　──汝は我が剣、汝は我が盾、無窮の光を掲げ、闇を祓はらう者──

　歪ゆがんだ空間の中に、可か憐れんな声が響く。

　身体の中で渦巻く神威が溢れ、一気に放出される。それは数ヶ月前、あの廃鉱都市で、ゲオルギウスを召喚したときと、同じ感覚だった。

　──其その銘は、〈無窮なる女王の城セイヴ・ザ・クイーン〉！

　フィアナの手に、繊せん細さいな彫刻を施された、細身の剣が出現する。

　その切っ先を地面に突き立てると、清浄な光が満ち溢れ、重力の結界を打ち払った。

「な、なんだと!?」

　驚きよう愕がくの声を上げるレシュキル。

「まさか、私の重力の檻おりを破った──？」

　その彼女に向かって、細剣の切っ先を突き付け、フィアナは宣言した。

「レシュキル・ハーシュキルト卿、神聖ルギア王国との内通容疑で、この帝国第二王女、フィアナ・レイ・オルデシアがあなたを裁きます！」

「……っ、この、ロスト・クイーンがあああああっ！」

　恐慌に陥ったレシュキルが、重力球の精霊魔装を撃ち放はなつ。

　──だが、遅い。カミトはすでに動いていた。

「報いは受けてもらうぜ、レシュキル・ハーシュキルト──」

　増幅された精霊魔装の力を〈魔王剣デモンズ・ソード〉に込める。

「絶剣技・初ノ方──〈紫電〉！」

　漆しつ黒こくの斬閃が、重力球ごとレシュキルを貫いた。






エピローグ






　──降りしきる雨の中。

　カミトは、崩壊した瓦が礫れきの山に〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉を突き立てた。

　レシュキル・ハーシュキルトは完全に意識を失い、地面に無様な姿をさらしている。

　だが、息はあるようだ。技の性質上、あまり加減はできなかったが、急所は外した。仮にも十二騎将ナンバーズの一人だ。死ぬようなことはないだろう。

　カミトは自身の両手を見下ろした。

　身体からだの奥底で渦巻く凶暴な力が、潮が引くように消えていくのがわかる。

（……なんだったんだ、いまのは）

　すべてを破壊し、屈服させたいという衝動に、あやうく呑のみ込まれるところだった。

（……〈闇の精霊王〉の力、か）

　ルビアの言葉通り、力の箍たがが外れかけているのか──

「……っ！」

　と、急に全身の力が抜け、カミトはその場に倒れ込んだ。

「……カミト君！」

　フィアナが、あわててカミトの腕を支える。

「いま、治ち癒ゆの魔術をかけるわ」

「ああ、頼む……」

　闇の力の暴走は収まった。身体からだを密着させれば、彼女の魔術を弾はじくこともないだろう。

　フィアナの指先がカミトの腕を優しく撫なで、癒いやしの光が疲労を回復させる。やはり、彼女自身の力も大幅に増幅されているようだ。

　と、フィアナの腕が、背中から、そっとカミトの前にまわされた。

「……フィアナ？」

「ごめんなさい。少しだけ、このままでいさせて」

「……」

　震える彼女の声に、カミトはふっと力を抜く。

「……その、さっきは、悪かったな……強引に──」

「謝らないで、ばか」

「……わ、悪い」

　カミトが赤くなると、フィアナはくすっと微笑ほほえむ。

　だが、カミトの罪悪感は消えなかった。状況が状況だったとはいえ、彼女に〈闇の精霊王〉の力を分け与えてしまったのだ。

「フィアナ、その、さっきのことは──」

「え、ええ、二人だけの秘密にしておくわ」

「そ、そういうことじゃなくてだな──」

　カミトは気まずそうに頬ほおをかく。

（……いまのところ、フィアナのほうに悪い影響はなさそうだが）

　ぴとっ。

　と、フィアナは、カミトの背中に顔を埋うずめるようにくっつけた。

「信じてたわ、きっと来てくれるって」

「……ああ、遅くなって、すまなかった」

　フィアナはドレスの裾すそで涙を拭ぬぐった。

　そして、なにかを吹っ切ったような顔になると、

「ちゅっ♪」

　カミトの頬に、小鳥がついばむようなキスをした。

「……フィアナ!?」

　薄闇色の瞳ひとみが揺れている。

　それは、いつもの彼女のような、からかう感じではなかった。

　その目は、カミトを真しん摯しにまっすぐ見つめてくる。

　カミトは──

　なにかいおうとして、口を開きかけた、その瞬間。

　──ゾクリ、と背筋が凍った。

「……!?」

　咄とつ嗟さに、フィアナを突き飛ばす。

　刹せつ那な、迅雷の如ごとき剣閃が奔はしり──

「……っ、あ、ぐ……！」

　カミトの腹を突き破った。

　噴き出した血が、雨に濡ぬれた地面を赤く染める。

「カミト君!?」

　耳元で聞こえる、フィアナの声。

　──一体、なにが起きたのか、事態が把握できなかった。

　ただ、理解しがたい現実だけがそこにあった。

（……いまの技は、まさか──）

　なにも見えなかった。

　剣閃はおろか、その動きさえも。

（──絶剣技……〈紫電〉、だと……？）

　しかも、カミトの放はなつそれよりも一段、いや、数段上だった。

（……馬ば鹿かな、絶剣技を継承したのは、俺おれしかいない、はず……）

「ほう、手加減したとはいえ、いまの技を躱かわすとはな──」

「……!?」

　聞こえた声に、カミトはハッと顔を上げる。

（……まさか……嘘うそ、だろ？）

　そこにいたのは──
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あとがき









　──待たせたな、フィアナ！




　……というわけで、大変長らくお待たせいたしました。『精霊使いの剣舞ブレイドダンス』十四巻『帝都動乱』をここにお届けいたします！

　まずは謝罪を。制作上の諸事情により、ほぼ一年ぶりの刊行となってしまいました。待っていてくださった皆様、本当に申し訳ありません。物語も佳か境きように入りましたが、シリーズはまだまだ続きますので、引き続き応援してくださると嬉うれしいです。

　また、突然のご報告となりますが、これまでシリーズのイラストを描いてくださっていた桜さくらはんぺん先生が、ご体調の都合により、降板することになりました。桜はんぺん先生のイラストを楽しみにしてくださっている方には本当に申し訳なく、僕ぼく自身も、とても残念ではありますが、編集部との話し合いの末に、このような結論となりました。戸惑いもあるかとは思いますが、どうかご了承いただければと思います。

　精霊使いの剣舞は、桜はんぺん先生と一緒に作ってきた作品です。カミトやクレア、エストなど、最高に可愛かわいいキャラクターたちをデザインしてくださったこと、毎回素晴らしい挿さし絵えを描いてくださったこと、とても感謝しております。シリーズがここまで大きな作品になったのは、桜さくらはんぺん先生のおかげです。一緒に回った書店でのイベントや台湾でのサイン会は、とても大切な思い出です。四年間、本当にありがとうございました。

　また、キュートなＳＤキャラを描いてくださった、うめだ夏か乃の先生も、ありがとうございました。口絵イラストを見るのが、毎回とても楽しみでした。

　そして、新たにイラストを手がけていただくのは、『盟約のリヴァイアサン』のイラストなどで活躍しておられる、仁に村むら有ゆう志じ先生です。キャラクターの魅力を一番引き出してくださる方ということで、多くの候補の方の中からご指名させていただきました。その素晴らしさは──ご覧の通りです。今後は仁村先生、コミカライズ版の氷ひよう樹じゆ一いつ世せい先生と新体制でがんばっていきますので、これからも、どうぞよろしくお願いいたします。

　氷樹一世先生のコミカライズ版も、四巻まで発売中＆コミックアライブにて絶賛連載中です。原作のハイレベルなビジュアライズというだけでなく、心理描写、ストーリーも原作以上に掘り下げられていて、とにかく圧巻です。ぜひご一読を。

　──そしてそして、もう一年近くも前になってしまいましたが、『精霊使いの剣舞ブレイドダンス』のアニメが放映されました。観みていただけましたでしょうか。本当に大好きなアニメで、僕ぼくはもう何度も繰り返し観ているのですが、ヒロインがみんなすごく可愛かわいくて、カミトがカッコよくて、原作の雰囲気をバッチリ表現してくださいました。監督の柳やなぎ沢さわテツヤ様、脚本の吉よし岡おかたかを様、スタッフ及び、キャストの皆様、どうもありがとうございました。ＢＤ・ＤＶＤには、書下ろしの特典小説、ミニＯＶＡ、オーディオコメンタリー、キャラソンＣＤ、ＴＲＰＧなど、おまけも盛りだくさんなので、ぜひぜひ、お手もとに置いて楽しんでいただければと思います。特にキャラソンは本当に素晴らしいです。

　また、声優ユニット『にーそっくすす』のイベントにも、ほぼすべて参加させていただきました。ライブイベントに参加するのは初めてだったのですが、ライブ中は剣舞Ｔシャツを着て、色の変わるサイリウムを振って、心も体もぴょんぴょんしてました。

　なによりも、あの終幕剣舞の最後の光景は、きっと一生忘れません。この作品を書いて本当によかったと、チーム・スカーレットのメンバーを、あのキャストさんたちに演じていただけてよかったと、心から思いました。

　この一年間、大勢の方に励まされ、支えられました。お手紙をくださった方、アンケートに感想を書いてくださった方、辛抱強く待ってくださった読者の皆様、本当に感謝しています。アンケートといえば、十三巻のアンケートではリンスレットさんの人気が爆発しました。一位はエストに譲ゆずるものの、なんとレスティアを押さえて二位の快かい挙きよです。四位はクレア、カミトは五位に浮上しました。今回は置いてけぼりのリンスレットさんでしたが、十五巻ではちゃんと合流するので、どうかご安心を。そして、最後に出てきた謎なぞの敵は一体何者なのか──とても気になりますね（※ヒントは八巻）。

　──そんなわけで、次回は風雲急を告げる、第十五弾『ドラクニアの竜王（仮）』でお会いしましょう。ひゃん！


二〇一五年　六月　志し瑞みず祐ゆう
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